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本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ









「茶番はもういいだろ。俺に手を貸せ國くに崎さき、いや──」




　俺は言う。

　最後の日常を終わらせる言葉を。




「──ギリシャ神話の太陽神、アポロン」




「……何言ってんだよ雷らい火か」

　國崎──いや、アポロンは、ははっと笑う。

　くだらなさそうに。

　人の冗じよう談だんに相あい槌づちを打つように。

「何でたって俺が神様なんて……冗談キツいぜ」

「最初に違い和わ感かんを覚えたのは、夜の遊園地での戦いだった」

　俺はアポロンの言葉を無視し、一方的に話し続ける。

「俺はオシリスにマリアを人ひと質じちに取られ、不利な状じよう況きようにあった」

「……」

「だがその窮きゆう地ちを救ったのがアメミットの脳天を穿うがった一矢だ」

「……」

「アメミットを射殺した金の矢。ゼウスとの密約。そのふたつから、マリアを救ったのはギリシャ神話の神にして、遠矢の神と謳うたわれるアポロンであると推測できた」

　しばらく俺の話を黙だまって聞いていたアポロンは、

「……意味が分かんねぇって」

　と、不ふ愉ゆ快かいそうに吐はき捨てた。

　誰だれもが神を憎にくむ時代だ。

　神それと疑われて、気分を害さない人間はいない。

　だが、俺は相手の反応を無視する。

「ここで問題なのは、なぜアポロンはマリアを救ったのかということだ」

「……！」

　アポロンはピクリと反応する。

　俺は続けて言う。

「神話代理戦争の勝敗にマリアの安否など関係ない」

　あの時、マリアを助けたかったのは俺の都合だ。

　戦争の勝敗とは無関係。

　それにアポロンが手を貸す理由はない。

「あるいはマリアを救出することで、俺に憂うれいなくオシリスを斃たおさせるつもりだった……と考えられなくもないが、それも少し変だ」

「……」

「求めるのが〝オシリスの死〟という結果ならば、アポロンが自分で奴やつを射殺せばいい。その方が早く、確実だ」

「……」

「だが、なぜかアポロンはオシリスではなくアメミットを射た」

　その理由を俺はずっと考えていた。

　そして。

「その理答由えはこの前、お前の口から直接もたらされた」
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　俺はアポロンの目を見ながら、言う。

　おぞましいセリフを。

「お前はマリアが好きだと言った」

「……」

「だから彼女を助けた、違ちがうか？」

「……だから」

　アポロンはなおも反論しようとする。

　が。

「もういーよ、アポロン」

　その時、第三者の声が割って入る。

　声の主は誰か？

　そんなのは分かりきっている。

「ゼウス」

「はーい、雷火くん」

　天華ゼウスは笑え顔がおで教室のドアの前に立っていた。

「ゼウス様……！　何で、あなたが出てきたら」

　アポロンは焦あせった声を上げる。

　ゼウスが奴を「アポロン」と呼んだ以上、もう誤ご魔ま化かしようがない。

　奴からすれば、味方に誤射されたようなものだろう。

　だが、ゼウスはまるで気にせず、

「だから誤魔化すのはもういーよって」

　と、アポロンの肩かたをぽんぽんと叩たたく。

　それからニッと口の端はしを吊つり上げて俺を見て。

「ただのカマかけかもしれないけど、カマかけられてる時点で八割以上疑われてるんだよ。しらばっくれてももうあんまり意味ないの」

「……ですか」

　アポロンは小さく頷うなずく。

　あまり納なつ得とくいっていないようだが、まあそちらはどうでもいい。

　俺はこちらをニヤニヤ見つめるゼウスと向き合う。

「で？　ギリシャの神格適合者の正体は探さぐるなって言っておいたはずだけど、これはどーいうことなのかなー？」

　脅おどすような口くち振ぶりで、ゼウスは尋たずねてくる。

「……」

　こうなるのは予想の範はん疇ちゆうだ。

　承知の上でアポロンを呼び出した。

　今後の戦略のため。

　勝利のために。







　さあ……再び戦いの幕を開けよう。

　神々を凌りよう駕がし、全すべてを奪とり返すために。








第一章　天てん華か









　　　　１




「お前がどこから盗ぬすみ聞きしていたのか知らないが、最初から話そう」

「うんうん」

　ゼウスは相変わらず微笑ほほえんでいる。

『──ウヒヒヒ、おっかねぇな』

　その笑顔の奥に潜ひそむ殺意に、バロールもまた嗤わらう。

　神々の嘲ちよう弄ろうを聞き流しつつ、俺は話し始める。

「まず、現在の状況だ」

　俺は三本指を立てる。

「オエシジリプスト、ヴィシュヌインド、スサノオ日本、すでに三つの陣じん営えいが脱だつ落らくし、残るは四つ」

　次に俺は指を四本立てる。

「俺の中のバロールケルト、アギポリロシンヤ、フレイヤ北欧、そしてケツァルマヤ・コアトルアステカ」

「あと半分？」

「……いいや」

　わざと話の腰こしを折るゼウスに、俺は顔を顰しかめる。

「残る敵はケツァルコアトルただ一柱ひとり」

　生き残りの四よ柱にんの内三さん柱にんが同盟を結んでいる。

　つまり、あとはケツァルコアトルを斃せば決着だ。

　そして。

「ケツァルコアトルを斃し、あとは俺と涙るい々るいが死ねば、お前たちの勝利だ」

「わー、いよいよ大おお詰づめだねー」

　ゼウスは諸もろ手てを挙げて喜ぶ。

「それでそれで？」

「問題は、その最後の敵であるケツァルコアトルだ」

　俺は目を細め、アポロンを見やる。

「奴の持つ神じん工こう太たい陽ようのパワーに対たい抗こうできる手て駒ごまが俺にはない。だからこそ、太陽神であるアポロンの助力が欲ほしい」

　魔ま眼がんの能力はトリッキーだが、純じゆん粋すいなパワーに欠ける。

　フレイヤのフォールクヴァングの英えい霊れい宮きゆう殿でんは強力だが、その力の源は質ではなく数だ。それに宮殿そのものを破は壊かいされるリスクもある。

　ブリュンヒルデは問題外。

　即すなわち、今の俺たちでは、ケツァルコアトルに『レガリア』を使われた瞬しゆん間かんに負けてしまう。

「……」

　アポロンは尋ねるようにゼウスに視線を送る。

　彼女は口の端を吊り上げ。

「つまり最終決戦に勝つためにウチの子の力が借りたいって？」

「文字通り最後の戦いになる。キサマとの約定を破ったのは確かだが、それは確実に勝つためには仕方のないことだったと理解して欲しい」

「けどさー、アポロンが手を貸しただけで簡単にソイツに勝てるの？」

「無論、奴の力はそれだけではない」

　俺はただただ丁てい寧ねいに説明する。

「神殺し、造物主、風の権能、奴にまつわる神話を考えれば蘇そ生せい関連のスキルもあるかもしれない」

「ひぇー、スキルがいっぱいだー」

「だがアポロンがいれば、『レ神ガ工リ太ア陽』は止められる」

　アポロンが操あやつる太陽戦車は太陽の運行を司つかさどる。

　敵の『レガリア』のパワーがどうあれ、それが太陽である以上、その落下をアポロンなら受け止めることができるはずだ。

「なんならアポロンは『レガリア』を押さえてくれるだけでいい。あとは俺たちで何とかする」

「ふ～ん、どうしよっかな～」

　ゼウスはしばし考えるポーズを取る。

「でも～、あたしとの約束破る雷らい火かくんと共きよう闘とうするのはなんかイヤだな～？」

「……」

「それにアポロンがケツァルコアトルと相あい性しよういいなら、別にウチが協力するメリットないよね～？」

「……」

「雷火くんたちはケツァルコアトル相手に全ぜん滅めつしてもらって、そのあとアポロンが漁夫の利を得れば楽勝かも～？」

「……」

「もー何か言ってよー！」

　黙だまりこくる俺にゼウスが文句を言い出す。

「で、どうするんだ？」

「そんな怖こわい顔しないでってば」

　ゼウスはひとりだけ楽しそうに笑う。

「今のはカルーい冗じよう談だん。いいよ、念には念を入れて協力しましょっ」

「いいんですか、ゼウス様？」

　アポロンが確かく認にんするようにゼウスに尋ねる。

　あっさりとした共闘の受じゆ諾だくに不安を抱いだいたのだろう。

　それに対し、ゼウスは。

「いいよいいよー。どうせなら最後まで利用しちゃおー」

　目の前で堂々と利用宣言とは。

（相変わらず莫ば迦かにしてくれる）

『──ウヒヒヒ、そーだな』

　俺は苦々しくため息をつく。

「で、共闘の件は受諾ということでいいのか？」

「オッケーオッケー」

　ゼウスは笑顔で答える。

　それを見て、アくポにロさンきも軽く肩を竦すくめて首を縦に振ふった。

「あっ、でもアポロンの正体はほかのみんなに言っちゃダメだからね？」

「分かった」

　当然の要求。俺は了りよう承しようする。

　ひとまず話は纏まとまった。

「それじゃあ、最後まで仲よくしよーね」

　そう言ってゼウスは手を差し出してくる。

「ああ」

　俺は間を置かずにその手を握にぎった。

　皮肉のこもった握あく手しゆを交かわす。

　親愛の情などもちろんない。

　俺はいかにして敵を出し抜ぬくか。

　ゼウスはいかにして俺の企たくらみを潰つぶすか。

　互たがいの胸の内にあるのは、ただそれだけだった。
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　その日の放課後。

　一度寮りように帰った俺は、そのまま西区第二病院へと向かった。

「……」

　病院の集中治ち療りよう室では、相変わらずエミリーが寝ねている。

　意識は依い然ぜん戻もどらないが、状態は安定しているらしい。

　肉体は死んでいない。

　だが魂たましいが死んでいる。

　だから起きない。

「……」

　エミリーの昏こん睡すい。

　それはひとつの、受け容いれ難がたい事実を示している。

　はじめ俺は、ケツァルコアトルの権能は魂を破壊する物だと思っていた。

　しかし、そうではなかった。

　奴やつが破壊するのはあくまで神格。

　恐おそるべき能力だが、問題はそこではない。

　もし神格のみを破壊するのならば、オシリスの神格だけが消しよう滅めつし、エミリーの魂は無事でなければおかしいのではないか？

　それこそスサノオの神格が消え、姫ひめ子この人格が残ったように。

　だがエミリーは目覚めない。

　明らかにケツァルコアトルの神格破壊の影えい響きようを受けている。

　それは……つまり。

（神と人の魂は、器うつわの中ですでに分かち難いほど混じり合っている……ということか）

『──そうなるな』

「……ッ」

　俺は歯は嚙がみする。

　魂と魂の剝はく離りに成功したのはわずか二例。

　俺とシャロ先せん輩ぱいのふたりだけだ。

　俺は十じゆう字じ架かの魔ま除よけによって。

　シャロ先輩は魔眼によって。

　前者は事前の備えが、後者は早期対処が功を奏した。

　逆に言えば、魂の分ぶん離りはまだ魂同士の癒ゆ着ちやくが軽い段階でなければ元通りにならない。

　実際、涙々とフレイヤは魔眼の力でも分離させられなかった。

　ある意味、スサノオもまた成功例と言えるが。

　あれはおそらく奇き蹟せきの産物だ。

　スサノオ自身の「姫子を護まもる」という強きよう靭じんな意志があればこそ。

　一歩間ま違ちがえれば、エミリーとオシリスのように諸共消滅していただろう。

（バロール）

『──何だ？』

（俺とキサマの魂は、本当にちゃんと分離できたんだろうな？）

『──ウヒヒヒ、心配しなくてもダイジョーブだ。まァ、とはいえ少しくらいは混じったかもしれないがなァ』

（……最悪だ）

　レオンとの戦いで、俺は肉体の主導権をバロールに奪うばわれた。

　その後、奴自身の協力と予備の十字架、さらに魔眼の暗示によって、再びバロールの魂は剝離させた……が。

　姫子の中に未いまだにスサノオの記き憶おくや感情が残っているように。

　一度混じってしまった物は、そう簡単には元に戻らない。

　俺にもすでにバロールと混じった影響が出ているかもしれない。

　あるいは、救えたと思っていたシャロ先輩も……本当は。

『──まあ、そう嘆なげくなライカ』

　人の苦く悩のうをバロールは嗤わらう。

『──そういやお前は、俺サマたちがどうやって器を選ぶか知っているか？』

（……？）

　唐とう突とつな質問に、俺は咄とつ嗟さに答えられない。

（それは……神格適合者としての素質で選ぶんじゃないのか？）

　素質が高いほど神はその力を地上で発揮できると聞いている。

　だがバロールは、それだけじゃない、と言った。

『──素質も大事だがな、一番必要なのは相性だ』

（相性？）

『──馬の合う奴とでないと何をやっても上う手まくいかない、何だってそうだろ？』

「……」

　俺は渋じゆう面めんを作る。

（俺とキサマの相性がいいとでも？）

『──その通り』

（悪い冗談だな）

『──ウヒヒヒ、そうかい？』

（そうだ）

『──俺サマはそうは思わないがなァ』

（ハッ、どこが……）

　俺は一いつ笑しように付す。

　しかし、バロールは。

『──お前も俺サマも、あまりに多くモノを奪われた。そういうトコに親近感が湧わくのかもなァ』

「───」

　心臓を針で刺さされたように、俺は息を詰つまらせた。

「……」

　ケルト神話とはエリン──現在のアイルランド──を舞ぶ台たいとした神話だ。

　バロールとは、そのエリンに古くから棲すまうフォモール族の王。

　いわば土着の王である。

　一方、ケルト神話の主役であるダーナ神族。

　彼らは外海から渡と来らいした。

　つまり侵略者だ。

　バロールは、それ以前から何度も侵しん略りやく者しやと戦ってきた。

　パルトローン族。

　ネウェド族。

　フィル・ヴォルグ族。

　奴は三度の侵略をはね除のけ、最後にダーナ神族に敗れ、死んだ。

　エリンを、国を、奪われた。

　…………大切な物を奪われた。

　その一点において、俺とバロールが同じ？

　……

　……

（くだらん）

『──おーおー、傷つくねぇ』

（心にもないことを）

『──まあともかくだ』

　バロールは気にせず話を区切る。

『──神と人の魂が混じると言っても、お互いに相あい性しようのいい、もっと言えば性質の近しい魂と魂だ。混ざろうが削けずれようがたいした差じゃない』

（……！）

　バロールの物言いに、ついカッとなる。

「何、、を、、、キサマ、、」

　俺は病院の廊ろう下かで叫さけびそうになるのを堪こらえる。

『──だァからァ、似た者同士でひとつになってんだ。水と油は混ざっても水と油だが、水とお湯が混じってもぬるい水かぬるいお湯になるだけだ。たいしたことじゃない』

「……ッ」

　体を奪い。

　人格を奪い。

　それでも、たいしたことじゃないだと!?

　握にぎった拳こぶしから血が噴ふき出しそうになる。

　だが、怒いかりの声はなんとか吞のみ込んだ。

　この魔ま神じんに何を言っても仕方がない。

　それはもう嫌いやになるほど分かっている。

　それでも……しかし、何か言わずにはいられない。

（たいした差じゃないとキサマは言うが……なら、姫子とスサノオはどうなんだ？　あのふたりはどう見ても真逆の性質だ）

　俺から見てもそうだし、実じつ姉しの櫛くし鉈なだ先せん輩ぱいもそう言っていた。

『──神は多くの側面を持つが、人間だっていろんな顔があるだろ。ただ見えづらい面と見えやすい面があるだけだ』

　人が親しい相手に見せる顔。

　愛いとしい相手に見せる顔。

　憎にくい相手に見せる顔。

　どれも違ちがう。

　確かに人も様々な顔を持つ。

（姫子の中にも、元々スサノオに近しい一面があったと言うのか？）

『──あれで案外気性が激しいところがあるのかもな』

（……）

『──あるいは、あの姉に対する執しゆう着ちやく心しんに似た何かが、スサノオの中にもあったのかもなァ』

（……）

『──要するに、だ』

　バロールはケラケラと笑う。

『──俺サマの一部がお前に混ざろうが、ブリュンヒルデとシャロが混ざろうが、何かが大きく変わるわけじゃない』

　バロールの話は、到とう底てい受け容いれられないものだ。

　神クズの魂たましいが混じるなど、清水に汚お濁だくが混じるのと同じだ。

　それが、「たいしたことじゃない」だと？

「……ッ」

　何か俺のやることに変わりがあるわけじゃない。

　だが今のバロールとの会話は棘とげのように俺の心の裏側に刺さった。

「神しん仙ぜん雷火君」

　その時、男の声で名前を呼ばれる。

　エミリーから視線を横に移すと、そこには匣はこノの木ぎ竜りゆう斗とが立っていた。

「待たせたね」

「いいや」

「じゃ、こっち来て」

　匣ノ木は無精ヒゲを擦さすりながら歩き出す。

　俺は黙だまってそのあとをついていった。

　連れて行かれたのは前回と同じ会議室。

　その奥の隠かくし部屋に通される。

「テキトーに座ってなよ」

「……」

　俺は軽く室内を見み渡わたす。

　隠し部屋はほとんど表の会議室と似た造りをしていた。

　違うのは広さと、巨きよ大だいなモニターがあることくらいだ。

　俺は近くの椅い子すに軽く腰こしを下ろす。

「お茶とコーヒーどっちがいい？」

「いらん」

「あっそう」

　匣ノ木はひとり分のインスタントコーヒーを用意し、こちらへとやってくる。

　彼は俺の目の前の椅子に腰かけ、まずはコーヒーをすすった。

「マズッ」

　匣ノ木はコーヒーをこぼし、ワイシャツを汚よごす。

「あーあー、参ったな」

「……」

　俺はそのひとり芝しば居いを冷ややかに睨にらみつけた。

　こちらの視線に気づき、匣ノ木はヘラヘラと笑う。

「そんな睨まないでよ雷火君。睨み殺されそうだ」

「……」

　魔ま眼がん使いに対して、よくそんな冗じよう談だんが言えるものだ。

　前回の接せつ触しよくの時も思ったが。

（コイツは頭のネジが何本かはずれてる）

『──ウヒヒヒ、そうだな』

　だが、だからこそかもしれない。

　神、ないし神の力を持つ者と相対しても怯ひるまない精神性。

　それがなければ、そもそも交こう渉しよう役など務まらない。

　交渉とは、形を変えた戦いの一形態に過ぎないのだから。

　神と交渉するなら、神と殺し合う気き概がいがなければならない。

「で、雷火君」

　匣ノ木が口を開く。

「今日、君の方から僕に会いたいと連れん絡らくをくれたのはどんな用件だい？」

「……例の件の返答をしに来た」

「例の件？」

「聖餐管理機構キサマらが俺と手を組みたいという話だ」

「ああ、それはありがたい」

　本当にそう思ってるのか曖あい昧まいな声こわ音ねで匣ノ木は答える。

　貼はりついたような愛あい想そ笑いで表情が読みづらい。

　俺は構わず続ける。

「第三次神話代理戦争はすでに佳か境きようだ。キサマらは俺の勝利に手を貸せ」

「それはもちろん、こちらから提案したことだしね」

　匣ノ木はそう言って、またマズいコーヒーを飲む。

「第一次、第二次は失敗した。今回はようやく巡めぐってきたチャンスだ。雷火君に勝利してもらうことで、人間は神様の支配から脱だつ却きやくする」

「……」

　匣ノ木の言葉に、俺は答えない。

　聖餐管理機構エウカリステイアは俺を勝利させ、『唯ゆい一いつ神しん』の権能を人間の物にしたいらしい。

　それが人類が神々に勝利する唯一の手段……と匣ノ木は言っているが。

　そんな説明を鵜う吞のみするつもりはサラサラない。

　俺は俺で奴やつらを利用するだけだ。

　奴らが俺を利用するように。

　所しよ詮せん、お互たがい様だ。

「けど何でまた急に僕たちを信用してくれたのかな？」

　匣ノ木は愛想笑いのまま小首を傾かしげる。

「國崎小次郎君が神格適合者のひとりっていう、この前僕が教えてあげた情報が正しいって確証が持てたからかい？」

「……」

　俺は匣ノ木のセリフに顔を顰しかめる。

　今朝、國崎の正体を見破った俺の推理。

　あれは実のところ穴だらけだ。

「アポロンにはマリアを助ける理由がない」

「國崎にはマリアが好きだという助ける動機がある」

「よってマリアを助けたアポロンの正体は國崎だ」

　……並べてみれば、途と轍てつもなく強ごう引いんな三段論法だと分かる。

　國崎とアポロンが同一人物だと示す証しよう拠こを何も提示していないのだから。

　だが、ゼウスの言うようにただのカマかけだったわけでもない。

　俺は推理以前に、國崎がアポロンだと知っていたのだ。

　前回、病院で匣ノ木と接触した時に見せられた監かん視しカメラの映像で。

　そこに映っていたのは、夜時間に動く人ひと影かげ。

　その拡大映像は、紛まぎれもなく國崎だった。

　金の矢やアメミットに関する推理など、俺と聖餐管理機構エウカリステイアのつながりを悟さとらせないために、無理やりくっつけたものに過ぎない。

「いやー、雷火君がその情報を信じてくれたなら、こちらとしてもよかったよ」

「……」

「なにしろこの前は話した途と端たん、雷火君は怒おこって部屋を出て行ってしまったからね」

「……」

「雷火君？」

「……少し黙ってくれ」

　俺は奥歯を嚙かみ締しめ、前まえ髪がみをイジる。

「……」

　匣ノ木は言われた通り黙っている。

『──ウヒヒヒ』

　だが、バロールは黙ってくれない。

　俺を嘲あざけり、嗤わらう。

『──今いま更さらだなライカ。まだ認めたくないのか？』

　うるさい。

『──信じた友達が誰だれも彼も敵だったのが、そんなにツラいか？』

　黙れ。

『──もう開き直っちまえよ。運命が残ざん酷こくなのは当たり前だってな』

　……。

『──その運命をねじ伏ふせて、支配しろ。そのために戦うんだろう、ライカ？』

　この魔ま神じんは本当に不ふ愉ゆ快かいだ。

　なぜこうも人の心を抉えぐり取ることに長たけてるのか。

（そんなこと、お前に言われるまでもない）

『──ウヒヒヒ、そうかい』

（ああ。だから黙ってろ）

　俺は顔を上げ、匣ノ木との会話を再開する。

「待たせた。具体的な話に移ろう」

「うん」

　匣ノ木は頷うなずく。

「必要なのはケツァルコアトルの居所だ」

「それが次の敵かい？」

「そうだ。キサマらの監かん視し網もうで奴を捜さがせ」

　聖餐管理機構エウカリステイアは監視カメラで島内に網あみを張っている。

　それを敵の発見に利用する。

　特にケツァルコアトルはスサノオとの激戦の直後だ。

　早期に発見できれば、万ばん全ぜんでない奴を不意打ちできるかもしれない。

　俺の要求を聞いた匣ノ木は頭を搔かき。

「前にも言ったけど、神様にバレないように監視網は必要最低限にしか設置してない。所々に穴があるから、確実にすぐ見つけられるとは限らないよ？」

「その時は足を使って捜せ」

「無茶言うね～」

「俺に協力するつもりなら、それくらいやれ。人手は足りているはずだ」

　この島にいる大人は全員聖餐管理機構エウカリステイアの職員だ。

　毎夕島中を巡じゆん回かいする警備員だけでもかなりの数がいる。

「別に捕つかまえろと言うつもりはない。発見したら即そく俺に報告しろ」

「まっ、了りよう解かいしたよ。で、相手の外見的特とく徴ちようは？」

　俺はケツァルコアトルの特徴を伝える。

　匣ノ木はう～んと頷き。

「ケツァルコアトル君は、随ずい分ぶんと人間離ばなれした奴みたいだねぇ」

「……俺が直接見たわけじゃない。実像とは多少の差異があるかもしれないが、それだけ特徴的な奴なら見み間ま違ちがうことはないだろう」

「とりあえず、全力で当たらせてもらうよ」

　軽い調子で匣ノ木は請うけ合う。

　彼はヘラヘラと笑い。

「雷火君からの頼たのみはそれだけかな？」

「まだある」

「あらら、まーできる範はん囲いでお願いね」

「是ぜが非にでもやってもらう」

　俺は若じやつ干かんイラつきながら、匣ノ木に「ある物資を手配しろ」と指示を出した。

　それはケツァルコアトルを斃たおすための準備だ。

「……以上だ。いつ敵が動くか分からない、迅じん速そくに用意しろ」

「んー……まあ、今からかき集めて、明後日あさつての朝ってところかな」

「もっと急がせろ」

「善処するよ」

「……」

　こんなところか。

　もう話すことはない。

　俺は匣ノ木との会話を終わらせ、一方的に部屋を出て行った。
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　匣ノ木との密会を終えた俺は病院を出た。

　あの男の態度は最後まで飄ひよう々ひようとしていたが、やるべきことはやるだろう。

　少なくとも今のところ利害は一いつ致ちしているのだから。

『──そう簡単に見つかるかねぇ』

（そこは奴ら次し第だいだが、学園付近の監視を徹てつ底ていさせるだけでも俺たちの負担は減る）

　学園地下に集積された魔ま力りよくは未いまだに残っている。

　ケツァルコアトルはその魔力を用いてまだ何かをする気だろう。

　それを未然に防ぐためには絶え間ない監視が必要だ。

　だがいつ来るとも分からない敵を待ち続けるのは、精神と体力を大きく削けずる。

　ケツァルコアトルと万全の状態で戦うには、そういう不安要素をなるべく排はい除じよしたい。

（連れん絡らくは匣ノ木から借りた無線機に入る。それまでは俺の部屋で待機だ）

　無線機は聖餐管理機構エウカリステイアの職員が使用している物だ。

　イヤホンは耳の穴にスッポリ入り、髪かみで覆おおい隠かくせる。

　マイクも襟えりの裏につけ、小声で話せば傍はた目めには何も分からない。

　小型で性能も高いが通信は島内のみ。

　これを匣ノ木との通信用以外に、もう五人分用意させた。

　こちらは俺が仲間に指示を出すのに使う。

　俺、マリア、シャロ先せん輩ぱい、姫子……それに涙々の分だ。

「……」

　涙々フレイヤはまだ生かしてある。

　悔くやしいが、俺の手て駒ごまの最大戦力はアイツだ。

　最後の戦いを控ひかえた今、それを失うことはできない。

　……いや。

　結局のところ、どうなんだろうか。

　あの時、俺は涙々を殺すことを忌き避ひした。

　レオンの行動を想おもい。

　衝しよう動どう的な殺意を抑おさえた。

　それは本当に正しかったのだろうか？

　フレイヤのことは当然憎にくい。

　だが奴やつの体は鹿しし金がね涙々の物だ。

　衝動のままにフレイヤを殺していれば、罪のない鹿金涙々まで殺していただろう。

　俺の、友達の、涙々を。

　それは間違いなくしてはならないことだ。

　そういう意味で、殺さなかったのは正しい。

　だが。

　だが。

　俺は……。

「おにーちゃん」

「!?」

　不意の呼びかけに、俺はハッと顔を上げる。

　その、目の前に。

　天華ゼウスがニコニコしながら立っていた。

「ゼウス……！」

「ヤッホー」

「……何をしに来た？」

　俺はそれまでの思考を中断し、警けい戒かいしながら尋たずねる。

　こちらの刺とげ々とげしい態度にも構わず、ゼウスは笑ったまま。

「おにーちゃんこそ病院ここで何をしてたの？」

「……エミリーの見み舞まいだ」

　俺は表情を崩くずさず答える。

　だが、ゼウスはニンマリと笑って。

「へぇー、匣ノ木先生と一いつ緒しよに？」

「……っ」

　俺と聖餐管理機構エウカリステイアのつながりが早さつ速そく露ろ見けんした。

　最初から隠し通せるとも思ってないが……予想以上に早かった。

　密会場所も学園ではなく病院にしたのだが。

　監かん視しされていたのか？

　最初から？

「……」

　今朝の一件が原因か？

　國崎をアポロンと見み抜ぬいた推理。

　その強ごう引いんさを不ふ審しんに思われたのかもしれない。

　だとしたら、共きよう闘とうの話を受けたのはブラフ？

　俺を泳がせ、情報の出所を探さぐるため？

　そう考えると辻つじ褄つまが合うところもあるが……。

　やり口が妙みようにまどろっこしい気もする。

「……で、何が目的なんだ？」

　俺はゼウスを睨にらみながら尋ねる。

　神話代理戦争の存在を一いつ般ぱん人じんから秘ひ匿とくする、というのはあくまで〝暗あん黙もくの了解〟だ。

　禁きん戒かいにルールとして記しるされているわけではない。

　つまり、俺が聖餐管理機構エウカリステイアと手を結んでもルール違い反はんではない。

　監かん督とく者しやであるゼウスにも俺を裁く権利はないはずだが……。

　かといって、これは楽観できる状じよう況きようでもないか。

「目的、ねぇ」

　ゼウスは頰ほおに指を当てて考える素そ振ぶりをする。

「そうだなあ」

「……」

「じゃあ、ここは見み逃のがしてあげるから、あたしとデートしよ」

「………………はあ？」

　思わず素すの声が出た。

　呆あつ気けに取られたとも言う。

　ゼウスはこちらの反応など気にせず。

「よーし、それじゃあ南区でも行こっ」

「待て。おい待て」

「ん？」

「……意味が分からない」

　自然と眉み間けんに皺しわが寄る。

　コイツの行動が読めない。

　言動に脈みやく絡らくがなさすぎる。

「お前、何がしたいんだ？」

「だから、で・ぇ・と？」

「……」

　とぼけてるのか本気なのか……。

　表情からは何も読み取れない。

　分からない……分からない、が。

　いつまでも分からないままでは話にならない。

　敵を知ることは、策略を立てる上で重要な第一歩だ。

　コイツの行動には不可解な点が多い。

　何を考えているのか。

　なぜそんな行動を取るのか。

　どうしてその選せん択たくをするのか。

　その指針となる奴の思考そのものを把は握あくしなければ、最終決戦で足あしを掬すくわれるかもしれない。

　こんな状況で俺の前に現れたのだ。

　そこには何らかの意図があるはず。

　これはゼウスの思考パターンを探るチャンスかもしれない。

「分かった。つき合ってやる」

　俺はデートを了りよう承しようする。

　ゼウスはバンザイをして喜び、

「わーい！　あたしアイスが食べたいな～」

　と、勝手に俺と腕うでを組んできた。

　クソッ……いつも思うが、なぜコイツはこうも甘える妹の演技が上う手まいんだ？

「ああ、好きなだけ買ってやる」

　俺は苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶした気分で頷うなずきながら、天華と一緒に南区へと向かった。
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　南区。繁はん華か街がい。

　ここは相変わらず放課後になると学生が多い。

「あたしはストロベリーひとつー。おにーちゃんは？」

「何でもいいんだが……じゃあチョコミントで」

　甘い物が苦手な俺は、なるべく甘くなさそうな物を頼たのむ。

「はい！　ストロベリーひとつ、ミントひとつ」

　店員は愛あい想そよく答えながら、ふたり分のアイスをコーンに載のせる。

「お待たせしましたー。５００クレジットになります」

「これで」

　俺は学生証を渡わたし、クレジットを払はらう。

「ほら、天華」

「わーい、ありがとーおにーちゃん」

　アイスを手渡すと、天華ゼウスは満面の笑えみを浮うかべる。

「ありがとうございましたー」

　店員に見送られ、俺たちは店を出た。

　俺は店内で食べたかったが、天華が嫌いやがったのだ。

　いろんなところに行きたいと彼女は言う。

　それはやたらと楽しそうに。

　天華はアイスを食べ歩きながら、いろいろと話しかけてくる。

「おにーちゃんって普ふ段だん休みの日は何してるの？」

「別に……」

「えーつまんなーい」

「それよりその呼び方は何なんだ？　人前ではしないんじゃなかったのか？」

「そんなこと言ってないよー？　今はシャロ先せん輩ぱいたちもいないんだし、いいでしょ？」

「反へ吐どが出そうなんだが」

「おにーちゃんヒドーい！」

　天華はぷんぷんと怒おこってみせる。

　呼び方を改めるつもりはないらしい。

　俺は諦あきらめてため息をつく。

「もういい。で、次はどこに行きたいんだ？」

「んーそうだなー」

　天華はアイスを舐なめながら考える素振りをする。

「あっ、ケバブ！　ケバブ売ってるよ、おにーちゃん」

「今アイス食べてるだろ」

　俺が指し摘てきすると、

「ばりばりばり」

　と、天華はあっという間にアイスを食べきってしまう。

　彼女は頰についたアイスをペロッと舐め取ると、改めてケバブ屋を指差し。

「ケバブ食べたいなー」

「……」

　俺は呆あきれつつ屋台でケバブを注文する。

「お嬢じようちゃんマヨネーズは？」

「マスタードマヨたっぷりで！」

「あいよ！」

「ありがとー」

　天華は嬉うれしそうにケバブを受け取り、早さつ速そくかぶりつく。

　俺はそれを横目に、ケバブの代金を払った。

　すると。

「ありがとーおにーちゃん」

　天華は頰に今度はマヨネーズをつけたまま礼を言ってくる。

　……

　……

　ああ、クソ。

　本当に、調子が狂くるう。

　コイツの笑顔は妹の笑顔そのもので。

　コイツの声は紛まぎれもなく妹の声こわ音ねで。

　俺がずっと奪とり戻もどしたかったものだ。

　今、目に映るコレが、まやかしだと分かっていても。

　その微笑ほほえみは、俺の心に染しみて、痛みを訴うつたえる。

『──どうした？　感情が乱れてるぞ』

（……ハッ）

　俺は胸中で苦く笑しようする。

　本当にコイツは憎にくたらしい。

　そのおかげで気が紛れる。

　感謝する気にはなれないが、今ばかりは丁度いい。

「えいっ」

「！」

　その時、天華が俺の手に持っていたアイスにかじりついた。

　俺が驚おどろいていると、彼女は唇くちびるをぺろりと舐めて、

「もー、早く食べないと溶とけちゃうよ」

　と、イタズラっぽく笑う。

　確かに俺のアイスは半分溶けて、今にも垂れそうになっていた。

「……そうだな」

　俺は手早くアイスを食べてしまう。

　天華もすでにケバブを食べ終わっていて、手持ち無ぶ沙さ汰たにしていた。

「次はどうする？」

「うーんとねー……服！　夏服欲ほしい！」

「そうか。なら、適当に見て回るか」

「うん！」

　天華は喜んで、再び俺の腕にしがみついてくる。

『──ウヒヒヒ、ペラい胸だがぷにぷにだな』

（殺すぞ）

　そんな風に色情魔ま神じんに殺意を抱いだきつつ。

　俺と天華はウインドウショッピングをしながら繁華街を歩いた。

「あっ、ここ雰ふん囲い気きいいかも！」

　そして彼女の気に入った店を見つけて、そこに入る。

「おにーちゃんはどんな服が好き？」

「興味ない」

「え？　露ろ出しゆつ多めが好きなの？　おにーちゃんやらしー」

「そんなことは言ってない」

「じゃあ、どんなのが好き？」

「……節度のあるファッションだ」

「清せい楚そ系かー。あたしに似合うかなー？」

　天華はそう言いつつ品物を物色し始める。

『──ペース握にぎられっぱなしだな』

（ブリュンヒルデがいかにチョロいのかよく分かる）

　天華は普段から口が上手い。

　話の主導権を手放さずに話を進めてくる。

　それでいて本心はなかなか表に出さない。

　もちろん、ブリュンヒルデのように簡単に挑ちよう発はつに乗るはずもなく。

　厄やつ介かいな相手だ。

「すみませーん店員さーん、これ試着させてくださーい」

「はい。どうぞこちらへ」

　天華は数着の服を手に、店員と試着室へ向かう。

　と、その途と中ちゆうでこちらを振ふり返って。

「ほーら、おにーちゃんもこっち来てよ」

「ああ」

　俺はため息をつき、あとをついていく。

『──それにしてもゼウスの奴やつはホントに楽しそうだな』

（俺に対する嫌がらせだろう）

『──そうかぁ？　純じゆん粋すいに楽しんでいるように見えるが』

（純粋に嫌がらせを楽しんでるんだろう）

『──ライカは相変わらずだなァ』

　含ふくみを持った言い方に、俺は眉まゆ根ねを寄せる。

（何が言いたい？）

『──別に。単にお前が偏へん見けん持ちだというだけさ』

（偏見？）

　それは……神ゼウスに対する態度のことか？

（奴は俺の宿敵だ。憎んで何が悪い）

『──何も悪くないさ。憎ぞう悪おを募つのらせるのはいいことだ』

　ウヒヒヒ、とバロールは嗤わらう。

『──でもなぁ、そのせいで思考を鈍にぶらせてたら、肝かん心じんなところでヘマするぞ』

（何？）

『──偏見ってのは視界を狭せばめる』

（……）

『──狭せまい視野じゃ、見えるべきモノも見えなくなるってもんだ』

　バロールは魔ま眼がんの王。

「視みる」ことに関しては一家言あると言うつもりか。

「……」

　視野の狭さは得られる情報を減らす。

　それは同時に選せん択たく肢しも狭める。

　偏見。

　憎むべき敵は全てにおいて憎くあって欲しいという決め付け。

　その考え方は確かに思考の鈍どん化かに等しい。

　ゼウスが何を考えているのか探さぐるために来たのに。

　これでは本ほん末まつ転てん倒とうもいいところだ。

「おにーちゃん」

　天華が試着室のカーテンの隙すき間まから顔を出す。

　俺は軽く頭を振りながら。

「どうした？」

「とりあえず着てみたから、おにーちゃんも見て」

「……」

　楽しげに話しかけてくる天華ゼウスが憎い。

　だがそれは、いったん忘れる。

　はじめから憎しみで奴の真意を決め付けず、見たままの情報を捉とらえる。

　考えるのはそのあとだ。

「ああ、見てやるよ」

「それじゃー、まずはー、ワンピース！」

　天華が勢いよくカーテンを開ける。

　現れた彼女が着ていたのは白のワンピース。

　清楚系云うん々ぬんとか言ってたからか？

　ともあれ、その姿は……。

「おにーちゃん、どう？」

「似合ってる、と思うぞ」

「えー、ちゃんと褒ほめてよー」

「……凄すごく似合ってる」

「わーい、じゃあ次ねー」

　天華は次々と着き替がえては、俺に感想を求めてきた。

　素す直なおな感想を述べれば、全すべて似合っていた。

　俺の妹の体なのだから当たり前だが。

「もー、おにーちゃん！」

「ん？」

「さっきから似合うしか言ってないよ！　ちゃんと見てくれてる？」

「どれも天華に似合ってるよ」

「もー、それじゃ選べないじゃーん」

　天華は頰ほおを膨ふくらませる。

「それじゃあ、この中で一番似合ってたのはどれ？」

「一番か……そうだな」

　俺は天華が着てみせた服を順に思い浮うかべる。

「もしくはおにーちゃんがあたしに一番着せたい服でもいーよ？」

「そう言われると逆に選びづらいんだが……」

　俺はちょっと躊ちゆう躇ちよしてから、

「最初のワンピースが、一番似合ってたな」

　と、答えた。

「ワンピース！　いい趣しゆ味みしてるね、おにーちゃん！」

「……それはいい意味で、か？」

「いい意味だってばー」

　天華はコロコロと笑う。

「じゃあ、これ買おっと。店員さーん」

　天華は笑え顔がおで店員を呼ぶ。

　本当に、純粋に、楽しそうに、嬉うれしそうに。

　その笑顔を、俺はこれまで嫌いやがらせとしか思っていなかったが。

　バロールの言う通り、それが間ま違ちがっていたとしたら？

　……

　……

　……いや、どうなるんだ？

　嫌がらせでないのなら。

　まさか、本当に嬉しいとでも？

　俺に服を褒められて、本気で喜んでいる……と？

　そんな莫ば迦かな。

　それともこれも偏見か？

　なら現状を率そつ直ちよくに受け止め、この状じよう況きようをひと言で言い表すなら。

　今日、天華ゼウスはただ俺とデートを楽しんでいる。

　そういうことになる。

「……」

　いくら何でもそれはない。

　これは感情論ではなく、論理的帰結だ。

　奴には俺とのデートを純粋な意味で楽しむ理由がない。

　当然、俺に対して好意的な感情を抱いているはずもない。

　なぜなら奴は俺から妹を奪うばった。

　もし仮に俺に好意があるなら、素直に妹を返すだろう。

　でなければ俺は奴を一生憎にくんだままなのだから。

「……っ」

　見方を変えても、結局何も分からず終じまいだった。

　と。

「あっ、ブラ透すけちゃってる」

「!?」

　唐とう突とつに天華がとんでもないことを呟つぶやいた。

　俺は慌あわててそちらを見る。

　言われてみれば……確かに薄うつすらとピンクの柄がらが。

「莫迦！　隠かくせ！」

「えー、でもキャミソールとかないしー。あっ、そうだ」

　天華は急に服の中に手を突つっ込んでゴソゴソやって、

「しょうがないから脱ぬいじゃおうっと！」

　と、惜おしげもなくピンクのブラを服の袖そでから引っこ抜ぬいた。

「おい待て！　なに脱いでるんだ!?」

「だって透けるんだもん。あたし貧ひん乳にゆうだし、こっちの方がめだたないよ」

「別のものが透けるだろうが！」

「大だい丈じよう夫ぶ。あたしの色薄うすいし」

「……！　だからって！」

「あれー、もしかして気になる？」

　天華はイタズラっぽく笑い、スススと俺の傍そばへ近寄ってくる。

　そして、ワンピースの首元を指で軽く引っ張って。

「えへへ、おにーちゃんだったら見てもいーよ」

　天華は背が低い。

　俺の上背から見下ろすと、角度がヤバい。

　一枚の布地の奥の、健康的な肌はだがへその辺りまで見通せた。

　当然、その途と上じようにあるなだらかな膨らみと薄いピンクの頂点も。

「人の妹の体で……っ！」

「あれ？　嬉しくない？」

「嬉しいわけあるか！」

　これが嫌がらせでなくていったい何なんだ!?

「……っ」

　俺は片手で額を押さえ、もう片手で天華に学生証を渡わたした。

「いいから、キャミソールも一いつ緒しよに買ってこい」
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　夕方前。

　俺たちは喫きつ茶さ店てんのテラスで一休みしていた。

「デート楽しいね～、おにーちゃん」

「……」

　疲ひ労ろう困こん憊ぱい。

　疲つかれ切った俺はテラスのテーブルに突っ伏ぷしていた。

　この俺が繁はん華か街がいを何往復かしただけでここまで疲れるとは……。

　ブティックは最終的に八件回った。

　さらにその合間にも様々なことをした。

　ボーリング。

　カラオケ。

　繁華街屋台巡めぐり。

　ラーメン大食いチャレンジ。

　ブレンドコーヒー試飲会。

　ビーズアクセサリー製作体験教室。

　エトセトラまだまだほかエトセトラにもたくさん。

　肉体的にもそうだが、精神的にも疲労した。

　特にボウリング。

　球を投げる度たびに天華の下着が見えそうになるのだ。

　いくら注意しても直らず、ギャラリーの視線からガードするのが大変だった。

『──ウヒヒヒ、随ずい分ぶんと振ふり回されたな』

（このまま倒たおれそうだ）

　振り回されすぎて、当初の目的を忘れそうになった。

　だが、肝かん心じんのそちらも収しゆう穫かくはない。

　向こうに何かしらの意図があるなら、途と中ちゆうで何か仕し掛かけてくると思ったんだが……。

「美お味いし～」

　天華は注文したパフェをぱくぱく食べている。

　散々人を振り回しておいて……

　コイツはいったい何がしたいんだ。

　どうすればそれが分かる。

「……」

　俺は注文したコーヒーを啜すする。

　この島のコーヒーはどこも微び妙みような味だ。

「次はどこ行くー？」

「もうすぐ夜時間だ。諦あきらめろ」

「えー」

　天華は頰を膨らます。

　まだ遊び足りないとは恐おそれ入った。

　……いや、そうじゃない。

「天華。お前は何がしたいんだ？」

「はぇ？」

　パフェを頰張りながら、天華は小首を傾かしげる。

「わざわざ俺を連れ回した目的は何だ？」

「だから、デートだってば」

「冗じよう談だんはよせ」

「冗談じゃないよー」

「このっ……」

　苛いら立だちのまま怒ど鳴なりかけ、思い留とどまる。

　ここで声を荒あららげても何にもならない。

　コイツの腹を探さぐるならば……。

「なら、何で俺とデートがしたかったんだ？」

「んー？」

　天華はふと顔を上げる。

　この質問は予想外だったのだろうか。

「……あはっ」

　数秒間を置いて、天華はまた笑顔に戻もどる。

「そんなのおにーちゃんとデートしたかったからに決まってるでしょー」

　……。

　……。

（おい、バロール）

『──んん？』

（コイツの意図がまったく分からん）

『──それを俺サマに訊きくなよ』

　それもそうだが……まあいい。

　こうなったら少し、こちらから踏ふみ込むとしよう。

「天華。ひとつ訊きたいことがある」

「何ー？」

「お前は『唯ゆい一いつ神しん』になって何をするつもりだ？」

「んー？」

　天華は俺の問いにもパフェを食べる手を止めない。

　彼女はスプーンを口に咥くわえたまま。

「別に、何にも」

「とぼけるな」

「とぼけてないよー」

「ならなぜ『唯一神』の座を求める？」

「あたし、そんなこと言ったっけ？」

「何を今いま更さら。神話代理戦争に参加している時点で、神おま々えらの目的は明確だろう」

「それは誤解だよー」

「何？」

「だって、あたしは『唯一神』になれないもん」

「……!?」

　俺は目を見開く。

「どういう意味だ……？」

「ゼあウたスしは『唯一神』になる権利を放ほう棄きする。それが、あたしが監かん督とく者しやになる時に吞のんだ条件だもん」

「……」

　確かに、最初から引っかかってはいた。

　監督者という役職は、あまりに優位に過ぎると。

　天華ゼウスが監督者である限り、ギリシャ陣じん営えいはやりたい放題。

　事実、彼女はその立場を利用して様々な策さく謀ぼうを巡らせている。

　なぜ他ほかの七大神話の連中はそんなことを許しているのか？

　だが、今の天華のセリフで謎なぞが解けた。

　監督者となる代だい償しようが『唯一神』の座の放棄なら釣つり合いが取れる。

　言うまでもなくゼウスはギリシャ神話の最高戦力。

　それを戦わずして戦争から排はい除じよできるメリットは大きい。

　その上、神話代理戦争のルールは穴だらけだ。

　監ゼ督ウ者スの目を盗ぬすめば、どうとでもルール違い反はんは犯おかせる。

　むしろ、そのためにルールに欠けつ陥かんを残しておいたのか。

「……」

　しかし、そうなるとまた別の疑問が湧わく。

　いや、最初の疑問がより大きくなると言うべきか。

　ゼウスの目的。

　その行方ゆくえが余計に分からなくなった。

　コイツは『唯一神』になる気がない？

　だが、それなら俺との秘密同盟は何なんだ？

　これまでの行動を見るに、どう考えてもコイツは神話代理戦争を勝とうとしている。

　自身が『唯一神』にならずとも、ギリシャ陣営の誰だれかが『唯一神』になればそれでいいのか？

　ゼウスとはそんな謙けん虚きよな神だったか？

「……」

　答えは分からない。

　何がしたい？

　何をしようとしている？

『もうすぐ夜時間です。生徒は寮りように帰りましょう』

　拡声器のアナウンスが聞こえる。

　パフェを食べ終えた天華が立ち上がる。

「それじゃねっ、雷火くん。また明日！」

「あ、おい待て」

　天華は俺の制止を無視して、さっさといなくなってしまった。

「……はあ～」

　俺は引き攣つる頰ほおを押さえ、ため息をつく。

　最後に微妙な味のコーヒーを飲み干し、席を立った。

　俺も寮へと帰る。

『──結局何にも分からなかったなァ』

（……いいや）

　確かに具体的なことは何も分からなかった。

　だが、奴やつの目的が「『唯一神』になりたい」という単純な物ではないことは分かった。

　奴にはやはり裏がある。

　その確かく認にんが取れただけでも収穫はあった。

「……」

　戦いはすでに後半戦。

　この先は寸分の違ちがいが勝敗を分ける。

　俺はそれに、必ず勝たなければならない。

　神に奪うばわれた妹を奪とり返す。

　そのために生きてきた。

　そのために力をつけた。

　そのために戦ってきた。

　そのために……レオンを殺した。

「レオン……」

　彼の名前を口にすると、胸の奥がズキリと痛んだ。

　彼を殺して無様に生き延びて。

　そこまでして本ほん懐かいを遂とげられないなどあり得ない。

　あってはならない。

　必ず妹を奪とり返さなければならない。

　でなければ、彼はなぜ死んだ？

　なぜ俺が生き残った。

　報むくいなければならない。

　報われなければならない。

　そうするために、俺は彼に命を託たくされたのだから。
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　南寮。自室。

　ドアを開けると、姫子が俺の胸に飛び込んできた。

「おかえり、雷火」

「……ただいま」

　姫子の熱ねつ烈れつな出で迎むかえに少し面めん喰くらいながら応じる。

「とりあえず、部屋に戻ってくれ」

　俺は誰かに見み咎とがめられないように彼女を部屋の中へ戻す。

　後ろ手に扉とびらを閉め、俺は彼女を上から下まで眺ながめる。

　で、嘆たん息そくする。

「今朝からそのままの格好でいたのか？」

「うん？」

　姫子は小首を傾げる。

　彼女はワイシャツ一枚だった。

　下着すら穿はいていない。

「デニムと羽織る物くらいなら用意しておいたはずなんだが……」

「あの畳たたんであったヤツ？　でも下着ないとゴワゴワするし」

「……あとでマリアに下着を用意してもらおう」

　下着の件は失念していた。

　いや、病院を出る辺りまでは覚えていたのだが、天華に振ふり回される内にスッカリ忘れていた。

「ていうか、雷火帰ってくるの遅おそいよ」

「そうか？」

　確かに予定より帰るのがだいぶ遅おくれてしまった。

「遅い」

　姫子は怒おこったように頰を膨ふくらませる。

　その仕草はまるでリスのようだ。

「すまない」

「んーん、いいよ」

　素す直なおに謝ると、姫子はあっさりと許してくれた。

　すでに微笑ほほえみも浮うかべている。

「ああ……」

　その変わり身の早さに、俺は逆に不安を覚える。

「とりあえず、食べ物の方は買ってきた」

　俺は買ってきたパンやサラダの入った袋ふくろを手て渡わたす。

　だが姫子はそれを受け取らず、

「食べさせて」

　と、俺にせがんだ。

「……」

　俺は反射的に出そうになった言葉を吞み込む。

　彼女は魔ま眼がんの支配下にある。

　俺が望みを口にすれば、その通りにするだろう。

　それが彼女自身の望みでもある。

　自分で食えと言えば、おとなしく従うだろう。

　俺が彼女の全すべてを決める。

　そういう契けい約やくだ。

　その契約で、彼女は生きていてくれている。

　最愛の姉を亡なくしたのに。

　姫子が今も生きているのは、俺の責任だ。

　俺が望んだ。

　俺の弱さが、彼女を無理やり生き存ながらえさせた。

　だからこそ、彼女には己おのれの願望がない。

　彼女は自分で自分を生かしたいと思っていない。

　先さき程ほどの怒ったような表情も、あるいはただのフリかもしれない。

　だから簡単に許したのかもしれない。

　本気ではないから。

　彼女が本気になることなど、もうこの世にはないから。

　それなら、むしろ俺の方こそ彼女の望みを全て叶かなえるべきだろう。

　彼女が口にしたどんな些さ細さいなお願いでも。

　それがほんの少しでも彼女自身の願望や欲よく望ぼうなら。

　それを叶えることで、少しでも彼女がこの世に執しゆう着ちやくを見せてくれるなら。

　俺は何でも姫子の言う通りにする。

　ただしそれは贖しよく罪ざいですらなく。

　結局はただの、俺の我わが儘ままだ。

「テーブルのところで待っていてくれ」

「うん」

　俺は食器を用意し、姫子の待つテーブルへ向かう。

　カーペットの上に腰こしを下ろし、買ってきたパンとサラダを袋から出す。

「ドレッシングはいるか？」

「いる。変なこと聞くね」

「俺はあまりかけないから」

「へぇー、素材の味をそのまま派？」

「こういうのは味が濃こくてな」

「コーヒー好きなのに？」

「あれとはまた違う」

「そうなんだ」

　軽い会話をしながら、サラダとドレッシングを混ぜ終える。

「あーん」

　姫子は躊躇ためらいもなく口を開ける。

　小さな口の奥に白い歯並びが見える。

　俺は彼女の口に入るように、フォークで少しずつサラダを運ぶ。

　こんなに小さな口で、スサノオはどうやってあんな量のご飯を食べていたんだ？

「ん」

　姫子が口を閉じると、俺はやさしくフォークを引き抜ぬく。

　彼女の唇くちびるから、つるっ、とフォークが出る時が、やけに艶なまめかしかった。

『──ヒナに餌えさやってるみたいだな』

（そうだな）

『──ウヒヒヒ、だが意外とエロいな。格好も相まって』

（くたばれ）

　せめてデニムくらいは穿いてくれと先に頼たのむべきだったか……。

「ん」

　姫子がまた口を開ける。

　俺は無心で彼女の口にサラダを運ぶ。

　と。

「あっ」

　姫子の口からドレッシングがこぼれる。

　ちょうど彼女の開いた胸むな元もとの辺りに。

「……」

「……」

　目が合う。

　そして。

「拭ふいて、くれる？」

　姫子は上うわ目め遣づかい気味に言ってきた。

「……」

　嫌いやな予感はしたが、案の定だ。

　とはいえ、どうしようもない。

　俺は諦あきらめてティッシュに手を伸のばす。

「拭くぞ」

「ん……」

　少し谷間にまで垂れたドレッシングをティッシュで拭く。

　胸がやわらかいせいで若じやつ干かん拭きにくい。

「あっ！」

　途と中ちゆうで力加減を誤り、姫子が身を捩よじらせる。

「悪い。痛かったか？」

「ううん」

　姫子は小さく首を横に振る。

『──ウヒヒヒ』

　バロールが頭の中でうるさい。

　俺はそれを我が慢まんしながら、拭き取り終えたティッシュを捨てる。

　その時。

「雷火、先せん輩ぱい？」

「……！」

　振り返ると、そこにマリアとシャロ先輩がいた。

「えっと……ふたりで何してるの？」

　シャロ先輩がオロオロとした表情で尋たずねてくる。

　ドレッシングの色は白っぽかった。
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　ティッシュで拭いていたのは胸の谷間。

　何かを激しく勘かん違ちがいされている気がする。

　さて……どうするか？

　……

　……

　まあ、正直に答えるしかない。

「姫子が食べさせて欲しいと言うからサラダを食べさせていた」

「……胸を触さわっていたようでしたが」

「ドレッシングをこぼしたから拭いただけだ」

「……」

「……」

　ふたりとも釈しやく然ぜんとしない顔になる。

　誤解はまだ解けていないか。

　何とも言えない空気。

　と、そこで。

「雷火ー……」

　姫子が小声で俺に身を寄せてくる。

　シャロ先輩やマリアから隠かくれているようだ。

「何して……っ！」

　マリアが怒ど鳴なりかけて、途中で思い留とどまる。

　彼女も姫子の事情を承知している。

　腹は立っても、怒おこるに怒れないのだろう。

　それはシャロ先輩も同じだ。

「……まあ、ふたりとも座っ」

　俺がそう言いかけた時。

「あら、皆みんなもう来てたのね」

　さらなる来客の声が聞こえてきた。

　マリアとシャロ先輩以外に、俺の部屋に来るのはもうひとりしかいない。

　涙々フレイヤだ。

「……！」

「……！」

　途と端たんに、場の空気が張り詰つめる。

　特にマリアは、

「よくも顔を出せたものですね……！」

　と、怒いかりも露あらわに涙々に食ってかかる。

　その眼まな差ざしは、今にも彼女を殺しかねないほどのものだった。

　一方の涙々は、

「えー、だって夜は雷火の部屋に集合でしょ？」

　と、マリアの言を軽く受け流す。

　それは挑ちよう発はつとかではなくて。

　単に、気にしていないだけだった。

「貴女あなたは……ッ！」

　それがマリアの逆げき鱗りんに触ふれた。

　彼女が本当に涙々に飛びかかる前に。

「待て。マリア」

　俺は制止の声を出す。

「ですがっ、雷火先輩！」

「落ち着け」

　俺は言葉少なにマリアを止める。

「……ッ」

　マリアは納なつ得とくのいかない顔のまま身構えを解いた。

「涙々」

　俺は冷たい視線で涙々に視線をやる。

「今日は授業を休んだな。何をしていた？」

　俺の質問に、涙々は。

「別にー、昨日のことを思い出すと体が火ほ照てっちゃって。サボッちゃった」

「……」

　サボッて何をしていたのか訊きく気が起きない。

　マリアとの衝しよう突とつが教室で起こらなくてよかったと考えるべきか。

　その時、ふと涙々が俺の背に隠れていた姫子の顔を覗のぞき込む。

「へぇー、それがあのスサノオ？　かわいくなっちゃって」

「ヒッ！」

　こちらに近づいてくる涙々に、姫子が小さく悲鳴を上げる。

「止まれ」

「えー、頭くらい撫なでてもよくない？」

「やめろ」

「はーい」

「……」

　俺とレオンを同士討うちするように仕向けておきながら。

　涙々の態度には良心の呵か責しやくなど微み塵じんも感じられない。

　いや、そもそも神に人としての良心などあるものか。

　あれはフレイヤという神クズの性さがが引き起こしたことだ。

　より良き男を。

　英えい雄ゆうを求める女の性さが。

　そこに悪意も善意もない。

　神はただ「そうである」存在でしかないのだ。

「みんなに渡わたしておく物がある」

　俺は話を変える。

「島内で使える無線機だ。今後はこれで連れん絡らくを取り合う」

　そう言って俺は無線機のマイクとイヤホンを全員に手渡す。

　ひと通り使い方を教え、明日から常に身につけておくように指示する。

「へぇー、こんな便利な物どこから持ってきたの？」

「今朝届いた教会からの荷物に紛まぎれ込ませた」

　涙々の質問に、俺は噓うそをつく。

　俺と匣ノ木の繫つながりはマリア以外に明かすつもりはない。

「ふーん、ありがとっ」

　涙々は意味深に呟つぶやく。

「……」

　ゼウス同様、涙々コイツ相手にどこまで隠せるか。

　あまり楽観視はできないようだ。

「これでいつでも雷火の声が聞けるのかしら？」

　イヤホンを耳につけ、涙々は尋ねてくる。

「必要な時以外は使うな」

「えー、なんなら私の〝夜の声〟だって聞かせてあげるわよ？」

　涙々はイタズラっぽく冗じよう談だんを吐ぬかす。

「……」

　ああ、クソ。

　マリアを止めたはいいものの。

　今度は自分自身を宥なだめなければならない。

　涙々の言動に、簡単に殺意が湧わいてしまう。

　感情の制せい御ぎよが上う手まくいっていない……。

　俺は気持ちを落ち着けるために缶かんコーヒーを取りに行く。

「……チッ」

　ミニ冷蔵庫の中身は空っぽだった。

　こんな時に備び蓄ちくを切らしているとは……。

「コーヒーを買ってくる」

「あ、雷火……」

「すまない。すぐ戻もどる」

　不安げな姫子に謝り、俺は部屋を出る。

　誰だれもいない廊ろう下かでひとまず深呼吸をした。

「……」

　まだ少し動どう悸きが速かったが、俺は早足で缶コーヒーを買いにいく。

　あまり姫子を放置するわけにもいかない。

　寮りようの自じ販はん機きは各階の奥まった場所にある。

　俺は目当ての銘めい柄がらがある自販機にクレジットを読み込ませ、何度かボタンを押す。

　自販機からガシャンッと音がする。

　俺は４、５本缶コーヒーを買って、すぐに部屋に戻ろうとした。

　そこで声をかけられる。

「はーい、雷火」

「涙々フレイヤ……」

　そこにいたのは涙々だった。

　部屋から俺を追いかけてきたらしい。

「何で部屋の外にいる？　見つかったらどうする」

　寮の自販機コーナーは凹おう状じようになった場所にあるので、いちおう廊下からは死角になっている。

　だが、誰かくればすぐ見つかる。

　男子部屋側に女子がいたら騒さわぎになってしまう。

「大だい丈じよう夫ぶよ。誰かに見つかったら魔ま術じゆつで記き憶おくを操あやつるから」

　涙々は当たり前のように言う。

「キサマ……ッ！」

　ついカッとなり、俺は思わず彼女の胸むな倉ぐらを摑つかんで自販機に叩たたきつけた。

『──おっ、雷火にしては珍めずらしいな』

（……うるさい）

　確かに、いつもより沸ふつ点てんが低くなっている。

　こんなに容た易やすく激げつ昂こうするなんて……。

「フフッ」

　一方、涙々は余よ裕ゆうの表情だ。

　彼女は微笑ほほえみすら浮うかべて。

「なぁに、この前の続き、する？」

　そう言って、涙々は俺の手を自分の細い首へと誘さそった。

　この前の続き。

　彼女を絞しめ殺そうとして、果たせなかったこと。

　それを、今ここで果たしてみるかと、彼女は笑う。

「いいわよ。雷火がやりたいなら、魔ま眼がんで殺されるよりは気持ちいいもの」

「……黙だまれ」

　涙々の本気の戯たわ言ごとを、俺は止めようとする。

　だが、命令に力が入っていなかったのか、彼女は黙らない。

「この前だって止やめなくてもよかったのに」

「……うるさい」

「雷火に絞められて、私とっても気持ちよかったのよ」

「……やめろ」

　手に力が入りそうになる。

　それを全力で止めていると、涙々が小首を傾かしげる。

「そんなに鹿金涙々この体が大事？」

「お前に何が……」

「雷火って本当にフェミニストよねぇ」

　涙々は嗤わらう。

　厭いやらしく。

　残ざん忍にんに。

　そして、言う。

「だって一度も話したことのない女の子のことが、そんなに大事なんだもの」

「───」

　息が止まった。

　声も失う。

　だってそれは。

　涙々フレイヤのセリフが示す意味は──

「私は雷火と出会った時からずっと私フレイヤよ」

「───」

「ねぇ、雷火」

　ヤメロ。

　聞きたくない。

「本当はもっと前に、このことを確かめる機会はあったわよね」

　フレイヤを支配した時。

　その翌日の屋上。

　俺の部屋で看病をした時。

　プールで。

　公園で。

　いくらでも、いつでも機会はあった。

　俺が友達と思っていた鹿金涙々の中身は。

　はたして人間だったのか神だったのか。

　確かめることは何度だってできた。

　けどしなかった。

　確かく認にんを避さけた。

　なぜなら認めたくなかったから。

　神に、友情を感じていたなどと……！

　断じて、認められない。

　しかし。

　コイツが最初からフレイヤ神だったなら。

　神を殺すことを俺は躊ちゆう躇ちよしていたか？

　レオンのように、友達を殺すことを躊躇ためらったか？

　いや……違ちがう。

　いつの間にか論点がズレている。

「お前がいつからフレイヤだろうが、俺の選せん択たくは変わらない」

「へぇー」

「お前を殺せば、罪のない鹿金涙々も死ぬ。だから今は殺さない」

　彼女の中身が何であるかなど関係ない。

　肉体を殺してしまえば、鹿金涙々を助けることができなくなってしまうのだから。

「ふーん、そう」

　俺の反論に、涙々は興味なさそうに呟く。

「……」

　中身は関係ない。

　選択は変わらない。

　確かにそうだろう。

　実際、そうするだろう。

　だが……俺が彼女がいつからフレイヤだったのか、それを確かめなかった事実も消えてなくならない。

　そこから目を背そむけていたのは、俺の心の弱さが原因だ。

　無意識の内に蓋ふたをしていた。

　見たくない物を見ようとしなかった。

　俺は……。

「雷火先せん輩ぱい！」

　その時、俺たちの間に誰かの声が割って入った。

「マリア」

「あっ、マリアっちだ」

「……!?」

　マリアは涙々の首に手をかける俺を見て顔を蒼あおくする。

「何してるんですかふたりとも!?」

「……何でもない」

　俺は涙々の首から手を離はなす。

　彼女の方も特にマリアの問いには答えず。

「じゃっ、私はそろそろ部屋に戻るわね」

　涙々はマリアの横を通り過ぎ、さっさと自販機コーナーからいなくなった。

　あとには俺とマリアが取り残される。

「雷火先輩……あの」

「アイツの悪ふざけだ。気にするな」

「はい。でも……」

　マリアはまだ何か言いたそうにしている。

　けれど彼女は、それを胸の奥にしまい込むように微笑んで。

「私にできることがあったら何でも言ってください。雷火先輩のためなら、私、何でもできますから」

「……ああ、頼たよりにしている」

　マリアの精いっぱいの気き遣づかいに、俺はやっと少しだけ心が軽くなる。

　今の彼女のセリフは、なんだか昔を思い出す。

　それはこの島へ来る前の話。

　彼女と出会った場所──教会での記憶。








第二章　雷らい火かの誓ちかい、マリアの誓い
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　今日は神経系の支配下接続術式の訓練だった。

　人間の脳が持つリミッター。

　自らの肉体を守るための枷かせ。

　それは必要な物だが。

　人の身で神を殺すには邪じや魔まな機能だ。

　だが完全に取り外してしまうのも不具合がある。

　ゆえに必要なのはリミッターのオンオフ機能。

　それに加えて。

　有意識下における全身のメディカルチェック。

　痛覚遮しや断だん。

　血管の拡張による運動機能向上。

　血管の収縮による止血。

　神経パルスの伝達速度上じよう昇しよう。

　反射運動機能の拡張。

　ほかにもまだまだある。

　俺が目指す処ところへ到いたるには、それら全すべてを身につける必要がある。

　そのためにやらなければならないのは。

　己おのれの肉体の完全制せい御ぎよ。

　人は思いの外、己の体を自由に動かすことができない。

　スポーツ選手が反復練習を行うのは、己のイメージ通りに体を動かせるようになるためだ。

　異い端たん審しん問もん官かんの最上位──神しん罰ばつ者に求められるのはそれよりも遥はるか彼方かなたの地平。

　手足はおろか、爪つめの先、血管、神経、脳に到るまで己の思い通りに動かす。

　そうでなければならない。

　しかし、俺たちに与あたえられた時間は有限だ。

　肉体の制御など、神罰者にとっては初歩の初歩。

　スタート地点に立つ必要最低限の資格に過ぎない。

　スポーツ選手は何年、あるいは十年以上かけて己の体を作り上げる。

　だが俺たちはそんなに時間はかけられない。

　ならば、どうするか？

　決まっている。

　反則チート技わざを使うしかない。




「アアアアアア!!」




　悲鳴が喉のどから溢あふれる。

　自分の意思では止められない。

「アッガ、アガアアアア!!」

　全身が痙けい攣れんする。

　痛い。

　イタい。

　イタイ。

「ギャアアガガガッッッ、、、!!」

　神経が焼ける。

　文字通り、焼けていた。

　正確には、焼かれていた。

　俺をベッドに拘こう束そくし、取り囲む手術衣の大人たち。

　教会の暗部。

　神罰者を育成する彼らによって。

　神経系の支配下接続術式。

　端たん的てきに言ってしまえば、全身の神経系の改造手術だ。

　術式を埋うめ込み、神経系を再構築。

　有意識下の完全制御下に置く。

　普ふ通つうの人間が長い年月をかけて行う肉体鍛たん錬れんの極きよく致ち。

　それをわずか数十回の手術で完かん了りようさせる。

　破格の時間効率。

　その代だい償しようが、この激痛だ。

「ギィッ、、、ア……ギャアアアアアア!!」

　剝むき出しの神経を一ミリずつライターで炙あぶられているに等しい行こう為い。

　残った左の眼球がひっくり返って前が見えない。

　拘束ベルトの下で全身がエビ反っている。

　涙なみだと汗あせが止め処どなく溢れる。

　情けない悲鳴も止まらない。

　気絶と覚かく醒せいがまばたきの間に繰くり返される。

「ダズゲで」

　赦ゆるしを請こう。

　俺が望み、臨のぞんだことなのに。

　あまりの激痛に、気がつけば命いのち乞ごいをしていた。

　この状じよう況きようから抜ぬけ出せるなら何でもする。

　そう思った。

　しかし。

「……」

「……」

「……」

　返ってきたのは無言。

　６歳の子供の絶ぜつ叫きように、誰だれも耳を貸さない。

　彼らは淡たん々たんと作業を続ける。

「アアアッー!!　アギッギィアアアア!!」

　逃にげられないことを悟さとり、俺はまた悲鳴を上げる。

　今回で五回目となるこの術式。

　終しゆう了りよう予定時間は十五時間と聞かされていた。

　この部屋には、俺の視界に自然と入るように時計タイマーが置かれている。

　そこに示された残り時間は、あと十四時間五十八分。

「えゲァッッっオギぃ、、」

　始まってからまだ二分。

　それしか経たっていない。

　その事実に、気が狂くるいそうになる。

　これならまだ時計などない方が有あり難がたかっただろう。

　そして、大人たちはそれを分かった上で時計を置いている。

　気が狂うなら、所しよ詮せんはそれまで。

　この程度のことに耐たえきれないなら不必要。

　彼らは本気でそう考えている。

　だからこそ気遣いもない。

　俺が壊こわれたところで、次を試ためせばいいと思っている。

　それがダメならまた次。次。次。

　なんだったら、彼らにはこの術式を成功させる気がない。

　失敗して当然。

　狂って当然。

　死んで当然。

　そのつもりで次々と被俺験た体ちを壊し続けている。

　彼らが求めているのは当然の結果ではない。

　必然を超こえた先にある奇き蹟せきの産物だ。

　奇蹟でも起こさなければ人間は神に勝てない。

　だからこそ奇蹟が起きるまで繰り返す。

　何度も壊して。壊して。壊して。

　偶ぐう然ぜんの、奇蹟の、壊れなかった結果が出るまで続ける。

「アッ、、、、あァ、、、、、、、、」

　頭が割れるように痛い。

　壊れてしまいそうだ。

　俺が壊れても彼らは一向に構わない。

　俺はそのまま廃はい棄きされ、それで終わりだ。

　何も成なせず。

　何も実らず。

　ただ終わる。

　あぁ……。

　それはまるで天国だ。

　この痛苦が終わるなんて。

　とてつもなく魅み力りよく的な──

「──ッ」

　妹のことを思い出す。

　神に奪うばわれた妹のことを。

　そうだ。

　忘れるな。

　大切なものを奪とり返すため。

　そのために俺は教会の門を叩たたいたんだ。

　諦あきらめる選せん択たく肢しはとうの昔に捨ててきた。

　悲鳴を上げてもいい。

　泣いてもいい。

　赦しを請うてもいい。

　だが、たとえどんなに無様を晒さらしても。

　この意志だけは折ってはならない。

　こんな痛み、すでに五度も乗り越こえてきた。

　今度も耐えきるだけだ。

「ギィヤアアアアア!!」

　絶叫が自分の口から吐はき出される。

　しかし、心が折れない限り、それは敗北ではない。

　そうして俺は残る十四時間五十五分の地じ獄ごくを耐えきった。




　　　　２




　神経系の支配下接続術式は週に一、二回と間かん隔かくを置いて行われた。

　この術式が終わるまで実戦的な戦せん闘とう訓練は行われない。

　もちろん肉体鍛錬のような基き礎そ訓練は行われたが。

　手術の合間は主に座学に割り当てられた。

　学習内容は主に二系統。

　ひとつは異い端たんの神々に関する知識。

　マヤ・アステカ神話。

　日本神話。

　インド神話。

　エジプト神話。

　ギリシャ神話。

　北ほく欧おう神話。

　ケルト神話。

　各神話に関する書物は何でも詰つめ込んだ。

　もうひとつは戦闘訓練に入る前の基礎知識。

　格かく闘とう術。

　武器術。

　拷ごう問もん術。

　暗殺術。

　異端殺し。

　先人が積み上げてきた技術と歴史を系統に分けて教えられた。

　ここまでがいわば正式訓練に入る前段階。

　この前段階の時点で、俺の同期はいなくなった。

　逃げたか。

　狂ったか。

　あるいは死んだか。

　……あまり記き憶おくに残っていない。

　なにしろ肉体鍛錬の間も座学の間も、接続術式の後こう遺い症しようがヒドかったから。

　全身は常に痛み、ロクな睡すい眠みんを取れた覚えがない。

　意識は朦もう朧ろうとしたまま、大量の知識を学ばなければならなかった。

　ただ自分の目の前のことをやるので精いっぱいだった。

　最初は座学の教室に十人くらいはいたと思う。

　それが接続術式が完かん了りようするまでに、みんな消えた。

　お互たがいに、名前すら聞いていなかった。

　顔すらももはや朧おぼろ気げだ。

　いや、最初から覚えていなかったのか……。

　ともかく。

　数十回の手術を終えたのは、俺が教会の門を叩いてから十ヶ月後。

　そこでようやく俺は正式な訓練を受ける資格を得た。

　だがこれはあくまでスタートライン。

　死しに物もの狂ぐるいで手に入れた片道切きつ符ぷだ。

　それからまた準備に数週間。

　俺はその片道切符で、教会の日本支部からバチカンへと旅立った。

　本物の訓地練獄が始まる、その地へと。







　バチカン市国。聖庁。

　今は真聖教会と名乗る世界最大宗教の総本山。

　俺はそこへ連れて行かれた。

　正確には、連れて行く、と言われ、目め隠かくしをして車に乗せられた。

　はじめて来る外国の地理など分かるはずもなく、何も見えないのでは本当はどこへ向かうのか知る術すべなど皆かい無む。

「……」

　ただそのことに別段恐きよう怖ふは覚えなかった。

　教会を信しん頼らいしているわけではない。

　単にそういう感情が麻ま痺ひしていただけだ。

　やがて車を降ろされる。

　それからだいぶ歩かされた。

　階段を何度も上り下りして、やっと目隠しをはずされる。

　そこは窓のない部屋の中だった。

　ここは地上なのか？

　それとも地下なのか？

　そんなことすら分からない。

　そこに俺を含ふくめた子供たちが何十人か集められていた。

　全員の年ねん齢れいも国こく籍せきもバラバラ。

　ただ年上の者が多く、俺は最年少のようだった。

　そのためか少し視線を感じる。

「……」

　どうでもいい。

　本当は周囲の人間も、どうでもいいと思っているだろう。

　理由は、眼め。

　この場にいる子供たちの唯ゆい一いつの共通点が、その眼だ。

　希望を失い。

　絶望を通り過ぎ。

　怒いかりも悲しみも何もかもグチュグチュに混ざり合った。

　そんなどうしようもなく光を失った瞳ひとみ。

　昏くらい瞳。

　たぶん、俺も同じだ。

　眼帯に隠かくされた右の眼がん窩かと同じく。

　残された俺の左目も、真っ暗な虚うろのような色をしているに違ちがいない。

　これまでのおよそ一年間、俺たちは地獄を見てきた。

　神話戦争。

　日常の崩ほう壊かい。

　夥おびただしい死と死と死。

　おそらくここにいる多くが、何もかも喪うしなってきた。

　残されたのはただひとつの感情。

　神への憎ぞう悪お。

　それがなければ、とてもこの一年を耐たえられなかっただろう。

　俺にはそれに加え妹を奪とり返す目的があるが。

　基本的には彼らと変わらない。

　神への憎にくしみを原動力に今日まで生き延びた。

　さらに求めるのは神に復ふく讐しゆうする力を得ること。

　それが得られると思い、ここまで来たのだ。

　と。




　コッコッコッ




「！」

　硬かたい足音が扉とびらの奥から聞こえ、俄にわかに室内の緊きん張ちようが高まる。

　全員の視線は自然とそちらへ。

　誰だれが現れるのか？

　扉が開く。

　同時に。

　何かが一いち陣じんの風となって吹ふき込んできた。

「!?」

　咄とつ嗟さに動体視力を極限まで高める。

　それでようやく相手が人間……の女だと分かり。

　次の瞬しゆん間かん、何か棒のような物で腹をひと突つきにされていた。

「グフッ!?」

　急所を的確に突かれ、その場で悶もん絶ぜつする。

　腹を押さえながら周囲を見み渡わたすと、誰もが似たような状態だった。

　そして、のたうち回る子供たちの群れの中に、金きん髪ぱつの女が立っていた。

　彼女は棒らしき物で肩かたを叩たたいていた。

　あれは……鞘さやに入った刀か？

　どうやら先さき程ほどはあの刀で鳩尾みぞおちを突かれたようだ。

「そこの奴やつ……」

　ふと女は刀でひとりの子供を指す。

「あとそこのとそこのと、それにそこの」

　女は次々と子供たちを選んでいき、

「君たちは帰っていいよ」

　と、アッサリと言った。

「なっ……!?」

　指名された少年が驚きよう愕がくする。

「なぜ、、、ですか……？」

　刀で打たれた箇か所しよが痛むらしく、少年は苦しそうに尋たずねる。

　女は刀で肩を叩きながら。

「だって見込みがないから」

「!?」

「私の奇き襲しゆうに何の反応もしなかったでしょ？」

　キッパリと、女は告げた。

「でも、それはいきなりで……」

「いきなりだから奇襲なんだよ」

　それに、と女はつけ加える。

「今回は初回サービスってことで、足音でどこから来るか教えてあげたんだよ？」

「……」

「何のためにツラい思いをして、頭のネジを飛ばす術式を入れたの？」

「……」

「見る、逃にげる、護まもる、抗あらがう、どれでもいい。即そく座ざに反応してリミッターをはずして、不ふ慮りよの事態に「何か」しようとするだけで合格だったのに」

「……しかし」

　散々に言い負かされても、少年はなおも食い下がる。

　それはそうだ。

　こんなところでＵターンするために、俺たちはここまで来たのではない。

　いきなり不合格と言われて、はいそうですか、と納なつ得とくできるわけないのだ。

　が。

「ウッさいなぁ。次は首ィ落とすか？」

　瞬間、女の目が鋭するどく細められ。

　その先の動きは俺の目では追えなかった。

　ただ結果だけを言うなら。

　件くだんの少年は首を落とされずに済んだ。

　女を止める者がいたからだ。

「やめろ」

　その男はいつの間にかそこにいた。

　男は女の手首を押さえていた。

　女の刀が少年の首を落とす寸前で。

「私の邪じや魔ましないでよね」

「そうはいかん」

　男女は睨にらみ合う。

　ふたりは知り合いのようだった。

「うっ、あ、、、」

　殺されかけた少年が尻しり餅もちをつく。

　彼の目は怯おびえていた。

　あれほど濃こかった憎悪を消し飛ばす恐怖。

　きっともうあの少年はこの部屋から出て行くだろう。

　彼は肉体的には死なずに済んだが。

　あの女が発した殺意に、彼は心を殺されてしまった。

「……」

　少年の様子を見て、男はため息をつく。

　それから女の手首を離はなした。

「……」

　女も、刀を納める。

　もう斬きるまでもないということだろう。

　と、そこで数人の大人が部屋に入ってきた。

「連れて行け」

　男が言うと、彼らは脱だつ落らくした子供たちを部屋の外へと運び始めた。

　その作業を横目に、女は俺たちに告げる。

「あー、けど残った君らも勘かん違ちがいしないよーに」

「……」

「私たちは君たちに期待してない」

「……」

「ここでの訓練は、今までの比じゃないから」

「……」

「十人いれば十人死ぬのが当たり前」

「……」

「百人いれば百人死んで、千人いても千人死ぬ」

「……」

「ただ一万人にひとりくらい残る奴がいる。私たちが用があるのはソイツだけ」

「……」

「さっき何人か帰したけど、今からでも帰りたい奴は言いな」

　最後通告。

「……」

　答える者は誰もいない。

「ここに残るなら、この場で命を捨てるつもりでね」

「……言われるまでもない」

　俺の命は妹を奪とり返すためにある。

　それが成せないなら、もうこの命に価値なんてない。

「───」

「……！」

　女と目と目が合う。

　かなり小さな独り言だったが聞かれたらしい。

　彼女はそこで、はじめて口の端はしを少しだけ吊つり上げた。

「では弟で子し諸君、今日から私のことは師し匠しようと呼ぶように」




　　　　３




　結論から言うと、この日の師匠の言葉には誇こ張ちようがあった。

　さすがに死亡率１００％の訓練などあり得ない。

「別に死んでもいい」と「最初から殺すつもり」の間には案外隔へだたりがある。

　それにここへ辿たどり着いた弟子たちは脳のリミッターをはずし、常人以上の身体能力を発揮できるのだ。

　実際の死亡率は三割ほどだった。

　さらに六割が訓練中に再起不能に。

　残りの一割はいつの間にか消えていた。

　その一割の内、何人が逃とう亡ぼうし、何人が本当に消えたのかは分からない。

　ともかく。

　俺はその師匠の下で学び、何とか生き延びた。

　そして、彼女と同じ神しん罰ばつ者しやの称しよう号ごうを得るに到いたるわけだが……。

　それはきっと、俺だけの力で得られた物ではなかった。

　マリア。

　俺のよき理解者にして、相棒。

　彼女との出会いがなかったら……どうなっていただろう。

　俺と彼女が偶ぐう然ぜん出会ったのは、12歳の時。

　俺が師匠の下についてから、約五年後のことだった。




　　　　４




「先の神話戦争において、異い端たんの神々は人間の肉体を利用した」

　師匠の声がする。

　だが姿は見えない。

「……」

　俺がいるのは狭せまい四角い部屋。

　遮しや蔽へい物ぶつは天てん井じようを支える石柱四本のみ。

　たったそれだけしか視界を遮さえぎる物はない。

　なのに、俺は同じ室内にいる師匠の姿を見失っていた。

「神が地上で人間の肉体を使うのは、おそらく神が霊れい的てきに高次の存在すぎるからだ」

　声だけが響ひびく。

「……っ」

　俺は声のした方向に視線を向けるが、やはり誰だれもいない。

　さっきからこの状じよう況きようが十分以上続いている。

「熾セ天ラ使フや智天使ケルビムといった霊的位階の高い天使は地上に干かん渉しようできない。その上の存在である神なら言わずもがな」

「だからこそ地上での活動には肉を纏まとう必要がある」

「ここで重要なのは、神は地上において人間という器うつわに入らざるを得ないという点」

「肉は魂たましいの軛くびき」

「いかに霊的に高次であっても、肉体の枷かせに嵌はまれば死を免まぬかれない」

「ゆえに対人を想定した戦せん闘とう術はある程度有効」

「人体の構造を理解し」

「人体が死亡に到る術理を学び」

「人体を破は壊かいすることが即すなわち中身神を壊こわすことにつながる」

「ただし過信は禁物」

「君らが斃たおす相手は人の形を借りた人でない者」

「人間大の極きよく致ち災害と戦うつもりでいること」

「そう、たとえば私みたいな──」

　その次の瞬しゆん間かん。

「!?」

　俺は全身を打ち据すえられ、息もできず倒たおれた。

「ッ……ッッ……」

　呼吸の自由が利きかない。

　だが意識だけは残っていた。

　そのため激痛から逃のがれられない。

「はい。今日もダメー。０点」

　倒れた俺の視界の端はしに、師匠の爪つま先さきが映る。

　あれだけ一方的に話しかけられて、ついに姿を捉とらえることもできなかった。

「雷火は本当にダメだね」

「……ぁ」

「五年かけてこれじゃ、先が思いやられるよ」

　師匠の容よう赦しやない言葉の数々。

「……ッ」

　それにまったく反論できず、ただ悔くやしさに歯は嚙がみする。

「立って」

　師匠に指示され、歯を食い縛しばって立ち上がる。

　三秒以内に立たなければ大体蹴けり起こされる。

　なんとか、今回は蹴られずに済んだ。

「よし、それじゃあ」

「！」

　と思ったら鳩尾みぞおちを蹴られた。

　この上なく全力で。

「……あぐっ、ぁ、、、」

　いつもの不意打ちだ。

　訓練中に限らず、ただ廊ろう下かを歩いている最中でも、彼女は時折弟子たちを襲おそう。

　そのせいで二度と立てなくなった者もいた。

　今も、寸前で腹筋を固めなければ内臓が潰つぶれていただろう。

「雷火はダメダメだけど、そういう勘だけは鋭するどいんだもんなー」

「……」

　師匠の残念そうな口くち振ぶりに、俺は閉口する。

　この人の場合、これで褒ほめているつもりなのだ。

　一いつ般ぱん社会では人格破は綻たん者しや一歩手前かもしれない。

　だが戦闘能力は神罰者の中でも随ずい一いち。

　であればこそ学ぶ意味がある。

「ほら、ほかの奴やつらも立て」

　師匠は部屋を見回しながら言う。

　彼女の言葉は、俺より先に倒れた弟子たちへ向けられたものだった。

　その数は二十人強。

　全員が、石ころのように転がっている。

　俺たち全員、刀も持っていない素す手での師匠に倒された。

　これだけいて、師匠に触ふれられた者すらいないのだ。

　俺もただ最後まで耐たえ続けただけ……石ころと変わらない。

　こんな俺に価値はない。

　むしろゴミに等しい。

　酸素を浪ろう費ひし、糞ふん尿にようを垂れ流す、ゴミ。

　いる意味がない。

　生きている意味がない。

　もっと強くならなければ。

　もっと強くならなければ。

　師匠に勝てるか、せめて同等の強さを手に入れなければ。

　神に復ふく讐しゆうするなど夢のまた夢。

　それはつまり妹を奪とり返すことなど不可能ということで。

　要するに、ゴミだ。

「立てっての」

　師匠はまだ起き上がらない弟子ひとりひとりを蹴り起こしていく。

　数分後。

「じゃあ、次の修しゆ行ぎようね」

　師匠は「訓練」より「修行」という言葉を好んで使った。

　日本のサムライが好きらしい。

　武器に刀を選んだのも同じ理由だとか。

「……次は何を？」

　弟子のひとりが質問する。

「外の連中が訓練に手て頃ごろな怨おん霊りようを捕つかまえてきてね」

　師し匠しようの言う外の連中とは、ここにいない異い端たん審しん問もん官かんたちのことだ。

　神話戦争の古戦場には、未いまだ神性現象と呼ばれる悪夢の残ざん滓しがわだかまっている。

　現在、その処理は聖餐管理機構エウカリステイアなる新興組織に権利が一任されている。

　しかし、世界につけられた傷きず跡あとはあまりに多い。

　特に多いのが、怨霊やアンデッドの増加だ。

　戦場に残る死者の怨念が残留霊れい素そを取り込み、怨霊やアンデッドと化す。

　それらは人間の生活圏けんに入り込み、また多くを殺す。

　その対応に聖餐管理機構エウカリステイアの手が追いつかない時、人々が頼たのみにするのが真聖教会だ。

　聖餐管理機構エウカリステイアが神話戦争に関する一いつ切さいの権利を持っていたとしても、教会には古くから積み重ねたノウハウがある。

　閑かん話わ休きゆう題だい。

　師匠は厳重に封ふう印いんされた匣はこを取り出した。

　先の話から、その匣に件くだんの怨霊が封じられているのだと全員が理解する。

「君ら全員でこの怨霊を斃しなさい」

　師匠はサラリと告げ、匣を床ゆかに置く。

　そして、彼女は部屋から出て行ってしまった。

　この実戦訓練に師匠は手を貸してくれない。

　ちなみに、彼女の言う「手頃な」というのは、弟で子しにとっては「死と隣となり合わせ」と同義だ。

　怨霊を斃せなければ、こちらが命を落とす。

　カチリ、と部屋の扉とびらから音がする。

　師匠が鍵かぎをかけたのだ。

　これで逃にげ道はなくなった。

　同時に、匣の封印がひとりでに解けていく。

「ッ！」

　溢あふれてくる気配は、やはり今の俺に対処できるレベルを遥はるかに超こえている。

　ここにいる全員が死力を振ふり絞しぼって、ようやく勝てる相手だ。

　それを師匠に徹てつ底てい的にしごかれた直後にやれと言う。

「……ッ！」

　上等だ。

　これで強くなれるなら、いくらでもやってやる。

　強く。

　強く。

　神を殺せるほどに、強く。

　弱い俺には今、強くなることだけが存在意義だ。

　必ず。

　必ず、妹を奪とり返せるまで強くなってやる。




　数時間後。




　俺は今日も治ち療りよう室に運ばれていた。

　ここへ来ない日はない。

　というか、師匠の弟子は毎日ここへ運ばれる。

　無論、生き延びた者は、だが。

「早く治してくれよ！」

　どこかから叫さけび声が聞こえる。

　俺たちはカーテンで仕切られたベッドに寝ねかされ、治療の順番を待っていた。

「……くっ」

　ベッドに寝かされながら、俺は顔を顰しかめる。

　左ひだり腕うでと右みぎ脚あしの骨が折れている。

　この程度は日常茶さ飯はん事じ。

　だが痛いものは痛い。

　治すなら早く治してくれと思う。

「痛いてェ！　まだか!?」

　……それにしても今日はやたらと怒ど鳴なり声がする。

　普ふ段だんは皆かい無むとは言わないがやけに多い。

　ケガなど皆みな慣れたものだ。

　わざわざ喚わめき散らすような奴はいない。

　せいぜい呻うめき声を漏もらすくらいだ。

　そりゃ人間なんだから我が慢まんの限界もあるだろうが……今日はどうしたんだ？

「お、お待たせしました」

　と思っていたら、ちょうどベッド脇わきのカーテンが開いた。

　入ってきたのは修道服を着たシスターと──同い年くらいの女の子。

　どうやら俺に声をかけてきたのは、その女の子の方らしい。

「……」

　ここへ来て五年になるが、同年代を見るのははじめてだった。

「それではマリア、もう一度やってみなさい」

「は、はいっ」

　シスターに声をかけられ、女の子──マリアは上うわ擦ずった声で答える。

　どうやら今日の治療は彼女がやるようだ。

「……！」

　ここは治療室だが、いわゆる普ふ通つうの医者はあまりいない。

　その代わりに治療を行うのが、『癒いやし』の奇き蹟せきを持つ聖女たちだ。

　人によって力の差はあるが、彼女たちにかかればケガもあっという間に治る。

　なのだが……。

「シスター。その子は？」

「研修中です」

　たまらず尋たずねた俺に、シスターは端たん的てきに答える。

　研修中ということはつまり、その女の子は『癒やし』の奇蹟を持つ聖女見習いなのだろう。

　確かにここは『癒やし』を行う実地訓練としては最適な場だ。

「で、では、お願いします」

　マリアはそう言って、俺の左腕に手をかざす。

　見るからに緊きん張ちようしていた。

　奇蹟の力も波のように不安定だ。

『癒やし』の効果が出たかと思えば引っ込み、強くなったと思ったら途と端たんに弱くなる。

「……」

　俺は先さき程ほどまでの怒ど号ごうの嵐あらしを思い出す。

　おそらく原因はこれだ。

　いつまで経たっても治らないし、見ていて不安になる。

　これでは怒鳴りたくもなるだろう。

　しかし。

「……」

　俺は必死な様子のマリアの横顔を見る。

　久しぶりに同年代の女の子を見たからだろうか。

　なんだかその姿が、消えてしまった妹の姿とダブッた。

「……」

　何か胸の内からフッと湧わき上がるものがあった。

　俺は軽く体を起こし、右手を彼女へ伸のばす。

「ヒッ！」

　それを見てマリアは怯おびえた声を上げた。

　殴なぐられるとでも思ったのかもしれない。

　俺はプルプルと震ふるえて瞼まぶたを閉じる彼女の頭を、そっと撫なでた。

「えっ……？」

　撫でられたことに驚おどろき、マリアは目を開ける。

　俺は安心させるために微笑ほほえもうとして、失敗した。

　笑い方を顔が忘れたようだった。

　仕方がないので、なるべくやさしく、

「ゆっくりでいい」

　と言って、またベッドに身を横たえた。

「……」
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「マリア」

「あっ、はっはい！」

　助手のシスターに促うながされて、マリアは慌あわてて治療を再開した。

　その後は、案外スムーズに治療は終わった。

「ありがとう」

「い、いえっ！」

　俺が礼を言うと、マリアはまた上擦った声で返事をする。

　彼女はまた隣となりの怪け我が人にんを治すため、シスターと移動していった。

　俺は治った左腕と右脚の具合を確かめる。

　綺き麗れいに治っていた。

　まるでいつもの大人の聖女が治療してくれたようだ。

　どうやらまだ慣れていないだけで、マリアの聖女としての素質はかなり高いらしい。

　俺はベッドから立ち上がり、今度は自室のベッドで眠ねむるために治療室をあとにした。
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　それがマリアとの最初の出会いだった。

　歳としが近かったためか、彼女はそれからもよく俺に話しかけてきた。

　俺も……その頃ころは無自覚だったが、彼女との時間を楽しみにしていた気がする。

　彼女と話している間は、ツラい訓練を一時忘れられた。

　それが精神的にどれだけ俺を助けてくれたことか。

　俺が最後まで心折らずにいられたのは、彼女のおかげかもしれない。

　だがそれに気がついたのはもっとずっと後だった。

　気づく余よ裕ゆうがなかったとも言う。

　その頃の俺は強くなること以外に興味がなかった。

　ただ強さだけを求める機械のようになっていたと思う。

　それ以外はゴミだと思っていた。

　日本の施し設せつで手術を受け始めた頃から、俺は少しずつおかしくなっていたのだ。

　隣りん人じんの喪そう失しつに無関心に。

　他人の痛みに鈍どん感かんに。

　自分の変質に無自覚に。

　力を。

　技わざを。

　強さを。

　それだけを求め、あとは何もいらないと思い込んでいたのだ。

　無論それは師し匠しようや教会側が、そうなるように仕向けていたのだろうが……。

　まあ、それは些さ細さいなことだ。

　人じん倫りんを彼ひ岸がんの彼方かなたに追いやって、はじめて得られる物もある。

　実際に、夥おびただしい犠ぎ牲せいの上に、俺は強くなれた。

　それをよかったとは言わないが……結果だけは得た。

　しかし、ずっとそのままだったなら、俺はどこかで心か体を壊こわしていただろう。

　なにしろ、その頃の俺は妹の名前も顔も思い出せなかったのだから。

　それは後にゼウスが記き憶おくを封ふうじていたからと分かるのだが。

　妹を奪とり返したいという強い執しゆう着ちやくだけが生きる目的だった。

　なのに、肝かん心じんの妹の存在を示す事こと柄がらが思い出せない。

　俺が日々の訓練にのめり込み、強くなることだけが重要だと思い込んでいたのは、逆に「妹」のことを考える余裕を持ちたくなかったからかもしれない。

　真しん剣けんに考えてしまえば、自分が何かおかしいことに気づいてしまう。

　それを無意識に避さけていたに違ちがいない。

　だが、当然その齟そ齬ごは心のバランスを危あやうくする。

　壊れかけの天てん秤びんをギリギリで支えてくれたのが、きっとマリアとの時間だった。







　その後、マリアは聖女として『祝福』の適性が著いちじるしく高いことが分かった。

『祝福』の奇蹟は神しん罰ばつ者しやと組むことでより高い効果を発揮する。

　そのため、彼女も途と中ちゆうから、神罰者とチームを組んで行動するため、俺たちと同じ訓練場に顔を出すようになった。

　基き礎そトレーニング。

　対人格かく闘とう術。

　対魔ま術じゆつ戦術。

　護身術。

　逃とう走そう術。

　隠おん密みつ術。

　兵法座学。

　魔術座学。

　さすがに師匠との組み手には参加しなかったが、怨おん霊りようやアンデッドとの実戦訓練には彼女も参加させられていた。

　彼女は魔術適性も高く、主にサポート面の魔術に秀ひいでていた。

　常にマリアの身の安全に気を配らなければならないものの、彼女と組んだ方が実戦訓練では安定した結果を残せた。

　ただ……俺は少しばかりマリアと仲よくしすぎた。

　時にあからさまに、彼女は他人より俺を優先して援えん護ごをするようになっていったのだ。

　周りから何度かそのことは指し摘てきされた。

　だがマリアはその態度を改めることは終ついぞなかった。

　実際、俺と組んだ方が彼女がより高いパフォーマンスを発揮することもあり、徐じよ々じよにそれも黙もく認にんされていった。

　この頃にはもう残った弟で子しも少なくなっていた。

　俺を含ふくめても２、３人。

　人数が曖あい昧まいなのは、すでに各おの々おのの適性に合った特化訓練の時期に入っていたからだ。

　たとえば、俺の場合は魔術に関する適性がほとんどなかった。

　その代わり、銃じゆうとの相あい性しようがよかった。

　なので、この頃から俺は師匠のほかに、銃専門の教官からも訓練を受けていたのだ。

　その訓練にもマリアは必ずついてきた。

　おそらく、師匠も他ほかの教官も、この時すでに俺とマリアを常にペアで運用する案を検討していたのだろう。

　やがて、転機が訪おとずれた。

　それは俺とマリアが十五歳になる、その数日前のことだった。
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　いつもの訓練場。

　俺は師匠と一対一の模も擬ぎ戦をしていた。

　そして。

「クッ！」

　戦せん闘とう開始から約二十分。

　俺はこの日はじめて守勢に回らされた。

　銃対刀。

　中身はゴム弾だんに模造刀だが、真剣勝負に変わりない。

　言わずもがな先制攻こう撃げきの利は銃を使う俺にあった。

　師匠に攻撃の手番を渡わたさない。

　そのことを主眼に、俺は戦闘を組み立てていた。

　さらに幾いく重えにも罠わなを仕し掛かけ、師匠のミスを誘さそおうとした。

　だが、そう簡単に上う手まくはいかない。

　俺がどんな隙すきを演出しても、決して乗っては来なかった。

　師匠はこう見えて案外、戦い方は堅けん実じつだ。

　侍さむらい──即すなわち真剣を用いる刀術は、「斬きられる＝死」であるため、基本的に敵の攻撃を届かせず、逆に自分の攻撃が当たる距きよ離りの取り合い、即ち〝間合い〟を重視する。

　サムライマニアの師匠もその在あり方に忠実なのだ。

　彼女は丁てい寧ねいに丁寧に俺の間合いを潰つぶしていった。

　付け入る隙がなければ、あとは実力差が物を言う。

　一度守勢に回らされた俺は、徐々に端はしへ追い詰つめられていった。

　ついにマガジンチェンジャーで弾だん倉そうを交こう換かんする一いつ瞬しゆんの間すら奪うばわれる。

「……！」

　残弾は常に頭に入っている。

　あと左右四発。計八発。

　この弾数で逆転を狙ねらう！

　ただ撃うっても師匠には銃じゆう弾だんを斬られる。

　しかし、それが絶対に不可能なタイミングが一点だけあった。

「ッ」

　俺は両りよう腕うでを脱だつ力りよくする。

　それは防ぼう御ぎよを捨てるのと同義だ。

　師匠の間合い。

　瞬間、必殺の刃やいばが飛んでくる。

「───」

　その瞬間、俺は全神経のリミッターを限界以上に解放した。

　目に映る映像はコマ送り。

　皮ひ膚ふは風の流れまで感じ。

　耳は刃が風を切る音を聞き取る。

　師匠は俺の首を刎はねるつもりのようだった。

　この人の腕前なら、模造刀でも首が落ちるだろう。

　防御を捨てたことを、俺が気を抜ぬいた、と思って怒おこったのかもしれない。

　それはひとまず置いておく。

　弁解の機会を作れるかどうかは、ここからだ。

「！」

　俺は師匠の斬ざん撃げきに合わせて動く。

　今まさに俺の首を落とそうとする刀身の腹を狙う。

　振ふり抜こうとする刃を、真下から迎げい撃げきするタイミング。

　その刹せつ那なの見切りを。

　バキンッ!!

　成功させる。

　しかし、思ったより刀身が跳はね上がらなかった。

「ッ！」

　俺は頭を伏ふせて斬撃の下を潜くぐる。

　その一瞬のせいで、もう片方の銃を師匠に突つきつけるのが遅おくれた。

　結果は。

「……」

「……」

　俺と師匠は、互たがいの武器を相手に突きつけ、寸止めの状態で固まっていた。

　完全に、タイミングは同時だった。

「……引き分け、か」

　師匠が呟つぶやき、刀を引く。

「……ぶはっ！」

　俺は止まっていた息を全すべて吐はき出し、その場にへたり込んだ。

　無茶な働かせ方をした箇か所しよがヒドく痛む。

　視界が徐々に赤く染まる。

　どうやら眼球の毛細血管から出血したようだ。

　耳にもドロッとした感かん触しよくがして、ほどなく血が流れる。

　頭もヒドく痛み、左腕も持ち上がらない。

「はぁー、まさか刀の腹を撃つとか。普ふ通つう考えてもやらないよー」

　一方、師匠はケロッとしながら、あーあと腕を伸のばしていた。

　別に、手加減をしていたわけではない。

　というか、この人に手加減とかいう概がい念ねんはない。

　ただ真しん剣けんと模造刀では違うというだけだ。

　稽けい古こ場ばでの強さが実戦での強さではないのと同じ。

　真剣を持った師し匠しようの実力はこんなものではない。

　とはいえ、はじめて師匠と引き分けた。

　こんなに嬉うれしいと思ったのはいつ以来だろうか。

　だが、まだまだだ。

　まだもっとこれから強くならなければ。

　俺がそう思い、握にぎり締しめた自分の拳こぶしを見つめていると。

「……こりゃ決まりかな」

　ふと、師匠が何かを呟いた。

　俺が顔を上げると、目と目が合う。

「雷火。アンタこのあと私の部屋に来なさい」

「師匠の部屋にですか？」

「あ、ついでにマリアもね。君が呼んできて」

「分かりました」

「じゃ、早く来なさいよー」

　それだけ言い残して、師匠はどこかへ行ってしまった。

「……？」

　俺は首を傾かしげる。

　珍めずらしいこともあるものだ。

　あの師匠が人を部屋に呼ぶなんて。

　それにさっきの独り言……やけにらしくない声こわ音ねだったような。

　師匠の態度が気になりはしたが、それが何を意味するのかは分からなかった。

「まあ、とりあえずマリアを呼びに行くか」

　俺はマリアを呼ぶついでに目の治ち療りようを受けるため、彼女のいる治療室へと向かった。







　訓練施し設せつ居住区域・師匠私室。

「失礼します」

「し、失礼しますっ」

　俺とマリアは一いつ緒しよに師匠の部屋に入った。

「おー、来たねー」

　はじめて入った師匠の部屋は、和物の映画ポスターで溢あふれていた。

　貼はられているのは主に時代劇物で、刀を構えた侍が見み得えを切っている。

「あ、ポスター破くなよー。もう手に入らないレア物なんだから。汚よごしたら斬り落とすから」

　椅い子すにだらしなく座ったまま師匠が注意してくる。

　どこを斬り落とすとは言わない。たぶん首だろう。

「今日は何でしょうか？」

　俺は師匠の言葉をスルーして尋たずねる。

　呼ばれた理由をまだ聞かされていなかった。

「長くなるから休んでいいよ」

　師匠はアゴで来客用のソファを指す。

「……」

「……」

　俺とマリアは立ったまま「休め」の姿勢を取る。

　この人の奇き襲しゆうは時と場合を選ばない。

　ソファに座った瞬間、顔面に蹴けりを入れてくる可能性が普通にある。

「かわいげのない弟で子し」

「スミマセン」

「あっ、マリアちゃんは本当に座っていーよ」

「いえ、雷火先せん輩ぱいが立ってるなら私もこのままで」

「えー、まあもういいや。話すね」

　師匠はつまらなさそうに言って、話を始める。

「雷火はローラシア島って知ってる？」

「いえ、聞き覚えはありません」

「例の聖餐管理機構エウカリステイアが管理してる人工の島なんだけど」

「人工の……きな臭くさいですね」

　意味もなく人の手で島をひとつ造るわけがない。

　しかも管理者は教会と対立している聖餐管理機構エウカリステイア。

　そもそも実態そのものが謎なぞに包まれた組織だ。

　何かやっている、と疑うのは至し極ごく当然だろう。

「まあ、当然怪あやしいってんで、教会も奴やつらが島で何をしてるのか調査してたのよ……でも、何年かけても成果が上がらなかった」

　教会の諜ちよう報ほう力りよくは極きわめて優ゆう秀しゆうだ。

　それが数年がかりで何の情報も得られなかった？

　もちろん、外げ界かいとの接せつ触しよくを極力断たつための人工島なのだろうが……。

「その島、どこにあるんですか？」

「ローラシア海っていう、ユーラシア大陸が砕くだかれてできた新しい海のド真ん中」

「海の……真ん中？」

　俺の知識にある人工島とは、比ひ較かく的てき陸地に近く、水深も深くない場所に建てられるものだ。

　それが、海のド真ん中？

　だとすればまさに絶海の孤こ島とうだが……。

　そんな物いったいどうやって造り上げたんだ？

　仮に造る技術があったとして、いったい造るのに何年、いや、何十年かかるか分からない大工事であることは想像に難かたくない。

　それなのに、師匠の言によれば、その島はもう何年も前からあるらしい。

　……本当に人工島なのか？

　明らかに存在そのものが異常だ。

「……それで、話というのは、その島への潜せん入にゆう任務か何かでしょうか？」

　何もこの九年間、俺たちはずっと屋内に籠こもっていたわけではない。

　時には実地訓練として、外へ出されることもあった。

　今回もその類たぐいの話かと思ったのだが。

「大ハズレでもないけど、とりあえず続きを聞きなさい」

「？」

「まず、さっき何年も成果がなかったって言ったけど、つい最近ひとりの諜報員が情報を持ち帰った」

「……」

「と言ってもガワだけの情報だけどね」

　師匠の話によれば、ローラシア島の中心には学園があるらしい。

　世界共通検査と呼ばれる検査で、第七因子を持つ少年少女を集めているとかなんとか。

　その第七因子というのも胡う散さん臭くさい話だが……。

「時折、その島では生徒の大量失しつ踪そうが起きている」

「大量失踪……」

「時期もなぜか決まっていて、失踪が発生するのは三年に一度」

「……」

　定期的な大量失踪者の発生。

　怪しいことこの上ない。

「一番の問題は、これが何の問題にもなってないという点ね」

「……子供の親は騒さわがないんですか？」

「集められた生徒には孤こ児じも多い」

「……」

「おまけに子供は世界中から集められている。つまり親同士も世界中に散らばってる。抗こう議ぎ活動をするにしろ何にしろ、相そう互ご連れん携けいが取りづらい」

　抗議活動というのは数が揃そろってようやく効果が出る。

「それに中には子供に帰ってきて欲しくない親も多い」

「……」

　聖餐管理機構エウカリステイアの喧けん伝でんによれば、第七因子は神々の残した呪のろいということになっている。

　神に対する世間の風当たりは厳しい。

　それが原因で教会も名前を変えたほどだ。

　つまり、神の呪いを宿した子供はいなくなった方が都合がいい、と思う親もたくさんいるということか……。

「……ッ」

　何だろうか、胸がざわつく。

　それはたぶん神への怒いかりなんだろうと、俺は納なつ得とくしておいた。

「まあそこはどうでもいいや、どうでもいいから」

　師匠は今の話を軽く流す。

「さっきも言ったように、この件は規模に反してまるで問題化していない。つまり、聖餐管理機構エウカリステイアはかなりの力を使って、この島の中で起きていることを隠いん蔽ぺいしている」

　確かに、今の話を聞く限りでもかなりの規模だ。

　それをほぼ完かん璧ぺきに隠かくし通すには、相当な力が必要だ。

　この件の裏には、相当大きな物が隠されている可能性が高い。

「教会はこの島の案件を重く見た。聖餐管理機構エウカリステイアの得体の知れなさの正体も、もしかしたらここに隠されているかもしれないって、ね」

「はい」

「本来であれば、私ら神しん罰ばつ者しやクラスが投入される案件」

　そこで師匠は一いつ拍ぱく置いて。

「つまり、今回のは、訓練なんかじゃない」

「───」

　肌はだにピリッと電流が走った気がした。

　その言葉の意味は、つまり。

「これは正式な任務よ──神罰者としての」

「じゃあ……俺は……！」

「待ちなさい。まだ話を聞きなさい」

　師し匠しようは再び俺を制止する。

「君がこの任務を受けるには、ふたつ条件があるわ」

「条件？」

「まず、君はまだ実力と経験が不足してる」

「はい」

「だから、その能力を底上げする必要がある」

「……」

　しばし考え、察しがつく。

　日本支部で受けた神経系の支配下接続術式。

　またアレと同じか、それと同等の術式を体に埋うめ込めということだ。

「それで師匠と同じレベルに達せられるなら構いません。どんな苦痛も耐たえてみせます」

「君は堪こらえ性しよう皆かい無むか。話はまだ終わってないよ」

　師匠はやや呆あきれた口調で言う。

「……っ」

　確かに、少し気が逸はやっていたかもしれない。

　俺は気持ちを落ち着かせる。

「雷火にお鉢はちが回ってきたのは、君がハイティーンだから」

　島に入れるのは聖餐管理機構エウカリステイアの職員。

　あるいは世界共通検査に引っかかったハイティーンの子供たち。

　それ以外の人間の入島は厳しく制限されている。

　非合法的な手段も何度か取られたらしいが……全すべて失敗に終わった。

　それだけ厳重な管理が行われているということだ。

　しかし。

「君らなら簡単な書類操作で島に入り込める。だから選ばれた」

「……ら？」

　複数形で言われ、俺は思わず視線をスライドさせる。

「私も、ですか？」

　師匠の言葉の意味に気づいたマリアが尋ねた。

「そう。それがふたつ目の条件」

　師匠は指を二本立てる。

「マリアも同じように能力を底上げして雷火と島へ潜入、彼をサポートしてもらう」

「なぜマリアまで？」

「君だけじゃ実力不足だから」

　ぐぅの音ねも出ない。

　訓練でも全力を出してようやく師匠と引き分ける俺では、確かに実力不足だ。

「ああ、別に雷火を莫ば迦かにしてるんじゃないよ？」

「……？」

「自覚はないだろうけど、君は同年代の中なら最高水準と言っていい才能と素質を持ってる」

「……」

「子供は時間っていう概がい念ねんを軽く見過ぎだよ」

　師匠は口の端はしを吊つり上げる。

「仮に君が私と同じくらいの才能があったとしても、君と私じゃ積んできた修しゆ行ぎようの年月が違ちがう。実力差があるのは当然だよ」

「……」

　はじめて聞く師匠の素す直なおな褒ほめ言葉に、俺はやや呆あつ気けに取られる。

「雷火ならまぁ真っ当にやれば、いずれ私たちと同じレベルに達するだろうね」

「……だけど」

「うん。だけど、今回の場合は時間が足りない」

　だから底上げが必要ということか。

　いや、俺は別にそれでいい。

　その島に聖餐管理機構エウカリステイアの得体の知れない正体が隠されているなら、俺はそれをこの目で確かめたい。

　もしかしたらそこに神の手がかりがあるかもしれないからだ。

　しかし……。

「マリアは今でも聖女として充じゆう分ぶんな力を持っています。彼女まで能力の底上げをする必要はないのではありませんか？」

　俺は横目でマリアを見ながら師匠に提言する。

　だが師匠は首を横に振ふる。

「ダメ」

「ですが」

「ダメ。無理。ダメ」

　取りつく島もない。

　今回埋め込まれる術式が何なのかは知らないが、以前と同等かそれ以上の苦痛を伴ともなうと考えてまず間違いないだろう。

　それをマリアにまで受けさせるのは躊躇ためらわれる。

　しかも俺の実力不足を補うためなんかに……。

　その時、マリアが言う。

「分かりました。私も雷火先せん輩ぱいについていきます」

　それは師匠が示した条件に対する返事だった。

「マリア……いいのか？」

「構いません」

「……」

　あまりにもアッサリと彼女が言うので、俺はそれ以上の言葉を失う。

　話が纏まとまったところで、師匠が手を叩たたく。

「よし、それじゃあふたりとも準備して」

「準備？」

「先に君らの絆きずなを結ぶ」

　師匠の言葉に、俺たちは揃って小首を傾かしげる。

「絆とは何でしょうか？」

「まあ、ほかにもパスを繫つなぐとか言い方はあるけど、要するにマリアには雷火専用の聖女になってもらうってことかな」







　聖女の『祝福』とは基本的に相手を選ばない。

　遍あまねく人々に『祝福』を与あたえるのが聖女だからだ。

　だが時に、たったひとりのために『祝福』を行う場合もある。

　たとえば竜りゆう殺しに向かう英えい雄ゆうや。

　苦難の道を歩む聖者のために。

　唯ゆい一いつの者のために祈いのる時、『祝福』の力はより力を増す。

　その唯一を俺に設定するための儀ぎ式しきをこれから行うらしい。

「……」

　俺はシスターたちによって身を清められ、腰こし布ぬのを巻いただけの格好でいた。

　俺がいるのは天窓から月明かりの差す簡素な部屋。

　中央には真白いベッドだけが置かれている。

「……」

　月の光が差すということは、ここは地上の施し設せつだろう。

　見た目は簡素だが、床ゆかや壁かべに複雑な術式が埋め込まれているのが見て取れる。

　俺とマリアはひと晩この部屋で過ごす必要があるらしい。

　ベッドでジッと寝ねていればすぐに済むと説明はされたが……。

「あの、雷火先輩」

　その時、部屋の扉とびらが開いてマリアが現れる。

　俺と同じく身を清めてきた彼女は薄はく衣い一枚を身に纏っていた。

「お待たせしました」

「……ああ」

　いつもと違う格好に、俺は少し返事が遅おくれる。

　静まり返った部屋の空気のせいだろうか。

　マリアの姿が、何か輝かがやいて見えた。

「……準備するか」

「は、はい」

　マリアは緊きん張ちようした声で答えた。

　彼女は両手で小さな壺つぼを抱かかえていた。

　壺の中身は俺も知っている。

　聖別に用いるための聖油だ。

「では、そこに跪ひざまずいてください」

「ああ」

　俺はマリアの目の前に跪き、頭こうべを垂れる。

　しばらくすると、頭上から聖油が注がれた。

　やがて壺の半分ほどの聖油が注がれると。

「雷火先輩。次は私に」

「分かった」

　俺は立ち上がって、マリアから壺を受け取る。

　今度は彼女が跪き、俺がその上に聖油を注いだ。

「ん」

　冷たかったのか、マリアが小さく声を漏もらす。

　やがて壺の中身が空になる。

「あっ！」

　立ち上がったマリアは、ふと両手で体を隠かくした。

　聖油が染しみ込み、ただでさえ薄うすい布地がペッタリと肌はだに貼はりついていた。

　体のラインが完全に透すけて見える。

「……」

　俺は何と言うべきか困る。

　だが、いつまでも無言でいても仕方がない。

「次に進むか」

「は、はい」

　俺たちはベッドへ向かう。

　ベッドは充分な大きさだったが、お互たがいの距きよ離りは近い。

　肩かたさえ触ふれ合うような距離で、ふたりして座る。

「……」

「……っ」

　マリアの肩は、震ふるえていた。

「マリア」

「は、はい？」

「緊張しているのか？」

「え、ええ、やっぱり……恥はずかしいですから」

「……恥ずかしい？」

　言われてみれば、ほぼ裸はだかの男女がベッドにふたり。

　確かに恥ずかしいと思えるシチュエーションかもしれない。

「悪い。気がつかなかった」

「いえ……」

「……」

　俺はマリアの横顔をジッと見る。

「ど、どうかしましたか？」

「マリア」

「はい？」

「マリアはなぜこの任務を受けたんだ？」

「え？」

「正直、マリアは教会の外には出ないんじゃないかと思っていた」

　マリアは戦災孤こ児じだ。

　両親を失い、教会に引き取られた。

　さらに聖女としての素養を見み出いだされ、バチカンにやってきた。

　そこに彼女の意志は介かい在ざいしない。

　彼女に選せん択たく肢しなどなかったのだから。

「でも、私も雷火先輩と一いつ緒しよに訓練を受けましたよ」

「形だけかと思っていた。実際に聖女が戦場に赴おもむくことは少ない」

　確かに『祝福』の聖女は神しん罰ばつ者しやと組んで行動する。

　だが戦場にまでついていくケースは稀まれだ。

　人にもよるが『祝福』の持続時間は長い。

　神罰者に『祝福』を与え、彼らが戦場に向かう間は現地近くの教会に待機するのが通例だ。

　しかし、今回の任務はまさに敵の胃い袋ぶくろの中に突とつ入にゆうするようなもの。

　その危険度は通常任務の比ではない。

　おまけに、俺につき合うせいで、彼女まで能力の底上げと、それに伴う痛苦に耐たえる必要がある。

　彼女なら時間をかければ、そんなことしなくても立派な聖女になれるだろう。

　なのになぜ……そんな疑問が、ずっと脳のう裏りに貼りついている。

「……雷火さんがいるからですよ」

　ふとマリアが、ポツリ、と呟つぶやいた。

「私が今でもここにいるのは、壊こわれずにいられるのは、雷火先輩がいたからです」

「……」

「雷火先輩が私を励はげましてくれなかったら、きっとどこかで私は挫くじけていました」

「……」

　俺がマリアを励ました？

　まるで身に覚えがない。

　それとも、時折ふたりで話したことを言っているのだろうか？

　あんなのはたいしたことじゃない。

　たいした話をした覚えもない。

「私は、本当はこの任務のことなんてどうでもいいんです」

　マリアは微笑ほほえむ。

「ただ雷火先輩と一緒にいられるならいいんです」

「マリア……」

「私は雷火先輩のためなら何でもできます」

　そう言うと急にテレ臭くさくなったのか、マリアはそっと目を閉じた。

　その頰ほおは月明かりの下で、少し赤らんでいた。

「……始めるか」

「はい」

　俺は先にベッドに仰あお向むけになる。

「失礼します……」

　マリアは俺に覆おおい被かぶさるように四つん這ばいになった。

　そこから徐じよ々じよに体を沈しずめてくる。

　最初は手足、膝ひざ、肩、胸、腰、腹……やがて全身を密着させた。

　お互いに注ぎ合った聖油がひんやりとして、肌と肌をピタリとくっつける。

　聖別とは、人や物を世せ俗ぞくから切り離はなす儀式である。

　俺とマリアはひとり分の聖油をふたりで分かち。

　二身にして一体の在あり方として、他ほかと切り離した。

「ん……」

　マリアが動く。

　もっとお互いの体を擦こすり合わせるように。

　そうすることで互いをより重ね合わせ、ふたつの肉体を交わらせる。

　聖油のおかげでマリアの体はよく滑すべった。

　冷たかった液体がふたりの体の間で徐々に熱を帯びていく。

　俺とマリアの体の熱が、聖油を通して混ざり合う。

「雷火、先せん輩ぱい」

「マリア……」

　俺とマリアは両手を強く握にぎり合わせていた。

　それは彼女が俺の上から滑り落ちないためであったが、今はより強くふたりが密着するためのようにも思えた。

　やがて、何か温かいものが俺の中に染しみ込んできた。

　マリアの聖女としての聖性だ。

　彼女の温ぬくもりが、そのまま俺の中に注がれるような。

　それはとても心ここ地ちよかった。

　この契けい約やくの儀ぎ式しきはひと晩続けられる。

　それだけ深く深く繫つながらなければ、契約は完かん了りようしないのだ。

「ん、、んっ、んん、、、」

　マリアは我が慢まんするように声を嚙かみ殺し、とても辛つらそうだった。

　これをひと晩……気の遠くなるような作業だ。

「マリア……少し休むか？」

「っ、いいえ……！」

　俺の提案に、マリアは震える声で答える。

「儀式を途と切ぎれさせるわけにはいきません」

「しかし……」

「大だい丈じよう夫ぶです……私、嬉うれしいんです。雷火先輩とひとつになれるのが」

　マリアは頰を上気させ、健けな気げに微笑む。

「雷火先輩のお役に立ちたいんです。だから……どうかこれからも一緒に……」

「……！」

　俺は、ようやくそこで気がついた。

　マリアは俺と一緒にいられたから挫けず頑がん張ばれたと言うが。

　それは俺にも言えることだったと。

　彼女がいてくれたのが、どれだけ俺を支えていてくれたかに。

　俺も、彼女と話をすることで、心が軽くなっていたことに。

　俺はずっと彼女の温もりを、この心に感じ続けていたことに。

　自覚した瞬しゆん間かん、急に全身の体温が上がる。

　同時に、焦しよう燥そう感かんに似た感情が膨ふくらんだ。

　それはある種の羞しゆう恥ち心しんだったのかもしれない。

　マリアが向けてくる一いち途ずな感情を受けて、凍こおっていた俺の心が溶とけ始めて……。

　いや。

　きっと彼女と出会った時から、この心は徐々に溶け始めていたのだろう。

　ただそれに俺が無自覚だっただけで。

　俺はずっとマリアに救われていたのだ。

「ありがとう、マリア」

「……！」

　礼を言う俺に、マリアは一瞬驚おどろいた顔をしたあとで小さく頷うなずいた。
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　俺がマリアにいかに支えられていたか、自覚したのはこの時だった。

　以来、彼女には感謝しかない。

　俺のことを一番理解してくれるパートナー。

　大事な幼おさな馴な染じみ。

　その自覚が、俺が訓練で喪うしなった人間性をいくらか取り戻もどさせたのかもしれない。







　その後、俺は能力の底上げと右目の移植を受け、最年少で神罰者の称しよう号ごうを得た。

　数ある異い端たん審しん問もん官かんの中でも特別なその名は、「異端の神々を殺す者」という意味を持つ。

　人の身にて神を殺す者。

　そうなるために俺は十年を費ついやした。

　また同時期に、マリアも聖女として正式な認にん可かを教会から受けた。

　彼女の『祝福』の才は教会内でもズバ抜ぬけており、さらに『癒いやし』の奇き蹟せきも持つため、敵地に潜せん入にゆうする任務のサポート役としては最適だった。

　そして、俺たちふたりはローラシア島に潜入することとなった。

　そこで何が待ち受けているのかも知らずに。

　もし、事前に何が起こるのか知っていたなら。

　俺はマリアを止めただろうか？

　おそらく止めただろう。

　だがしかし。

　マリアはやはりついてきたと思う。

　彼女はそういう頑かたくななところも持った幼馴染だから。
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　──そして現い在ま。




　多くの力を借りて。

　ようやく俺は悲願に手が届く一歩手前まで来た。

　俺は必ず妹を奪とり返す。

　俺自身の願いのために。

　多くの犠ぎ牲せいを、無意味にしないために。








第三章　同族殺しVS異い端たん殺し
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　ゼウスたちとの交こう渉しようから三日後の放課後。

「よぉ、雷らい火か」

「國くに崎さき……」

　寮りようの廊ろう下かで國崎に呼び止められ、俺はその場で足を止める。

　この男に話しかけられたのは三日ぶりだ。

　つまり、あの朝の教室でのやり取り以来はじめてということになる。

「何か用か？」

「つれない返事だな」

　國崎は苦笑いを浮うかべる。

　その表情が俺には白々しい物に思えて、吐はき気がした。

「用がないならもう行くぞ」

「あっ、おいおい待てよ」

　國崎は行こうとする俺の手首を摑つかむ。

「……何なんだ？」

「あー……やっぱ怒おこってるのか？」

「怒る？」

　俺は失しつ笑しようする。

「いや、もうここまで来ると逆に笑えてくるさ」

　天てん華か。

　國崎。

　涙るい々るい。

　この島に来て、最初にできたと思った友人たち。

　それが揃そろいも揃って俺を欺あざむいていたなんて……。

　もはや怒いかりを通り越こして笑いしか起きない。

　自分の間ま抜ぬけさに反へ吐どが出そうだ。

「……外出ようぜ。廊下でする話じゃないだろ？」

「……」

　無視してもよかったが、仮にも共同戦線を張る仲だ。

　俺は頷き、國崎のあとをついていった。







　外に出てどこまで行くのかと思ったが、國崎は学園のある丘おかをのぼる坂の途と中ちゆうのベンチの辺りでようやく立ち止まった。

　もうすでに生徒は下校している時間で、丘の上から人が来る様子はない。

　そうなると案外、人ひと気けのない場所だった。

「何か飲むか？」

　ベンチ脇わきの自じ販はん機きを指して國崎が言う。

「コーヒー」

「そればっかりだな」

　國崎は言って、コーヒーとお茶を買う。

「ほれ」

「……」

　放ほうられた缶かんをキャッチする。

　お互たがい無言でベンチに座る。

　ベンチは丘の外側に向けて設置されていた。

　ここからだと島の南側と外海が見み渡わたせる。

　太陽はすでに西に傾かたむき、徐じよ々じよに空を茜あかね色いろに染めつつある。

　そんな場所で、俺と國崎はしばし黙だまりこくっていた。

「話があるんじゃないのか？」

「あー……」

　俺が尋たずねると、國崎は頭を搔かく。

「マリアちゃんのことなんだけどよ」

「……嗚あ呼あ、そのことか」

　手の中で、握にぎり締しめた缶がミシリと音を立てた。

　コイツはマリアが好きとか吐ぬかしてたな。

　あの時はただ困こん惑わくするばかりだったが。

　正体を知った今となっては殺意を覚える。

「まさか、まだダブルデートしたいなんて話じゃないだろうな？」

「いやあ、さすがになぁ」

　國崎はため息をつく。

　その苦笑いに、俺も苦笑を返す。

「恋こい多き青年神アポロン。なるほど、正体を知ればお前の女好きにも納なつ得とくだよ」

「……念のため言っとくけど、お遊びで恋れん愛あいしたことはないのよ、俺は」

　俺の言葉に不満そうな國崎。

　その表情を横目に見ながら、俺はコーヒーをひと口飲む。

「で、マリアの話が何だって？」

「まあ……俺の言うことじゃねーのかもしれねーんだけどさ」

　國崎はベンチの背もたれにもたれかかり、言う。

「あの娘このこと戦場に連れ出すの、やめねーか？」

「……何を言うかと思えば」

「だってマリアちゃんはただの人間だろ？　こんな戦いに巻き込むなんて間ま違ちがってる」

「こんな戦いを起こしている側のヤツが言うと説得力があるな」

　俺は皮肉る。

　だが國崎はめげもせずに。

「実際、俺が助けなきゃヤバい場面もあっただろーが」

「アメミットの時のことか」

「そーだよ」

　國崎は興奮した口調で言葉を重ねる。

　真しん剣けんに、マリアの安全を願っている声こわ音ねだ。

　それが分かるから、俺は余計に苦しい。

　何でもっと……素す直なおに〝敵〟でいてくれないのか。

「……っ」

　俺は残りのコーヒーを飲み干して立ち上がる。

「話は分かった。だが、やはりお前に言われることじゃないな」

　それだけ言い残して、俺はその場を立ち去ろうとする。

「雷火！」

　俺の背に、國崎の声が届く。

「この戦争が終わったらさ、ゼウス様にみんなを生き返らせてもらえるように頼たのんでみるよ……だから、そうしたらもう一度……」

　その先は、自分の荒あらい足音に紛まぎれて聞こえなかった。

　そして。




　状じよう況きようは再び一変する。




『あー、雷火君。聞こえるかい』

　報しらせは、無線機のイヤホンから聞こえた匣はこノの木ぎの声によってもたらされた。

　俺は無線機のマイクを入れ、國崎に聞こえないように小声で話す。

「ケツァルコアトルを見つけたのか？」

　挨あい拶さつなど省き、要点から尋ねる。

　この三日間、ケツァルコアトルの動きはなかった。

　スサノオ戦のダメージを癒いやすためと考えていたが、ついに行動を起こしてきたか。

　と。

　匣ノ木は妙みように歯切れの悪い声で。

『見つけたは見つけたんだけどね』

「どうした？」

『数がおかしい』

「数？」

『６体いる』

「は？」

　俺はつい尋ね返す。

　すると。

『だから、ケツァルコアトルと思われる個体が６体いるんだよ』

　匣ノ木は、そう、丁てい寧ねいに言い直した。
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　わたし──シャルロッテ・ラブペインはその時、自室でシャワーを浴びていた。

　ぬるめのお湯が肌はだを伝い、谷間をこぼれ落ちていく。

　それは気持ちいいのだけれど……。

「……」

　わたしは自分の耳にそっと触ふれる。

　そこには雷火くんからもらったイヤホンがある。

　いつ連れん絡らくするか分からないので、風ふ呂ろ場ばでもつけて欲しいと言われていた。

　防水なので壊こわれる心配はない。

　マイクの方はピンを刺させないので、さすがに洗面台に置いてあるけれど。

「……」

　イヤホンを指で叩たたいてみる。

　そんなことをしても、そこから雷火くんの声が聞こえてくることはない。

「……はぁ」

　ため息。

『──どうかしたのか、シャルロッテ？』

「ブリュンヒルデさん……」

　自分の内側から声をかけられ、わたしは相手の名前を呼ぶ。

　ここにはわたししかいないので、鏡を見るとまるで独り言を言っているみたいだ。

『──お前が昼間からシャワーなど珍めずらしい。何かあったのか？』

「それは……」

　一いつ瞬しゆん、心配をかけまいとしたが、すぐ無意味なことに気づく。

　わたしたちは一心同体のようなもの。

　誤ご魔ま化かしてもすぐ相手に伝わる。

　だからわたしは正直に答えた。

「雷火くんのことが心配なの」

『──神しん仙ぜん雷火が？』

　訝いぶかしげな声。

「レオンさんのことがあってから、ずっと元気がないから」

　ここ数日の雷火くんはただひたすら辛つらそうだった。

　泣いているわけじゃない。

　蹲うずくまっているわけでもない。

　今でも彼は前を向いて、立ち止まらずにいる。

　血を流すように、悲しみに耐たえながら……。

『──オシリスの時のように、またお前が慰なぐさめればいいではないか』

「……無理だよ」

『──なぜだ？』

「だって、ふたりは友達だったから」

　あの日、レオンさんが死んで以来。

　雷火くんの目には、ヒドく昏くらい光が宿っていた。

　憎ぞう悪おや悔かい恨こんが入り交じった瞳ひとみ。

　その目を見ていると、わたしはどうしても躊躇ためらってしまう。

　わたしは所しよ詮せん、彼の戦いを横で見ているだけの人間。

　自分の手は一度も汚よごしたことがなく、ただ護まもられているだけの存在。

　そんなわたしが、真に彼の苦しみを理解できるだろうか？

　そう思うと、わたしなんかが思いつくような安っぽいセリフは、ノドの奥に引っ込んでしまうのだ。

『──そうか……シャルロッテでも無理なのか』

　ブリュンヒルデさんは小さく呟つぶやく。

「……ブリュンヒルデさんも心配？」

『──なっ!?　何を……』

　なぜかブリュンヒルデさんは動どう揺ようする。

「……もしかして、恥はずかしいの？」

『──そ、そんなことは』

「でも」

　わたしは自分の胸に手を当てる。

　その奥から伝わる──彼女の心を聞く。

「ブリュンヒルデさんの魂たましいが、なんだかテレてるみたいに感じるよ」

『──なっ!?』

　またブリュンヒルデさんは驚おどろく。

『──シャ、シャルロッテにも私の感情が分かるのか？』

「うん。最近になってからだけど……」

　以前、わたしの感情がブリュンヒルデさんに伝わったことがあった。

　今までそれは一方通行だったけれど、最近はわたしも彼女の気持ちが分かるようになってきた気がする。

　それを教えると、ブリュンヒルデさんは急に怒おこり出した。

『──そういうことは早く言え！』

「ご、ごめんなさい。でも話す機会がなくて」

『──いつから分かるようになったんだ？』

「え？　だから、つい最近……」

『──な、なら私の……っ』

　そこでブリュンヒルデさんは急に口ごもる。

　わたしは魂から伝わる感情で、彼女が何を言い躊躇ったか察した。

　それは、雷火くんの剣けんになりたいと言った、

　彼女が秘ひめる──本当の気持ち。

　わたしと同じ気持ち。

「ブリュンヒルデさん」

『──な、何だ？』

「……」

　わたしは一瞬だけ言うのを躊躇う。

　それは小さな嫉しつ妬と心しん。

　けど、わたしはそれをそっと捨てて、言う。

「貴女あなたに、お願いがあるの」

『──私に？』

「うん。雷火くんを、助けてあげて」

『──…………え？』

　ブリュンヒルデさんは呆ほうけたような返事をする。

　まるでそんなこと言われると思っていなかったみたいに。

「わたしはただの一いつ般ぱん人じんだから、本当には分からないの……命を懸かけて、殺し合ってまで、戦う人の気持ちが」

　雷火くんが背負う重荷も。

　友達を殺してしまった苦く悩のうも。

　そうまでして前を向く決意も。

　わたしには想像することしかできない。

「だから、今の雷火くんを本当に理解してあげられるとしたら、それはきっとわたしじゃなくてブリュンヒルデさんの方だと思う」

『──私は……』

　ブリュンヒルデさんは迷うように、

『──私には……無理だ』

　絞しぼり出すような声で、そう答えた。

　彼女の心が閉とざされていくのが分かる。

「ブリュンヒルデさん……？」

『──……』

　それっきり、何度話しかけても、彼女は何も答えてはくれなかった。
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　匣ノ木からの通信を聞き、しばし俺は固まった。

　ケツァルコアトルが６体？

　はじめは冗じよう談だんかと思ったが、途と中ちゆうで思い直した。

　敵は神。

　何でも起こる。

「いくつか確かく認にんする。まず、それは幻げん覚かくじゃないのか？」

　──ケツァルコアトルには人間の骨を冥界ミクトランへ拾いに行くエピソードがある。

　人間の骨を求めるケツァルコアトルに対し、狡こう猾かつな冥めい王おうミクトランテクトリは無理難題を吹ふっかける。

　彼かの神は風の宝石を用いて冥王を欺あざむき、見事に人間の骨を得た。

『ケツァルコアトルの冥界下りのエピソードなら僕も知ってるけどね。これは生あい憎にくと幻覚の類たぐいじゃない』

「確証は？」

『奴やつら人間を襲おそってる』

「何ッ!?」

　匣ノ木は淡たん々たんと続ける。

『すでに生徒も警備員も何人も襲われてると報告があった』

　実際に報告があったなら、匣ノ木が幻覚を見ているわけではないのか。

　いや、というかなぜケツァルコアトルが増えて……。

「……ッ」

　嫌いやな考えが脳のう裏りを過よぎる。

「おい！　生徒の死体を安置している場所の警備はどうなってる!?」

『死体？』

「ケツァルコアトルは人間を造った造物主だ。自分の器うつわを造ったように、死体があればいくらでも己おのれのコピーを生み出せる……！」

『……すぐ確認する』

「いや、それはあとでいい」

　その返事で、死体安置所の警備は厳重でなかったと分かる。

　ケツァルコアトルに襲われればひとたまりもなかっただろう。

　状じよう況きようはすでに修しゆ羅ら場ば。

　終わったことを確かめている時間はない。

　俺が採るべき行動は……。

「お前らは学園周辺の監かん視しを続けろ」

　最悪はケツァルコアトルに学園地下の魔ま力りよくを使われること。

　この混乱に乗じて学園に近づく腹かもしれない。

『分かった。職員で周辺を固める』

　匣ノ木の頷うなずく気配がする。

『雷火君たちはどうする？』

「俺たちは偽にせのケツァルコアトルどもを叩たたく」

　その時、遠くから悲鳴が聞こえてきた。

「！」

　悲鳴は徐じよ々じよに大きく広がっている。

『奴ら、逃にげる生徒を追って寮りように向かってる』

　匣ノ木のセリフに俺は舌打ちする。

　陽ひが完全に落ちる前に行動を起こしたのは、混乱を大きくするのが狙ねらいか。

「６体の位置も可能な限りモニターしろ！　いいな！」

　もっとも聖餐管理機構エウカリステイアの監かん視し網もうも完かん璧ぺきじゃない。

　敵の最大数が６体と考えるのも早計だろう。

　先日出た死者の数から考えても……。

　だが、今はとにかく対処する必要がある。

『──で、どう動く？』

　バロールの問う声。

　俺は太陽の位置を確認する。

　日にち没ぼつまで……あと三、四十分といったところか。

「アポロン！」

　俺は大声で、まだベンチに留とどまっている男の名を呼ぶ。

「何だよ？」

　國崎アポロンはやや気まずそうに問い返してくる。

「ケツァルコアトルが生徒を襲ってる」

「はぁ？　何してんだソイツ、まだ夜時間じゃねーぞ？」

「おそらく混乱を起こすのが狙いだ」

　俺は現状の要点を説明する。

「ケツァルコアトルが最低６体いて、島中で暴れてるねぇ……」

「お前は今すぐ天華ゼウスの許もとへ行け」

「何で？」

「夜時間前に戦せん闘とうを始めるのはルール違い反はんだ」

　俺は禁きん戒かいのルールを口にする。

　ルールを犯おかした者を断罪するのが監かん督とく者しやであるゼウスの役割だ。

「ゼウスならケツァルコアトルといえど圧あつ倒とうできるはずだ」

「まあ、ゼウス様が動けばそうなるだろうな」

「だがアイツはケツァルコアトルの増ぞう殖しよくを知らない」

「……」

「東区にいる奴を討うっただけで満足されたら困る。本物はおそらく１体だけだ」

　この機にゼウスには監督者として存分に働いてもらう。

「陽が沈しずむ前に、ゼウスとお前で可能な限り数を減らせ」

「ゼウス様が必ず動くとは約束できないぞ？」

「いや、奴は動く」

　ゼウスの雷霆ケラウノスは天地万ばん物ぶつを屠ほふる『レガリア』。

　俺たちとケツァルコアトルが戦うより、ゼウスが直接戦う方が勝算は高い。

　ケツァルコアトルを斃たおせば第三次神話代理戦争は終わる。

　この好機を静観する理由はないはずだ。

「最悪の場合はお前がゼウスを説得しろ」

「それこそ無理だって……でも、言こと伝づてくらいはしてやるよ」

　アポロンは頷き、身を翻ひるがえそうとする。

「待て、アポロン」

「何だよ？」

「念のため、常に空には気を配っておいてくれ」

「ケツァルコアトルの『レガリア』か？」

「ああ。万が一発動されたら、お前以外に止められる者はいない」

「分かったよ」

　アポロンは頷く。

「なら、任せたぞ」

「あっ、雷火」

　ここから立ち去ろうとする俺をアポロンが呼び止めてくる。

「そのケツァルコアトルを斃したら、また話をしよう」

「……」

「じゃあな」

　アポロンはそう言うと俺の返事も待たず、ガードレールの向こうへと身を躍おどらせた。

　ゼウスと合流するために東区へと向かったのだろう。

「……さて、次は」

　俺は無線機をふたつ持っている。

　片方は匣ノ木との連れん絡らく用。

　もう片方はマリアやブリュンヒルデたちとの連絡用。

　聖餐管理機構エウカリステイアとのつながりを涙々フレイヤとブリュンヒルデに知られないための措そ置ちだ。

　俺はマリアたちと繫つながっている無線機のスイッチを入れる。

「マリア！　聞こえるか？」

『雷火先せん輩ぱい？　どうしましたか？』

「今どこにいる？」

「今日の分の作業を終えて寮に帰ってきたところです」

「敵が動いた」

『───』

　マリアの息を吞のむ気配が伝わる。

『えっ、ま、まだ夜じゃないよ!?』

　続けてシャロ先輩の慌あわてた声。

　こちらの回線は仲間内全員にオープンになっているので、彼女にも俺の声が聞こえたのだろう。

「落ち着いてください先輩。まず状況ですが」

　俺は偽ケツァルコアトルが生徒を襲っている旨むねを告げる。

「なのでひとまずふたりは寮内で合流してください」

『分かりました。私がシャルロッテ先輩の部屋に行きます』

『わ、分かった！』

「俺もすぐ南寮に戻もどります」

　ふたりへの指示はこれでいい。

　次は涙々だ。

「涙々」

『はーい。私はどうしたらいいのー？』

「お前は西区にいるケツァルコアトルを狩かれ」

『えぇー、私ひとりで？』

「命令だ」

『はーい』

「斃したらすぐ報告しろ」

『はいはい』

　通信を終える。

　このあとはマリアたちと南寮で合流し、まずは俺の装備を整える。

　その後は状況に応じて判断する。

　やがて寮が見えてくる。

　それに伴ともない、誰だれかの悲鳴が聞こえてきた。

「チッ！」

　俺は舌打ちし、寮の敷しき地ち内へ。

「南寮に敵は来たか!?」

　俺は匣ノ木の無線機に向かって問う。

『先さき程ほど１体入った』

「男子女子どちら側だ!?」

『女子側』

「……！」

　ブリュンヒルデがいればふたりは大だい丈じよう夫ぶだろうが……。

　また一いつ般ぱん生徒に犠ぎ牲せい者しやが出てしまう。

　俺は銃じゆうを取りに行くのを諦あきらめ、女子側の玄げん関かんに突とつ入にゆう。

　先程の悲鳴の出所を探す。

「キャアァ！」

　悲鳴は一階廊ろう下かの奥から聞こえた。

　俺は急いで走り出す。

『──武器もなしにどうすんだ？』

（生徒を逃がすくらいはできる！）

　再び悲鳴。

　声の主は、食堂か。

　俺は体の向きを変え、食堂へと駆かけ込む。

　そこには異い形ぎようの男と、腰こしを抜ぬかす少女ふたりがいた。

「ッ！」

　俺は床ゆかを踏ふみ抜くように踵かかとに力を込こめる。

　一歩で間合いを潰つぶし、男の延えん髄ずいめがけて肘ひじを振ふり下ろした。

「グッ!?」

（硬かたい!?）

　男は呻うめくが倒たおれない。

「ガアッ！」

　振り向きざまのバックブローを防ぼう御ぎよする。

　ガードを貫つらぬく威い力りよくに、咄とつ嗟さに受けきれないと悟さとる。

「クッ！」

　左足を軸じくに回転し、威力を受け流す。

　その勢いを利用して敵に足あし払ばらい。

　転んだ相手の脇わき腹ばらを蹴けり飛ばす。

　男の体は吹ふっ飛び、食堂のカウンターに激げき突とつした。

「早く逃にげろ！」

「は、はい！」

　少女ふたりは互たがいを支え合いながら食堂の外へ。

「匣ノ木。南寮りように入った１体を捕ほ捉そくした。残りはどうなってる？」

　俺は倒れた男を睨にらみながら匣ノ木と通信。

『２体見失った。あとは東寮の１体、西区の駅付近に１体、南区の繁はん華か街がいに１体、それぞれ暴れてる』

「２体を見失った位置は？」

『東区と北区だ』

「……ッ」

　見事にバラけている。

　繁華街の１体は俺が対処するとして。

　西区は涙々が何とかするだろう。

　東区はゼウスとアポロンが動けば何とかなるか？

　北区には誰も……ゼウスが向かえばいいが、でなければ涙々を向かわせるか？

「グォォ……」

　男が起き上がる。

　話に聞いていた通り、その体たい軀くは歪いびつだった。

　正常な生育をした人体には程遠い。

　やはり造物主のスキルによって造られた器うつわのようだ。

『──コイツが本物のケツァルコアトルだと思うか？』

（いいや、本物ならこんな場所にいないだろう）

『──ならこれは陽動か。奴やつの目的は？』

（十中八九、学園地下の魔ま力りよくだ）

　オシリスが遺のこした魔力は未いまだに学園地下に眠ねむっている。

（混乱を引き起こし、その隙すきにその魔力で何かやるつもりだろう）

『──なるほどなァ』

　バロールは愉ゆ快かいそうに笑う。

『──で、コイツに魔ま眼がんは使うのか？』

（どうするか……）

　敵は最低でもあと５体。

　まだ増える可能性も極きわめて高い。

　魔眼の使用制限は相変わらず三回。

　しかも目の前のケツァルコアトルはほぼ間ま違ちがいなく偽にせ物もの。

　偽物相手に貴重な魔眼を使うかどうか？

　かといって、初動は速くしたい。

　ここでもたつけば致ち命めい的てきな時間を失うことになる。

「ガアァ！」

　偽ケツァルコアトルが突とつ進しんしてくる。

「！」

　やはりここは魔眼を使う。

　手早く最初の敵を斃たおし、次の行動に移る。

「第四の魔眼……」

　俺が左目の魔眼を見開こうとした時。

「神仙雷火！」

「!?」

　突とつ然ぜん、横合いから飛び出してきたブリュンヒルデの大たい剣けんが、その鋭するどき刃やいばで偽ケツァルコアトルを一刀両断した。

「無事か、神仙雷火？」

「……ああ、よくやった」

　俺は構えを解く。

　真っ二つになった男はピクリとも動く気配はない。

「雷火さん！」

「マリアも一いつ緒しよか」

　どうやら合流後、騒さわぎのする一階にふたりで下りてきたらしい。

「お怪け我がはありませんか？」

「問題ない」

　俺はブリュンヒルデに目を向ける。

「状じよう況きようは把は握あくしているな？」

「ああ」

　ブリュンヒルデは頷うなずく。

「俺の部屋へ武器を取りに行く。ついてこい」

「了りよう解かいした」

「分かりました」

　俺の部屋へ三人で移動を開始する。

　俺はブリュンヒルデに背を向けて走りながら、コッソリと匣ノ木と繫つながる無線機をオンにした。

「匣ノ木。南寮の奴は片づけた」

『おお、早いね』

「他ほかの区の状況は？」

『さっきとたいして変わってない』

　要するに何も好転していないということか。

「チッ」

　俺は舌打ちをして、東の方角を見やる。

　天華ゼウスと國崎アポロンは何をしている？




　　　　４




　東寮。天華部屋。

「動かないんですか、ゼウス様？」

「ん？」

　あたしはアポロンに問われ、小首を傾かしげる。

「動かないよー」

「そうなんですか？」

「そだよー。どうしてー？」

「雷火の言う通り、ゼウス様が動けば確実に勝てますよ？」

　アポロンの問いに、あたしは軽く笑う。

「そりゃ勝てるけどさ、そしたらあたしの姿も晒さらさなきゃじゃん」

「まあ、確かに」

「でしょー。涙々フレイヤとかに知られたら、何されるか分かったもんじゃないよ」

　それに、人間たちにも知られたくない。

　あたしの正体は未だに聖餐管理機構エウカリステイアにも捕捉されていない。

　そうなるように立ち回ってきた。

　おにーちゃんも、あたしの身を危険に晒さないため、余計なことは奴らに言っていないはずだ。

「……ですが、俺と雷火たちを除けば、残る敵はケツァルコアトルだけです」

「？」

「ケツァルコアトルを斃せば、あとは雷火たちを自害させて戦争は終わり……もうゼウス様が姿を隠かくしておく必要はないのでは？」

「……」

　妙みように食い下がってくる。

　あたしは振り返ってアポロンの目をチラ見して。

「あの雷火くんがホントに素す直なおに自害してくれると思う？」

「それは……」

　アポロンは口ごもる。

「けど、アイツの目的は妹なんでしょう？　それを返すってゼウス様が約束してるなら」

「だからー、それを雷火くんが素直に信じてくれると思う？」

「確かにアイツはひねくれてるところありますけど……」

「そうそう。たとえこっちが本当のことを言ったところで、向こうが信じてくれないなら意味ないの」

「そうかもしれませんけど」

「分かったならよろしい」

　あたしはうんうん頷く。

「アポロンもケツァルコアトルが『レガリア』を出さない限りは動かなくていいよー。それまでは一緒にここで待ってよ」

「……はい」

　アポロンは渋しぶ々しぶといった感じで頷く。

　その目は少しだけ廊ろう下かに向けられていた。

　さっきまでそこではケツァルコアトルの偽物が暴れていた。

　今はもう何も聞こえない。

　悲鳴も、逃げ惑まどう足音も、何もかも。

　あたしかアポロンなら偽物くらい簡単に斃せただろう。

　でもしなかった。

　どうせここは敵の本命ではないだろうし。

　すぐに去ると分かりきっていたから。

　ただこの部屋を異界化し、過ぎ去るのを待った。

　その間に、どれだけ死んだのかは知らないけど。

　アポロンはその悲鳴を、ずっと嫌いやそうに聞いていた。

　情でも移ったのかな？

　まあいいけど。

「安心しなよ、アポロン」

　あたしは彼を安心させるように笑う。

「別にあたしたちが動かなくても、雷火くんたちが何とかしてくれるって」

「……」

　アポロンは不満そうだけれど、それ以上は何も言わなかった。

　まあ、不満というより不安なのかな？

　でも大だい丈じよう夫ぶだよ。

　きっと何とかしてくれるって。

　ね、おにーちゃん？
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　南寮りよう。

　食堂でマリアたちと合流したあと、俺は銃じゆうを取りに自室へ戻もどった。

「雷火！」

　部屋に戻ると、一番に姫ひめ子こが俺に飛びついてくる。

　その体は震ふるえ、怯おびえていた。

「すまない。大丈夫だったか？」

「うん……」

　姫子は小さく頷くが、その手は俺の服の裾すそを握にぎり締しめて離はなさない。

　俺はひとまず彼女をそのままにしながら、銃と弾だん薬やくの準備を始める。

「雷火……また戦いに行くの？」

「ああ」

　誤ご魔ま化かしようもないので、俺は素直に事実を告げる。

「……！」

　姫子は目を見開き、泣きそうになった。

　俺の裾を引っ張る彼女の手に力がこもる。

「行かないで……！」

「姫子……」

「行っちゃ、、、ヤダ、ヤダよ……、、、」

　姫子の顔には恐きよう怖ふが滲にじんでいた。

　姉を失った時のことを思い出しているのかもしれない。

「……」

　俺は俯うつむく姫子の頭を撫なでながら、マリアに視線を送る。

　彼女は俺の考えを正確に理解し、そして。

「あ……」

　姫子の瞼まぶたが不意に落ちる。

　崩くずれそうになる彼女の体を抱だきかかえると、スゥスゥと静かな寝ね息いきが聞こえた。

「ありがとう、マリア」

「いえ」

　魔ま術じゆつで姫子を眠ねむらせたマリアは軽く頭を下げる。

　本来は安あん眠みんのために使う簡易な魔術で、人体に害もない。

「マリア、姫子を結界で隠してやってくれ」

「分かりました」

　マリアはベッドで眠る姫子を囲むように結界を張る。

　これで邪じや悪あくなモノから彼女の姿は隠されるはずだ。

　さほど強力な結界ではないが、偽にせケツァルコアトルは程度の低い粗そ悪あく品ひんだ。この結界が見破られることはないだろう。

「……すまない」

　俺は眠る姫子に小さな声で謝罪をし、装備の点検に戻る。

「主の御み名なにおいて、神しん罰ばつ者しや神仙雷火に祝福を授さずけます」

　さらにマリアの『祝福』も受け、いよいよ準備を整えた。

「涙々。西区はどうなった？」

　俺は無線機に向かって涙々に問いかける。

『１体仕留めたけど、何これ、弱っ』

「おそらく偽物だ。本物はどこかに紛まぎれている」

『それで、次はどうするの？』

　涙々が次の指示を求めてくる。

『雷火君』

　その時、反対の耳に匣ノ木の通信が入った。

「少し待て」

　俺は涙々に待機を告げる。

　それから匣ノ木につながる方のマイクを指先で二度叩たたく。

　これは匣ノ木と予あらかじめ決めておいた「今は受け答えできない」という合図だ。

『ケツァルコアトルがまた増えた。新たに12体』

「……！」

　予想の範はん疇ちゆうとはいえ、やはり数は増えるか。

　次なる対応を迫せまられて歯は嚙がみする俺に、匣ノ木はさらに続ける。

『それから連中、人間を襲おそう割には妙に殺意がない気がする』

　殺意がない？

　先さき程ほども生徒が襲われていたのをこの目で見たが……。

『報告数に比べて死傷者の数が少ない。それと敵の動きにはひとつの方向性がある』

　方向性？

『どうやら人間たちを学園に向かって追い立てているみたいだ』

　人間を追い立てている？

　この混乱を起こしたのもそのため？

　集めた生徒たちをどうするつもりだ？

　それはまだ分からないが……。

　これでは、まるで巻まき狩がりだ。

　だとしたら。

「ブリュンヒルデ、耳を塞ふさげ」

「え？」

　命令通り、ブリュンヒルデは耳を塞ぐ。

　俺は彼女に背中を向け、匣ノ木との通信を繫つなぐ。

「匣ノ木。警備員を使って、なるべく生徒を学園からはずれるルートに避ひ難なん誘ゆう導どうしろ」

『なるべく、以上の成果は期待しないでくれるなら』

「それでいい。俺たちも学園に向かう」

　俺は続けて、待機させていた涙々の方のマイクをオンに。

「涙々は西区から北区へ向かいながら、可能な限り偽ケツァルコアトルを斃たおせ」

『本物が出てきたら？』

「その時は交戦を避さけろ」

　ケツァルコアトルには神殺しのスキルがある。

　あのスサノオですら不覚を取った。

　単独での戦せん闘とうは危険だ。

「最後は学園で俺たちと合流だ、急げ」

『了りよー解かい』

　俺は通信を切り、マリアたちの方に向き直る。

「学園へ向かうぞ」

「え？　何だって？」

　耳を塞いだままだったブリュンヒルデが聞き返してきた。

　俺は彼女の命令を解除してやる。

「敵は生徒を襲いながら学園へ向かっている。俺たちも学園へ向かい、これを迎むかえ撃うつ。途と上じよう、なるべく生徒を助けながらだ」

「分かった！」

「雷火さん、私は？」

　マリアが問うてくる。

『祝福』はすでに受けた。

　普ふ段だんなら、ここで待機を命じる場面だ。

　だが。

「マリアも俺と来てくれ」

「はい」

　半ば予想していたのか、マリアは迷いなく頷うなずく。

　慌あわてたのはブリュンヒルデただひとりで。

「おい、なぜ彼女まで連れて行く!?」

「マリアは俺のパートナーだ。オシリス戦の時も連れて行っただろうが」

「あれは緊きん急きゆう事態だったからだろう！　普ふ通つうの人間を、今から修しゆ羅ら場ばとなる場所へ連れて行く必要はない！　櫛くし鉈なだ姫子と一いつ緒しよに残るべきだ！」

　それはコイツの騎き士し道どう精神がそうさせるのか。

　彼女は頑かたくなにマリアを危険地帯へ連れて行くのを拒こばんだ。

　しかし。

「貴女あなたは黙だまっていてください」

「マリア!?」

「私は雷火先せん輩ぱいのパートナーです。私には私の役目があります」

「……！」

　マリアの言葉に、ブリュンヒルデは口を噤つぐむ。

　俺とマリアは話を続ける。

「あれの準備はどこまで進んでいる？」

「基き礎そ術式は組み終わっています」

「発動には？」

「……私ひとりの力では、三十分はかかるかと」

「上出来だ」

　俺は頷く。

　それから話に置いていかれ、居い心ごこ地ち悪そうなブリュンヒルデを見。

「ブリュンヒルデ。これからお前はなるべく一いつ般ぱん生徒を助けるために動け。今こそキサマの騎士道とやらを見せてみろ」

「お、おう！　任せておけ！」

　頼たよられたのが嬉うれしいのか、ブリュンヒルデの表情に明るさが戻る。

　と、そこで一いつ瞬しゆん訝いぶかしげな顔をして。

「だが、そうしたらケツァルコアトルは誰だれが斃すのだ？」

「決まっている」

　俺は銃じゆうの安全装置セーフテイーをはずしながら、言う。

「ケツァルコアトルは、俺が斃す」
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　外はすでに陽ひが沈しずみ、夜時間となっていた。

　道中、生徒を襲う偽ケツァルコアトルを２体排はい除じよした。

　助けた生徒には武装した姿を訝しく見られたが、詳くわしく説明する暇ひまもないので、とにかく警備員に従って逃にげるように伝え、俺たちは先を急いだ。

「しかし、これでは神話代理戦争もメチャクチャだ！」

「そんなことを気にしている余よ裕ゆうはない！」

　ブリュンヒルデの憤いきどおる声に、俺は前を向いたまま答える。

　そして、丘きゆう上じょうの学園に続く坂道を登りきった。

「！」

　校門は誰かの手で開け放たれていた。

　逃げてきた生徒が勝手に開けたのかもしれない。

　この学園校舎には、東西南北四ヶ所に出入り口がある。

　無論、各学生寮りようの生徒が不便なく登校するためだ。

　グラウンドに群がる生徒数を見るに、どうやら全すべての校門からかなりの数の生徒が入ってきているようだ。

「ケツァルコアトルがいない……？」

　ブリュンヒルデが校庭を見て訝しがる。

　確かに、遠目にもめだつあの異い形ぎようの姿がない。

　まさかここが目的の地ではないのか？

「いや……！」

　そんなはずがない。

　もし奴やつが、生徒がグラウンド内に溜まるのを待っているのだとしたら！

　その予感は直後に現実のものとなった。

「キャアア！」

「うわああ！」

　グラウンドの各所から上がる悲鳴。

　異形の人ひと影かげがあちこちに見える。

　ケツァルコアトルの偽物たちが、多方向から同時に攻せめてきたのだ。

「ッ！」

　俺は咄とつ嗟さに周囲を見み渡わたす。

　いた！

「ブリュンヒルデ！　右だ！」

「ムッ！」

　ブリュンヒルデは俺の声に即そく応おうする。

　彼女は大たい剣けんを構え、跳とぶ。

　今まさに男子生徒を殺そうとしている偽にせケツァルコアトル目がけて。

「ゼヤァッ！」

　ブリュンヒルデの振ふり下ろしたノートゥングが敵を両断する。

「ぇ……あ……」

　間かん一いつ髪ぱつで助けられた生徒は呆ぼう然ぜんとしていた。

「神仙雷火！」

　ブリュンヒルデはその視線に構わず、俺に次の指示を仰あおいでくる。

「手分けして数を減らすぞ！　だが、神殺しを持つ本体にだけは手を出すな！」

「了解した！」

　ブリュンヒルデは駆かけ出していく。

　俺も銃を構えつつ、マリアを振り返り。

「マリアは今すぐ準備に入れ！」

「分かりました！」

「……できればブリュンヒルデを護衛につけたかったが」

「大だい丈じよう夫ぶです」

　マリアの返答に迷いはない。

　あの日、俺とともに道を歩むと頷いた時と同じく。

「……ッ！」

　彼女の覚かく悟ごを無む駄だにするな。

　いくら備えはあるとはいえ、ケツァルコアトルを自由にさせておくのはリスクが高い。

　奴の動きは明らかに生徒をこの場に集め、殺さつ戮りくするためのものだ。

　何が狙ねらいかまだ読み切れないが……。

　嫌いやな予感がする。

「行くぞ！」

「はい！」

　俺とマリアはそこで別れる。

　俺は混乱する群衆に向かって。

　マリアは例の術式を発動する基点へ向けて。

『──ウヒヒヒ、愉たのしくなってきたなァ！』

　バロールがはしゃぐ。

　人があちこちで死ぬこの巷ちまたを見て。

　心底嗤わらっている。

「神クズどもが……！」

　本当に、死ねと思う。

　バロールも。

　ケツァルコアトルも。

　ゼウスも。

　フレイヤも。

　何奴どいつも此奴こいつも。




　くたばれ。




　くたばれ。




　くたばれ。




　死ね。死ね。死ね。




「！」

　胸の内で呪じゆ詛そを吐はく度たび、銃じゆう弾だんを敵に撃うち込んでいく。

「グアア！」

　聖別銀弾が不完全なアンデッドを蝕むしばむ。

　偽ケツァルコアトルはボロボロに崩くずれ、終わる。

　元の死体に戻もどる。

　元の、殺された、人間の死体に戻る。

　元の、利用された、人間の死体に戻る。

　腕うでに脚あしに頭に中身に。

　人形の糸が抜ぬけるように、バラバラに。

　偽ケツァルコアトルは複数の死体を組み合わせた器うつわ。

　破は壊かいすればバラバラ死体に元通りだ。

　嗚あ呼あ、畜ちく生しよう！

　どこまで人間を辱はずかしめたら気が済む！

「塵ちりと化せ！」

　俺は魔ま眼がんを見開く。

　捉とらえた敵の数は11体。

　纏まとめて死絶の魔眼で殺す。

　今のでかなり減らしたはずだが。

「クッ……！」

　まだ悲鳴はやまない。

　そこかしこで人が死んでいる。

「匣ノ木！　敵の数はどうなってる!?」

『把は握あくし切れないけど、まだまだそこに集まってるよ』

「クソが！」

　人が。人が。人が。

　死んでいく。死んでいく。死んでいく。

『──しかし、こいつら何で人間ばっかり殺す？』

　バロールの声が脳のう裏りに響ひびく。

　確かに言われてみれば違い和わ感かんがある。

　偽ケツァルコアトルのデザインは、明らかに神格適合者と戦うためのものではない。それにしては力がなさすぎる。

　実際、奴らは俺やブリュンヒルデを無視している。

　人間を殺すのが目的？

　そのために造られた？

　なぜ？

　疑問は山積。

　状じよう況きようは逼ひつ迫ぱく。

　考える時間を敵は与あたえてくれない。

　その時。

「黄金グルヴエイグ魔術テイアーズ」

「！」

　黄金剣の雨が、３体の偽物を纏めて貫つらぬいた。

「待ったー、雷火？」

「遅おそい！」

　空を飛んできた涙々フレイヤを俺は叱しつ責せきで出で迎むかえる。

「あっ、ヒッドーい！　アイツら思ったより数多かったのよ？」

「何体斃たおした？」

「20体くらい？」

　偽ケツァルコアトルの材料は人間の死体。

　数は多くとも造れる数には限りがある。

　どんなに多くても１００体は超こえないはず……。

「よし、その調子で斃し尽つくせ」

「『レガリア』使う？」

「ダメだ。今マリアが校舎内で術式の準備をしている」

　校舎を英えい霊れい宮きゆう殿でんに置ち換かんされては困る。

「上空から黄金グルヴエイグ魔術テイアーズで対処しろ」

「ハーイ」

　涙々は鷹たかの羽は衣ごろもで再び上空に舞まい上がる。

　その機動力があれば偽物の殲せん滅めつ速度はぐっと上がる。

　少しは光明が差してきた。

　その時、今しがた別れた涙々から通信が入る。

『それにしても空うえから見ると大し地たは血で真っ赤よ。アイツら何がしたいのかしら？』

「血で真っ赤……？」

　何かが引っかかった。

　大地が染まるほどの大量の血。

　殺される人間。

　殺され……いや。

　捧げられる人間たち。

「……!?」

　そうだ。

　そもそも俺は以前、その推論に辿たどり着いている。

　奴やつはマヤ・アステカ神話の神。

　マヤ・アステカ文明では生け贄の儀が盛んであり。

　その儀式は神しん殿でんの最上段で行われ。

　そして、学園は島で一番高い丘おかの上に建てられており。

　ケツァルコアトルは、この場所そのものを神殿に見立てているのではないか、と！

「聞け──」

　俺は無線機で涙々とブリュンヒルデに指示を出そうとする。

　だがしかし。




　ズクンッ!!




　それは、まるで俺を嘲あざ笑わらうように。

　あと一歩遅かったなと挑ちよう発はつするようなタイミングで。

　グラウンドに、巨きよ大だいで、赫あか々あかとした魔ま法ほう陣じんが刻まれた。

「ッ！」

　それは不ふ吉きつさを感じさせるほどの鮮せん烈れつな血の色。

『何これ……』

「どうした!?」

『いや、ちょっと範はん囲いデカすぎでしょ……これ、島を吞のみ込むどころじゃ済まないわよ』

「待て！　範囲、、、まさか、この魔法陣のことか？」

　しかも、島を吞み込むどころじゃないだと!?

「何をしたケツァルコアトル!!」

　俺は思わず悪態をつく。

「涙々！　術者を探せ！　ソイツが本体だ！」

『了りよ解ーかい！』

「見つけたら俺とブリュンヒルデに位置を報しらせろ！　ブリュンヒルデも即そく応おうしろ！」

『分かった！』

　怒ど鳴なるように指示しながら、俺自身も本体を探す。

　しかし混乱する群衆が壁かべになり、思うように探せない。

　これでは涙々の報告を待つしか……。

「……っ」

　切せつ羽ぱ詰つまっているのに何もできないことに歯は嚙がみする。

　せめて偽にせケツァルコアトルを斃し、犠ぎ牲せい者しやを減らす。

　そのくらいしかできない。

「匣ノ木！　そっちで何か変化は……」

　俺は島中を監かん視ししている匣ノ木に連れん絡らくを取る。

　奴もまたある意味で俯ふ瞰かんした状況把は握あくができる。

　何か気づいたことがあるかもしれない。

　しかし。

『ザッ……ザー、、、ギ、……』

　向こうから返ってきたのはノイズだった。

『ッザザ、、雷火く、ッザ、』

「匣ノ木？」

　電波障害？

　こんな時に……！

　俺は舌打ちする。

　だが──それは勘かん違ちがいだったと直後に思い知らされた。

『ギャリ!!　ギャリ!!　ギャリ!!　ギャリ!!』

「!?」

　突とつ然ぜんの異音が鼓こ膜まくを突つき刺さす。

　俺は慌あわててイヤホンを取る。

　何だ、と思う間もなく。

「痛ッ！」

　次に感じたのは首への鋭するどい痛み。

　慌ててそれも取り除く。

　襟えり裏うらにピンで刺していた無線機のマイクだった。

「……!?」

　マイクのピンが首に刺さったのか？

　いや、だとしたら相当強い力で押しつけたことに？

　自然にはそうならない。

　ならこれは不自然なことだ。

　原因は、ケツァルコアトルの行った大魔術？

　だが何だ？

　奴は何をした？

　その時、状況はさらに悪化する。

「あげぇ！」

「かフっ、、、っ、、、っ！」

　一いつ斉せいに、周囲の人間が倒たおれ始めたのだ。

「なっ!?」

　俺はすぐ傍そばで倒れた警備員を助け起こす。

　が。

「あ、がフ、、、っっ、っ」

　その警備員は窒ちつ息そくしかけていた。

　自分のネクタイに首を絞められて。

「なっ!?」

　俺は慌ててネクタイを強ごう引いんに引きちぎる。

「があっ、あ、ありがっ、がが……！」

　警備員は礼を言いかけ、体を抱かかえて苦しむ。

　まさか、服そのものが体を締しめつけているのか!?

　なら、ほかの倒れた人間たちも……。

「チッ！」

　俺は倒れた人間を殺そうとする偽ケツァルコアトルに銃じゆう弾だんを見み舞まう。

　もう大だい魔ま術じゆつの起動に充じゆう分ぶんな生け贄にえは捧ささげたはずなのに、奴らは執しつ拗ように人間を殺そうとした。

　俺はそれを止める。

　撃うちながら、走りながら、頭の中で状じよう況きようを整理する。

　まず、なぜ俺は無事なのか？

　──俺の制服は、学園の用意した物とは若じやつ干かん違う。

　教会が学園の制服を模も倣ほうして作った聖衣。

　聖女の『祝福』が浸しん透とうしやすい聖衣は、十じゆう字じ架かとともに神しん罰ばつ者しやの基本装備だ。

『祝福』を受けたから、俺の制服は俺を攻こう撃げきしてこない。

　マイクとイヤホンは借り物だから俺を攻撃した。

　だとすれば、同じ型の制服を着るマリアは無事。

　ここへ来る前に結界を張った姫子も大だい丈じよう夫ぶなはずだ。

　なら、ブリュンヒルデと涙々は？

　俺は戦いながら周囲に目を配る。

　もはや立っている者も少ない。

　ふたりの無事はすぐに確かく認にんできた。

　では次に、彼女たちはなぜ無事なのか？

　当然、彼女たちは『祝福』を受けていない。

　ならば、なぜ？

「……」

　少し考えて、すぐに答えは出た。

　ふたりが着ているのは騎き士し甲かつ冑ちゆうと鷹の羽衣。

　あれらは神彼女ら々彼女らの所有物だ。

　だから無事だったと考えるなら。

　この現象には思い当たる節がある。

　異音を発したイヤホン。

　首に突き刺さったマイクのピン。

　人の首を絞めるネクタイ。

　同じく体を締めつける服。

　それらは全すべて人間の道具だ。

『──ウヒヒヒ、ナァニが起きたんだよ？』

「人が日ひ頃ごろ使っていた道具による、人に対する叛はん乱らんだ」

　それは「木の人間」たちを滅ほろぼした神の一柱ひとり。

　マヤ神話のククルカンの権能。

　アステカ神話のケツァルコアトルと同一視される神だ。

　なら、奴がその権能を使えたとしても、なんら不思議はない。

　そして。

『──おお、真夜中の太陽ってか？』

「……！」

　奴は第３の太陽の時代を滅ぼしたケツァルコアトルでもある。

　第３の太陽の時代は、ケツァルコアトルがもたらした火の雨──太陽の業ごう火かが地上を焼き払はらったことで滅めつ亡ぼうした。

　本来ならあり得ない夜の空に浮うかぶ太陽。

　紛まぎれもなく、あれこそがケツァルコアトルの『レガリア』。

　その太陽の下。

　大魔法陣の中心。

　偽ケツァルコアトルに護まもられるように、ソイツはそこにいた。

「ケツァルコアトル……！」

「……」

　本物のケツァルコアトルの見た目は、普ふ通つうだった。

　普通の、警備員に見える。

　ほかの偽物のように、歪いびつな体たい軀くをしていない。

（スキルで自分の体を造り直していたのか）

『──ああ、道理で見み逃のがしてたわけだ』

　敵は異形という先入観。

　それを逆手に、混乱する一いつ般ぱん人じんに紛れていたというわけか。

　これまで幾いく度どか展開の読み違いはあれど。

　まさか……神クズに欺あざむかれるとは。

　屈くつ辱じよくで、頭がおかしくなりそうだ。

「だが、莫ば迦かがッ！」

　群衆の壁という死角が消えた今、もはや敵は姿はこの眼めで完全に掌しよう握あくできる。

　加えて、ケツァルコアトルの器うつわは死体。

　鹿フ金レ涙イ々ヤやエオミシリリースの時のように。

　滅ころすことを厭いとう理由は、何もない！

「消え去れ！」

　第四の魔ま眼がんを見開く。

　死絶。

　死が、敵の群れを吞のみ込む。

　いつかの英えい霊れいたちのように、本物も偽物も一いつ緒しよくたに、ケツァルコアトルどもを塵じん芥かいへと還かえした。

　なのに──

「──!?」

　おかしなところがある。

　全すべて殺したはずなのに。

　本体と思おぼしきケツァルコアトルがまだ立っている。

　いや、見たままを正確に言うならば。

　ケツァルコアトルと同じ形の塵ちりの人ひと形がたが、その場に立っている。

『──何だありゃ？』

　バロールも驚おどろいていた。

　そこへ風が吹ふく。

　人形を形作っていた塵が吹き飛び。

　その下から、先さき程ほどとは違う形のケツァルコアトルが現れる。

『──何がどうなってんだ？』

（まさか……死体人形器の上に死体人形器を何層にも被かぶせているのか!?）

　奴やつはただ自分の外見をスキルで作り替かえたわけではなかった。

　造物主のスキルを持つヤツは、造ったニンゲンに仮かり初そめの命を与あたえることができる。

　ヤツは自分の器の上に、別の命を持った器を、まるでロシア人形のマトリョーシカのように何層にも被せ、防護服の代用としたのだ。

　魔眼最大の弱点は「視みえないこと」。

　仮初めの命がケツァルコアトルの本当の命を、魔眼の視界から覆おおい隠かくしている。

「……ッ」

　魔眼は残り一回。

　奴が何重に死体人形を着込んでいるか分からない以上、あと一回の魔眼を死絶に回すのは得策ではない。

（……思えば、奴は俺たちを遠くから観察していた節があった。あらかじめ魔眼の対策を施ほどこしていたとしてもおかしくはない）

『──なんとも偏へん執しつ的な野や郎ろうだ』

（同感だ）

　俺は歯は軋ぎしりをしながら駆かけ出す。

　奴に太陽を墜おとさせてはならない。

　そのためには攻せめ続け、太陽を墜とす隙すきを与えないことが重要だ。

「……」

　ケツァルコアトルに向かって走りながら、地面に倒れている人たちの様子を横目で確かめる。

　制服にネクタイのない女子生徒に窒息の心配はない。

　男子生徒も、多くはネクタイと首の間に指を入れ、かろうじて呼吸はできているようだ。

　警備員たちも同様。

　倒れているのは、主に制服自体の胴どうへの締め付けが原因らしい。

　見たところ即そく死しの危険性はないが。

　時間が経たてばいずれ致ち命めい傷しようになる。

　しかも涙々の言を信じるなら、この大魔術の効果は島全体。

　いや、あるいは島の外にまで……！

　この場にいない人々も、おそらく同じ目に遭あっている。

　苦しみながら地に伏ふして。

　あり得ない夜の太陽を見上げさせられ。

　彼らの目には、この世の終わりが訪おとずれたように映っているかもしれない。

「……」

　無線機を失い、マリアとの連れん絡らくはもう取れない。

　彼女と別れて何分が経ったのか……。

　少なくとも俺と彼女が仕込んだ術式はまだ発動していない。

　だが、もう待っている時間はない。

　あの本体を斃たおさない限り、この地じ獄ごくに終わりはないのだ。

「ブリュンヒルデ！　涙々！　後方支し援えんに回れ！　敵の本体を即そく殺さつする！」

　俺は銃じゆうの弾だん倉そうを交こう換かんしながら叫さけぶ。

　偽にせケツァルコアトルたちは死絶の魔眼で殲せん滅めつした。

　残るは本体ただひとり。

　神殺しのスキルをモロに受けるため、彼女たちは後方支援に回さざるを得ないが、それでも状じよう況きようは三対一。

　勝機はある。

　俺は照準をケツァルコアトルに合わせる。

　引き金を引こうとして。

　突とつ然ぜん、鋏はさみが飛んできた。

「!?」

　俺は首を振ふって躱かわす。

　鋏の刃やいばは俺の髪かみを掠かすめ、地面に突つき刺ささった。

「これは……」

　まさかと思った次の瞬しゆん間かん、また新たな攻こう撃げきが飛来した。

　定規。

　ボールペン。

　包丁。

　鍋なべ。

　草くさ刈かり鎌がま。

　食器。

　割れた窓ガラス。

　エトセトラエトセトラ。

　いずも人が普ふ段だん使っている道具。

　校舎から飛んできたのか、あるいは丘おかの下からか。

　出所はどうでもいい。

　敵の攻撃の手が無数に増えた。

　それが最も警けい戒かいすべきこと。

　俺は自分の背をブリュンヒルデに護まもらせようと、声を上げようとして。

「……やレ」

　ケツァルコアトルの口が先に動いた。

　奴の命に、道具たちが従う。

　そして。

　ドスドスドスッ　ザシュッ！

　鋏やボールペンが、倒たおれている生徒たちに次々と突き刺さった。

「なっ!?」

　この期ごに及およんで一般人を!?

　自分が狙ねらわれると思っていた俺は対応が一瞬遅おくれる。

「ふたりとも一般人を護れ！」

　俺は後方支援の命令を撤てつ回かいし、新たな指示を彼女らに与える。

「神仙雷火っ！」

　ブリュンヒルデの声が聞こえた。

　お前はどうするんだ、と問う声だ。

　そんなのは決まっている。

　何も変わらない。

　この殺さつ戮りくを止める術すべは、ケツァルコアトルを斃す以外にない！

　俺は再び走り出す。

「……」

　疾しつ走そうを再開する俺に対し、ケツァルコアトルは無言で手て許もとに戈ほこを生み出す。

　あれは……テスカトリポカを天の座から突き落とした戈か？

　関係ない。

　俺は飛んできたレンガを躱しながら銃を撃うつ。

　ケツァルコアトルはこれを戈で弾はじくと。

「ウ……ゥグアァ！」

　突然、その身を異い形ぎように変じさせた。

『──本気を出すみたいだなァ』

　普ふ通つうの人間に擬ぎ態たいしたままでは全力が出せないということか。

　上等！

「ケハァ！」

　ケツァルコアトルの鋭するどい突き。

「チッ！」

　制服の肩かた口ぐちを持っていかれる。

　撃つ。

　躱される。

　突きを返される。

　銃じゆう床しようで受け流す。

「……！」

　コイツ……！

　レオンほどではないにしろ、並々ならぬ戦せん闘とう技能を。

　いや、技術じゃない。

　技量においてレオンを。

　力においてスサノオを。

　あの二柱ふたりを凌りよう駕がする神など存在しない。

　そもそもマヤ・アステカの戦神はケツァルコアトルの敵対者テスカトリポカだ。

　コイツはそれと反対の文化神としての側面が強い。

　だが──

「グゥゥ！」

　この、目。

　奴の偽物１体１体の目にも宿っていた昏くらい影かげ。

　その暗くら闇やみが囁ささやいている。

　こいつの底知れぬ殺意を。

　人間を殺せ。

　人間を殺せ。

　そんな絶ぜつ叫きようが瞳ひとみから聞こえてくる。

　一いつ般ぱん生徒を未いまだに襲おそい続けているのがその証しよう拠こ。

　こいつも、ある意味で神話代理戦争の勝利は二の次と見ている。

　殺戮の執しつ拗ようさが、そのおぞましい憎ぞう悪おを雄ゆう弁べんに物語る。

　人間に対する飽あくなき殺意。

　それがコイツを怒いかれる狂神へと変えている。

「ガアァ！」

「グッ……！」

　戈の上段振り下ろしを、交差した双銃で受け止める。

　激しい力の押し合い。

　全筋力のリミッターをはずしているが、力は拮きつ抗こうしている。

　奴やつが複数の死体を組み合わせて造った器うつわは、物理的にも強大ということか……！

「ケツァルコアトル！　キサマは何がしたいんだ!?」

　鍔つば迫ぜり合いをしながら俺は問う。

　なぜそこまで人を憎にくむのか？

　何がコイツを狂くるわせるのか？

　問わずにはいられなかった。

「十年前にあれだけ殺しておいて、まだ殺し足りないか!?」

「キサマ……」

　ケツァルコアトルは、昏い瞳で俺を見る。

「キサマ、ニンゲン……か」

「だったらどうした!?」

「……ガァアア！」

「!!」

　ケツァルコアトルの力が増した。

　耐たえる俺に対し、奴は歯は軋ぎしりをして。

「キサマらが、裏切ったキサマらが、なぜ、と我に問うカ」

「何!?」

　裏切った？

「我は、キサマらを、ニンゲンを救いたかっタ……！」

「───」

　その言葉に、心の虚きよを突かれる。

　──ケツァルコアトル。

　神話において、この神は人間を愛していた。

　かつて滅ほろんだ人間を復活させるために冥めい界かいに赴おもむき骨を拾い。

　人間に食べ物を与あたえるために大地を駆かけ巡めぐり。

　さらに文化と学問も与えた。

　ケツァルコアトルはそれだけ人間に尽つくした。

　その後も水や風の神として、人々に豊ほう穣じようをもたらし生活を見守った。

　そして、ケツァルコアトルは盛さかんだった人ひと身み御ご供くうもやめさせようとした。

　マヤ・アステカ文明において、人身御供は日常だった。

　神に捧ささげる生け贄にえを確保するために戦争をするほどだった。

　戦いくさによって多くが死に。

　捕ほ虜りよを生け贄に捧げ、また血が流れた。

　それを奴は止めようとした。

　だが。

「テスカトリポカの奸かん計けいと口車に乗ったニンゲンたちは、我を蔑さげすみ、放ほう逐ちくしタ」

「それは……」

　確かにその通りだった。

　ケツァルコアトルは仇きゆう敵てきテスカトリポカの罠わなに嵌はまり、その名めい誉よを貶おとしめられて最後は人間の手によって追放された。

「だが、それはテスカトリポカの」

「同じ事ダ！」

「！」

　反論しようとした俺に、ケツァルコアトルがツバを飛ばして叫さけぶ。

　狂った形相で、俺を睨にらみつける。

「ニンゲンは我を信じなかっタ……！　我よりもテスカトリポカを信じタ……！」

「……！」

「キサマらが！　ニンゲンが！　平和よりも血を流すことを選んだのダ！」

「違ちが」

「違わなイ！　なぜなら──」

　ケツァルコアトルの血走った目玉が、ギョロリ、と見開かれる。




「──十年前、『唯一神』を殺したのはニンゲンではないか!!」




「な……!?」

　俺は絶句する。

『唯ゆい一いつ神しん』の死。

　十年前、神話戦争を引き起こした原因。

　この島で神話代理戦争が行われる遠因。

　その全すべての始まりが。

　人お間れたちが『唯一神』を殺したから……？

「我が救いの手は無下に払っタ……！」

　ケツァルコアトルの異形の体がさらに盛り上がる。

「自ら奉たてまつった神はその手で殺しタ……！」

　敵の力が増す。

「ニンゲンは平和を忌いみ嫌きらい、殺戮を望み選んダ……！」

　敵の呪じゆ詛そが俺を蝕むしばむ。

「ならば、その通りにしてやル!!」

「ッ！」

　俺は咄とつ嗟さに敵の脇わき腹ばらに蹴けりを入れ、その反動で横へ逃のがれる。

　奴の戈ほこは俺を見失い、そのまま地面に叩たたきつけられ、大穴をあけた。

「チッ！」

　俺は太陽を墜おとす隙すきを与えないため、間かん髪はつ入れず攻せめを再開する。

「グオオオォォオ!!」

「クッ！」

　だが、敵の気き迫はくの方が凄すさまじく、攻めきれない。

「……!?」

　その時、ふと気がつく。

　空の上の太陽が大きくなっている。

　まるで天てん蓋がいを覆おおうように。

　そして、火の雨が降り注ぎ始めた。

「なっ!?」

　それはまるで神話の再現。

　業ごう火かの雨が、大地を焼き滅ぼそうとする。

　その雨は地平の彼方かなたまで降り注いでいた。

　この島どころか、あるいは世界中に、これが……!?

『──ウヒヒヒ、これがコイツのやりたかったことかァ!?』

　眼前で繰くり広げられる滅びの光景に魔ま神じんが喜き悦えつする。

「滅べ！　滅べ！　我が与えた文明に、知識に、自ら滅ぼされよ！」

　ケツァルコアトルは絶叫する。

　その目め尻じりには、涙なみだが浮うかんでいた。

　それは悲ひ哀あいの涙。

　憎悪とともに流す感情。

　人間のために愛を注ぎ。

　その愛を裏切られたから。

　奴は怒いかった。

　奴は恨うらんだ。

　全ての人間たちを。

「人間に対する復ふく讐しゆうが目的か……！」

　俺は戦いながら、心の中で納なつ得とくする。

　なぜ奴がこんな回りくどいことをしたのか。

　オシリスの神しん冥めい裁さん判ばんは神話代理戦争に勝つための策だった。

　だがコイツのこれは、確かに恐おそろしい神話再現ではあるが、神話代理戦争の勝利のためというところからは少しはずれている気がしていた。

　だが違った。

　神話代理戦争に勝つためじゃない。

　奴の目的は人間に対する……復讐。

『──『唯一神』になれば世界くらい滅ぼせるってのに、そんなに自分の手で人間どもを殺したかったのかね』

「……」

　その時、俺の脳のう裏りを過よぎったのはスサノオの言葉だった。

　──仇かたき討うちとは敵を殺すのが目的ではない。

　──己おのれの気持ちを晴らすためのものだ。

　──であればこそ、己の心に偽いつわりを以もつて挑いどむ意味はない。

　ケツァルコアトルもそうなのか……。

『唯一神』となって人類を滅ぼす程度では足りないか。

　自分の手で殺さなければ気が済まないか。

　恨みは晴れないか。

　どれだけ……。

　どれだけ人間を憎にくんでいる。

　そこまで人間が赦ゆるせないか。

「ガアアァ！」

「ッ！」

　ケツァルコアトルが戈を繰り出してくる。

　戈が纏まとう殺意で肉が削そがれるようだった。

　奴やつの真っ黒な感情に煽あおられるように、中天の太陽もさらにその勢いを増していく。

　あれが極限まで大きくなった時、太陽は墜おち、世界は終わるのだろう。

「……」

　思えば、こんな風に神から憎しみの感情を向けられたのは初めてだった。

　神話戦争以後、俺は神を恨み続けた。

　当然だ。

　奴らのせいで何もかも奪うばわれたのだから。

　だが、神々はそんなこと気にも留めない。

　奴らがもたらす災さい厄やくはいつだって偶たま々たまだ。

　オシリスも。

　フレイヤも

　神話戦争も。

　神話代理戦争も。

　全て、偶ぐう然ぜん、人間を巻き込んだだけだ。

　神にとって人間は石ころと同じだ。

　偶々足あし許もとにあったから。

　偶々手許にあったから。

　蹴け飛とばしたり。

　投げつけたり。

　利用したり。

　弄もてあそんだり。

　そこに明確な理由などない。

　人間だから殺したわけじゃない。

　人間だから利用したわけじゃない。

　全ては偶然。

　俺たちはいつだって石ころと同じ扱あつかいで、殺されたり、死んだりしてきた。

　だから。

　ケツァルコアトルのように、人間を、人間だからと、人間を恨んで、人間を殺すために行動する神を、俺ははじめて見た。

　神も人間を憎むのだと。

　はじめて、知った。

　そして。

　奴の憎ぞう悪おに……矛む盾じゆんはない。

　人間を恨んで当然だ。

　人間が恨まれたのは必然だ。

　人間が先に裏切ったのだから。

「……」

　俺が奴でも、奴と同じように怒いかり狂くるい、恨むだろう。

　それは否定できない。

　なぜなら俺も──復讐のためにここに立っているのだから。

「カッ！」

「!?」

　ケツァルコアトルの姿が突とつ風ぷうのように搔かき消える。

　風の権能か!?

　一いつ瞬しゆんで視界の外へ消えた敵。

　死角から放たれる必殺の一いち撃げき。

　それを、全器官を使って感じ取る。

「……っ」

　背後からの突つきを、振ふり向きざまに弾はじく。

　知覚の外から来る攻こう撃げき。

　それは神と相対する上で必ず考こう慮りよしなければならないもの。

　規格外の迅はやさを持つ師し匠しようとの鍛たん錬れんで、俺はそれに抗こうする術を鍛きたえ続けた。

　この場で俺を生かしたのは、あの日々で積み上げた力だ。

　その時。

　巨きよ大だいな白色の魔ま法ほう陣じんが校庭を覆うように展開される。

「な、ニ!?」

　突とつ然ぜんの変化に、ケツァルコアトルが驚きよう愕がくの声を上げる。

「マリア……間に合ったか」

　いや、本来であれば高等司祭４～５人で起動・維い持じする術式。

　それを彼女ひとりでやっているのだ。

　いくら学園地下の魔力を拝借しているとはいえ、並の聖職者なら起動すらできない。

　だが彼女にはできる。

　さすがは、俺のパートナーだ。

「オオォ！」

「!?」

　俺は雄お叫たけびを上げ、攻こう勢せいに出る。

　先さき程ほどまでは完全にこちらが押されていた。

　だが、白色の魔法陣が展開してからは、力もスピードも、互ご角かく以上に渡わたり合い始める。

「何が、、何をした、キサマッ！」

「俺たち教会はいつの時代も神々を殺こ戮ろしてきた」

　──異い端たん殺し。

　あるいは異端審しん問もん。

　土着神を悪あく魔まと見み做なし。

　神格を零れい落らくさせ。

　主の御み名なにおいて、殺す。

　それは旧教会の歴史そのもの。

　その積み上げられた歴史を術式へと変へん換かんしたのが、この結界術式だ。

　これは教会が認める神主以外を滅ほろぼすための術も式の。

　人界の技わざで殺せぬのが尊き神ならば、それを異端と貶おとしめ、魔に変じさせる。

　魔と堕おちた神は、崇あがめ畏おそれられるモノから。

　討うち滅ぼされるモノへと変わる。

「この結界の中において、異端の神々は全て悪魔と見做される」

　悪魔は『聖なるもの』に対する抵てい抗こう力りよくを極きよく端たんに失う。

　聖女の『祝福』もまた『聖なるもの』。

　神しん罰ばつ者しやの持つ聖別武器も同様。

　つまり、この結界内部において、俺と神の力関係は逆転する。

「先程までのキサマの言い分は理解した、ケツァルコアトル！」

「……！」

　人間が最初にケツァルコアトルを裏切った。

　だから奴は人間を憎んだ。

　恨うらんだ。

　愛していたから。

　裏切られたことが哀かなしかったから。

　復ふく讐しゆうに吞のまれた。

　だが……！

「キサマが人間を憎むように、俺も神キサマが憎い！」

　エミリーは未いまだに目覚めない。

　櫛鉈撫なで子こはキサマに殺され。

　櫛鉈姫子は姉を失い。

　スサノオは消えて……。

　今日また、たくさん死んだ。

　どちらが正しいなどと宣のたまうつもりはない。

　ここにいるのは互たがいを恨む復讐者だけ。

　必要なのは殺し合い。

　互いに互いを否定し合う。

　どこまでも不毛な争いだ。

　だが必要なんだ。

　生きるために。

　護まもるために。

　奪とり返すために。

　貴様が邪じや魔まだ。

「ガアアア！」

「!?」

　ケツァルコアトルの反はん撃げきで数歩弾き飛ばされる。

　炯けい々けいと光る奴の瞳ひとみ。

　その眼めが言っている。

　俺が邪魔だと。

「───」

「───」

　俺もケツァルコアトルも血ち塗まみれだった。

　ここにいるのは互いに互いを喰らい合う獣けもの。

　己おのれの傷を顧かえりみる気など微み塵じんもない。

　ただ譲ゆずり合えない心のために。

　この恨みを晴らすために。

　俺たちは殺し合うんだ。

　命尽つきるまで……！




「神仙雷火！」




　その時、誰だれかに呼ばれた気がした。
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　私──ブリュンヒルデは戦場を駆かけていた。

　いや、はたしてこれが戦場と呼べるのか……。

　目の前に広がるのはただの殺戮の宴うたげ。

「クソッ……！」

　倒たおれた人間を殺そうとした包丁をノートゥングで粉々にする。

「フレイヤ様！」

「はいはいっと」

　まず私が剣けんで凶きよう器きを人間の周りから弾き、続けて安全を確保した人間をフレイヤ様が黄金の繭まゆで包む。

「これで何人目だっけー？」

「分かりません！」

「私疲つかれちゃったんだけど」

「次に行きましょう！」

「はいはい」

　私はフレイヤ様とともに、次の生きている人間を探す。

　神仙雷火の命令通り人間を護り続ける。

　しかし、相手が自立する凶器という点が厄やつ介かいだった。

　フレイヤ様の黄金グルヴエイグ魔術テイアーズで撃うち落とすには対象が小さすぎ。

　かと言って繭で一いつ緒しよに包んでしまえば、その中で人間が殺されてしまう。

　ゆえに、私が凶器を弾き飛ばし、安全を確保してからでないと繭で包めない。

　結果として、ひとりずつやるしかない。

　あまりにも地道な作業。

　ひとり救う間に何人殺されているのか……。

　想像したくない。

「……？」

　私は自分の胸に手を当てる。

　何か……痛い。

　これは、心の痛みか？

　戦場でいちいち悲しむなど。

　私はいつからそんなに軟なん弱じやくになった……。

　それとも、これはシャルロッテの感情か？

　私と彼女の魂たましいが混ざり合ったから。

　そのせいで、こんな……。

「……ッ」

　いいや、今はそんなことに構っている暇ひまはない。

　神仙雷火の剣として、その主命を果たさなければ……。

「！」

　その時、チラリと神仙雷火の姿が視界の端はしに映る。

　奴やつは、血塗れになっていた。

「オオォオ!!」

　野や獣じゆうのような咆ほう哮こう。

　血で朱しゆに染まる眼光。

　己を顧みない闘とう争そう。

　あれは……あの目は。

　あの目は私も知っている。

　私も何度か向けられた憎ぞう悪おの瞳。

「……神仙雷火！」

「あらら、なーんかスゴいことになってるわねー」

　フレイヤ様は彼らの戦いを見て艶えん然ぜんと微笑ほほえむ。

「いいわね、ああいう雷火も色っぽくて素す敵てき」

「そんなことを言っている場合では……！」

　私はあんな雷火を見て、フレイヤ様のように平静ではいられない。

　だって……お前は、違うだろう。

　お前はそんな獣とは違ちがう。

　お前の本質は、もっと別のはずだ。

「フレイヤ様！　アイツに加勢しましょう！」

「けど私たち、一いつ般ぱん人じんを護れって〝命令〟されてるじゃない」

　魔眼の支配の強制力。

　それがある限り、私たちは奴の命令に従わなければならない。

　たとえアイツがピンチであっても。

　どんなにアイツを助けたいと願っても。

「……ッ」

　そもそも私が行くことに意味があるのか？

　私はアイツの剣になりたいと思った。

　それ以上にはなれないと思った。

　奴がシャルロッテやマリアに見せる顔と、私に見せる顔は、あまりにも違う。

　これまで何度も痛感してきた。

　私では神仙雷火の心の中に入れてもらえないのだと。

　今、アイツが抱かかえているのは心の問題だ。

　私にそれは護れない。

　護らせて……もらえない。

　私はただの、剣でしかないのだから。

『──……デ…さん』

　その時、私の中から声が聞こえた。

　これは……まさかシャルロッテか？

　莫ば迦かな。

　神格が顕けん在ざい化している時、人格は朧おぼろ気げになる。

　その状態でまともに意識を保つなど、ましてや私に話しかけるなど、並なみ大たい抵ていのことではないはずなのに。

　シャルロッテの声は段々と明めい瞭りように、言葉がハッキリしていく。

『──思い……出…て……』

（何だ、私に何を伝えようとしている？）

『──……試着室』

（試着室？）

　言われて思い出すのは恥ち辱じよくの記き憶おく。

　シャルロッテの代わりに試着室で下着を着させられ、挙句の果てに丸出しの下半身を神仙雷火に見られた。

　今思い出しても赤面する記憶だ。

　だが、そんなものを思い出させて、シャルロッテはいったい何を……。

「……！」

　そうだ、あの時。

　私は天華たちに従うよう命じられつつ、彼女たちに抵てい抗こうすることができた。

　魔ま眼がんの命令には、命令される側にも解釈の余地がある。

　つまり与あたえられた命令に矛む盾じゆんさえしなければ、私にもある程度の行動の自由がある。

　シャルロッテはそれを思い出せと言っていたのだ。

　今回、私に与えられたのは「一般人の防衛」。

「……」

　考え方を変えろ。

　一般人を護ること──それはつまり、この状じよう況きようを止めることだ。

　この状況を作り出しているのはケツァルコアトル。

　奴を斃たおすことは、即すなわち一般人を護ることに繫つながる。

　つまりケツァルコアトルと戦う神仙雷火に加勢することは。

　奴から与えられた命令と矛盾しない。

「───ッ」

　頭の中で、何かがカチリとはずれた気がした。

『──助けて……あげて……』

（シャルロッテ……！）

　お前は、私にまたそう言ってくれるのか？

　一度は尻しり込ごみした私に。

　アイツのことを助けろと。

　私にもできると。




　本当は、お前の方が神仙雷火の何もかも救いたいと想おもっているのに。




『────』

　声は聞こえなかった。

　だが、魂を通してシャルロッテの気持ちは伝わってきた。

「ッ！」

　足が前に出る。

　認にん識しきが、私を魔眼の呪じゆ縛ばくから解き放つ。

　私は大地を蹴けり、竜ノ殺ーしトのウ神ン剣グを振ふりかぶる。

　私は叫さけぶ。

　我が剣にかけて、護まもるべき。

　いや。

　私が、護りたいと想おもう男の名を。

「神仙雷火！」




　　　　８




「ブリュンヒルデか……」

　俺とケツァルコアトルの殺し合い。

　そこに割って入った乱入者を見て、俺は軽く驚きよう愕がくする。

（おい、魔眼の命令はどうした？）

『──フーン、上う手まく屁へ理り屈くつでもこねたのかね』

　バロールは感心したように呟つぶやく。

「はあぁ!!」

　ブリュンヒルデはそのまま敵に斬きりかかる。

「チッ！」

　俺は慌あわててそのあとを追った。

　神じん工こう太たい陽ようを墜おとさせないため、ケツァルコアトルのことは攻せめ続けなければならない。

　なので、俺は敵と戦いながらブリュンヒルデを叱しつ責せきした。

「何をしている!?　キサマでは奴の同族殺しで致ち命めい傷しようを負う、退さがっていろ！」

「ぐぐぐ！」

　命令に従い、ブリュンヒルデは一歩退く。

　しかし、それ以上は退がらず、俺の後ろを追い縋すがってきた。

「おい！」

「前には出ない！　だが、今のお前をひとりでは戦わせられん！」

「何を言っている……!?」

　言っている意味が分からない。

「今のお前はまるで獣けものだ！」
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「……！」

　そんなことは分かっている。

　俺は友を殺した屑くず。

　血に濡ぬれた復ふく讐しゆう者しやだ。

　それが獣でなくて、何だと言うんだ……。

「……そうだ。これは獣同士の共とも喰ぐいだ。分かったらさっさと退どけ！」

「違う！」

「！」

「お前は、あの時、私を護ってくれたじゃないか！」

　ブリュンヒルデは叫びながら、俺のフォローをする。

「グッ!?」

　ケツァルコアトルが後退する。

　ブリュンヒルデが後方から睨にらみを利きかせることで、俺の攻こう撃げきの隙すきを上手く消している。

　それは拮きつ抗こうした勝負において、天てん秤びんを揺ゆらすほどの効果がある。

「神仙雷火、お前が冷れい酷こくな復讐者であるなら、もっとほかにやり方はあっただろう！　フレイヤ様に見捨てられた私を助ける必要だって、本当はなかったはずだ！」

「……ッ！」

「今だってそうだ！　お前はいつも誰だれかを護ろうとしている！」

「うるさい！」

　俺は堪たまらず反論する。

「キサマなど先せん輩ぱいを助けるついでだった！　自うぬ惚ぼれるな！」

「自惚れなんかじゃない！　お前はあの時、私のことも助けたんだ！」

「黙だまれ！」

　俺は絶ぜつ叫きようする。

　ブリュンヒルデの言葉のひとつひとつがこの胸を搔かき毟むしる。

　俺を。

　こんな俺を……まるで正しい者のように呼ぶな。

「俺はレオンを殺した、、ただの外げ道どうだ！」

　それはこの先、全すべてを奪とり返すことが叶かなったとしても変わらない事実。

　その罪を贖あがなうには。

　彼の命に報むくいるには。

　彼を殺してでも叶えたかった悲願を成じよう就じゆさせる以外に術すべはない。

　彼を殺したことに意味を与えるには。

　レオンを殺したからこそ戦いに勝利し、全てを奪り返せたと。

　そう言って……彼に謝るためにも。

　たとえどこまで堕おちようとも、この戦いを勝ち抜ぬくしかない。

　しかし。

「黙らない！　己おのれを見失うな神仙雷火！」

　ブリュンヒルデが、俺に言う。

「己の過あやまちを理由に道を踏ふみ外はずすのは、過ちから目を背そむけるのと変わらない！」

「……」

「私が剣けんを預けた男なら──」

　ブリュンヒルデの神剣がケツァルコアトルを吹ふき飛ばす。

　そして、睨むように俺を見て。

「──己の罪を赦ゆるせるようになるまで正道を歩んでみせろ！」

「───！」

　その真まっ直すぐな目に、俺は射い貫ぬかれる。

　自分を赦せだと……。

　そんなこと……ッ。

「グオオオオオオオオ!!」

「!?」

「!?」

　ケツァルコアトルの咆ほう哮こうに、俺たちは揃そろって前を向く。

　隙を与えてしまった。

　だが、まだ充じゆう分ぶん間に合う。

　決して太陽を墜とさせは。

「「「ケェークエー！」」」

「なっ!?」

　突とつ如じよとして現れた鳥の群れが、俺たちの行く手を阻はばむ。

　しまった。ククルカンの権能は人間の道具のほかに、動物も操あやつれて……!?

「クソッ！」

　鳥を振り払はらうくらい一いつ瞬しゆんだ。

　だが、その一瞬が決定的だった。

　俺が鳥の群れを突つき抜けた時にはもう、ケツァルコアトルは戈ほこを振り下ろしていた。




「墜おちよ、原初にしてセーア終焉の大焰火カトル!!」




　太陽が墜ちてくる。

　世界を滅ほろぼす大だい焰えん火かが。

　第５の太陽の時代の子──俺たち人類を燃やし尽つくすために。

「クソッたれが！」

　俺の声は、墜ちてきた炎ほのおに吞のみ込まれる。

　俺だけじゃない。

　シャロ先輩も。

　ブリュンヒルデも。

　涙々も。

　姫子も。

　学園も。

　島も。

　何もかもが吞まれる。

　術者当人であるケツァルコアトルですら。

「ケェハーッハッハッハ！」

　奴やつは燃えながら哄こう笑しようしていた。

　それは呪のろいの声だった。

　幾いく万まん年に及およぶ怨えん嗟さの呪じゆ詛そだった。

　己の生存。

　己の死。

　それすらも眼中にない。

　復讐だけが己の全てとなった者の末路。

　それを垣かい間ま見みた。

「……」

　その破は滅めつの姿を見て。

　俺は何を思ったのか。

　あまりに一瞬すぎて、自分でも分からない。

　ただ……。

　ああはなるなと、そう言ったブリュンヒルデが正しい気がした。




　バキンッ……！




　空間に亀き裂れつが走る。

　大地を舐なめる炎も。

　燃え尽きる人々も。

　全てが幻まぼろしに失うせて。

「カッ……？」

　哄笑していたケツァルコアトルも、呆ぼう然ぜんと立ち尽くした。

「何ガ……」

　太陽は墜ちていなかった。

　一いつ閃せんの光が、墜ちようとする太陽を下から押し止とどめていた。

　アポロンの太陽戦車。

　その突とつ撃げきが神じん工こう太たい陽ようの落下を見事に防いでいた。

　だがそれも保もって数十秒──

「──それだけあれば、充分だ」

「……!?」

　ケツァルコアトルがこちらを振ふり返る。

『幻げん象しよう』の魔ま眼がんに奴が囚とらわれている内に、その背後へと回った俺を見る。

　だがもう遅おそい。

　俺はすでに銃じゆうの引き金を引いていた。

「眠ねむれ、慈じ悲ひ深き亡もう者じやよ」

　聖別済み純銀製10㎜弾だん。

　GIGSARIELギガサリエル P666から放たれた銀ぎん弾だんは、ケツァルコアトルの頭ず蓋がいにめり込んだ。

「グ、ガ……！」

　異い端たん殺しの結界の中では、頑がん丈じように造られた器うつわも意味を成さない。

　その頭部は柘榴ざくろの実のように弾はじけて、数体分の頭蓋骨と脳のう漿しようを地面にぶち撒まけた。

　ケツァルコアトルの死によって、夜空を照らしていた太陽は徐じよ々じよに萎しぼみ、やがて火の雨も全て消え去った。

　残されたのは屍しかばねの山と生き残った人々。

「……これで護まもったと言えるのか？」

「お前に護るつもりがなければ、彼らは皆みな殺ごろしの目に遭あっていた」

　俺の呟つぶやきに、ブリュンヒルデが答える。

「他者からの批難や称しよう賛さんに意味などない。重要なのは、己に恥はじない行いをすることだ」

「……はっ、傲ごう慢まんな考えだ」

　俺は一いつ笑しように付す。

「……」

　十年間、俺はただ妹を奪とり返すために生きてきた。

　そのためならあらゆるモノを捨てる覚かく悟ごで、この道を歩んできた。

　その道の果てに、今俺はここに立っている。

　……本当にこれでよかったのか？

　俺は俺に恥じないでいられる場所に立っているのか？

「……」

　自らへ投げかけた問いに対する答えは出ない。

　だが、もうすぐその答えはもたらされるだろう。

　残ったのは俺たちと天華ゼウスに國崎アポロン。

　終焉おわりは近い。

　俺が歩んだ道も、もうすぐ結末に辿たどり着く。

　その先に何があるのか……。

「……」

　俺は空を見上げる。

　煌こう々こうと瞬またたく星々は、神と人の戦いすらも素知らぬ顔で、ただ澄すんだ夜空の中で美しく輝かがやいていた。








エピローグ









　夜が終わる。

　また朝が来る。

「……」

　俺は床ゆかの上で起きる。

「すぅ……すぅ……」

　ベッドでは、姫ひめ子こが静かに寝ね息いきを立てていた。

　昨夜帰ってきた時、室内はヒドい有り様だった。

　道具の叛はん乱らんによって、床も壁かべも天てん井じようも傷だらけだった。

　唯ゆい一いつ、マリアの結界で護られた姫子とベッドの周囲だけが無事だった。

　本当に彼女が無事でよかった。

　ただその頰ほおに残る涙なみだの跡あとだけが、俺の心をチクリと刺さす。

「……」

　今日は日曜日だ。

　決着前の、束つかの間の安息日。

　明日にはこの代理戦争も終わりを迎むかえる。

　俺とゼウスとの長き因いん縁ねんにも決着がつくだろう。

　明日。

　明日、終わる……。

　この日々が。

　待ち遠しいとも思うが。

　何か。

　何かが変わって。

　終わってしまうのではないかと。

　そんな寂せき寥りよう感にも似た漠ばく然ぜんとした不安も同時に感じていた。

「最後、か」

『──ウヒヒヒ、どうしたよライカ？』

「バロール」

　朝からテンション高めの魔ま神じんの声に、俺は軽く眉まゆを顰ひそめる。

『──で、何が最後なんだよ？』

　バロールは重ねて訊きいてくる。

　いつもなら、黙だまれ、のひと言で終わらせたかもしれない。

　だが。

「そうだな……」

　今朝は、少し気分が違ちがった。

　誰だれでもいいから話したい気分だったのかもしれない。

「もうすぐ神話代理戦争も決着だ」

『──おう、そうだな』

「やっとキサマともお然さらばというわけだ」

『──ウヒヒヒ、寂さびしいか？』

「まさか」

　俺は失笑する。

　バロールも嗤わらう。

『──勝ち目はあるのか？』

　ふとバロールが尋たずねてきた。

　無論、ゼウスとの決着のことだろう。

　これまで、俺は完全に奴やつの掌てのひらの上だった。

　それはコイツも散々見てきたはずだ。

「いい言葉を教えてやろう、バロール」

『──ん？』

「人事を尽つくして天命を待つ」

『──何だそりゃ？』

「やれる手をやり尽くしたあとは、結果を待つ以外できないということだ」

『──最後は運任せってことか？』

「勝負は水物とも言うな」

　必ず勝てる勝負などない。

　同時に、必ず負ける勝負も、ない。

　あの傲慢なる神を屠ほふるために、俺はやれることをやってきた。

　あとは最後の戦いに力を尽くすだけだ。

　……

　……

　ああ、やはり今朝は少し気分がおかしいようだ。

　バロール如ごときに、こんな、ともすれば弱気な言葉を吐はくなんて。

　どうかしている。

「んん……」

　その時、姫子が寝返りを打つ。

　起こしてしまったか？

　俺は彼女の顔を見やる。

「……」

　姫子はまだ寝ていた。

　と。

「おね……ちゃん」

「……」

　櫛くし鉈なだ先せん輩ぱいの夢を見ているのか。

　幸せそうな寝顔だった。

「……」

　夢から覚めた時、姫子はどんな気持ちになるのだろうか。

　やはり泣いてしまうのだろうか。

「……きっと奪とり返すから」

　俺は姫子の頭を軽く撫なでる。

　この戦いに勝利し、全てを奪とり戻もどしてみせる。

「ん……」

　姫子は少しくすぐったそうな顔をする。

　俺は彼女から手を離はなし、そのまま立ち上がった。

『──どこ行くんだ？』

「散歩だ」

　俺は缶かんコーヒーを一本ポケットに詰つめ、鍵かぎをかけて部屋を出る。

　日曜の朝だけあって、寮りよう内ないはまだ静かだ。

　あちこちに残る惨さん劇げきの痕あとが生々しい。

　廊ろう下か。

　壁。

　天井。

　傷のない場所はない。

　逃にげる生徒が落としたと思われる手帳なども散乱したままだ。

　中には血けつ痕こんが飛び散った箇か所しよもある。

「……」

　昨夜の記き憶おくは消さないとゼウスは言っていた。

　オシリスの時は範はん囲いが島内だったが。

　ケツァルコアトルの神話再現は島の外──大陸にまで及およんだらしい。

　涙々フレイヤが見た、島の外まで広がった大魔ま法ほう陣じんはそのためだったのだ。

　奴は本気で世界を滅ほろぼすつもりだったようだ。

　それだけの規模となると、記憶操作も面めん倒どうになる。

　昨夜の出来事は「世界中で突とつ発ぱつ的に起きた神性現象による戦後災害」と情報操作を行うらしい。

　全部、神々の所せ為いにしてしまえば後あと腐くされもない。

　何も知らない人々も諦あきらめがつく。

　確かにこういう時は便利な言い訳だ。

　本当に、腹が立つ。

「はぁ……」

　外に出て、息を吐く。

　もう早朝の空気もだいぶ暖かくなってきた。

　俺がこの学園に来て、もう一ヶ月か。

　長かったような。

　短かったような。

　どちらとも言えるし、どちらとも言えない。

　ただこの十年でも最も濃のう密みつな日々だったのは間違いない。

　バロールの神格適合者となり。

　神話代理戦争の存在を知り。

　フレイヤ。

　スサノオ。

　オシリス。

　ケツァルコアトル。

　様々な神と戦った。

　中には望まない戦いもあった。

「レオン……」

　ひたすらに血を流しながら走り続けて。

　ようやくここまで来た気がする。

「……」

　坂を歩いている内に、この前國くに崎さきと話したベンチのところにまで来た。

　俺はベンチに腰こしかけ、持ってきた缶コーヒーのプルタブを開ける。

　ひと口飲んで、そっと息を吐いた。

　東の空には、まだ昇のぼり始めたばかりの太陽が見える。

「……」

　マヤ・アステカ神話において、太陽は英えい雄ゆうナナワツィンが生まれ変わった姿とされる。

　ナナワツィンはその身を炎ほのおに捧ささげ、太陽神トナティウに生まれ変わるが、彼は空の一点からいっこうに動こうとしなかった。

　彼は太陽を動かして欲しければ、神々の血を捧げよと言ったのだ。

　明けの明みよう星じようの化け身しんトラウィスカルパンテクトリはこれに腹を立て、トナティウを矢で射るが、逆に射殺され、石と冷気の神イツトラコリウキに変えられてしまう。

　明け方が寒いのはその所為だと云いわれている。

　神々は結局自分たちの血を捧げることに決めた。

　その時に仲間の神々の心臓をナイフで取り出し、太陽に捧げたのがケツァルコアトルだと云われている。

　そして、神々が血を捧げたように、太陽の運行や世界の維い持じのためには、人間たちも血を捧げなければならない──と、マヤ・アステカの人々は考えた。

　それが生け贄にえの儀ぎ式しきの始まりだったとか。

「……」

　同族を殺し、太陽を動かしたケツァルコアトル。

　生け贄をやめてよいと宣言し、逆に人々に追放されたケツァルコアトル。

　人間のために尽くし続け、そして裏切られた神。

　奴の憤ふん怒ぬに。

　奴の悲ひ嘆たんに。

　間違いはなかった。

　奴の復ふく讐しゆうは、正当だった。

　奴は正しく怒いかるべきことに怒いかり。

　その果てに、その通りの結末を迎むかえた。

　俺は……。

　俺はどうだ？

　神が憎にくい。

　それは正当な怒りだ。

　妹を奪とり返したい。

　それも正当な願いだ。

　だが、正しければ真っ当な結末が待っているわけじゃない。

　俺とケツァルコアトルの殺し合いが不毛そのものだったように。

　己おのれの動機にばかり突つき動かされ。

　その先に何があるのか。

　俺自身は何を求めているのか。

　それを考えなければ、おそらく俺もああなる。

「……」

　ブリュンヒルデは己を赦ゆるせるようになれと言った。

　自分自身の罪を赦すなど傲ごう慢まんだ。

　罪は一生罪のままだ。

　犯おかしてしまった罪は決して消えない。

　俺の罪も。

　神の罪も。

　消えはしない……決して。

「ああ、クソ」

　やはり朝から変な気分を引きずっている。

　妙みようなことばかりを考える。

　ともすれば益やく体たいもない、無意味な自問自答ばかりを。

　この期ごに及んで今いま更さら迷いが？

　おかしな話だ。

　この島に来るまで、俺に迷いなんてなかった。

　目的は一点に集束し、成すべきコトはひとつしかなかった。

　それがなぜ悲願にあと一歩のところまで来て、悩なやみが生じるのか。

「神しん仙ぜん雷らい火か」

　その時、声をかけられる。

　振ふり返ると、そこにはブリュンヒルデがいた。

　……ああ、そういえば。

　この島に来て、最初に出会った神てきがコイツだったな。

　コイツが。

　コイツと出会ってから、俺はおかしくなったのか？

　コイツがやたらと変なことを言うから。

　コイツが俺の剣けんになるなどと言うから。

　何か、俺の中の歯車が狂くるった。

「どうしてお前がここにいる？」

「窓からお前の姿が見えて、追ってきた」

「シャロ先せん輩ぱいはどうした？」

「シャルロッテには替かわってもらった」

　先輩が自主的に肉体の主導権を渡わたしたのか。

　あの人は何でこんなに神コイツのことを信用できるんだ……。

「なら、何か俺に用なのか？」

「あ、ああ」

　ブリュンヒルデはやや口ごもりながら頷うなずく。

「用件を言え」

　俺は手早く済ませたくて、話を促うながす。

　ブリュンヒルデは俺の隣となりまで来てベンチに座ると、緊きん張ちようした面おも持もちで。

「……もうすぐこの戦いも終わりだな」

「そうだな。明日にも決着はつく」

「そうしたら、お前ともお別れだ」

「それがどうした？」

　結果がどうあれ、決着がつけば全すべてが終わる。

　そんなことは分かりきっていたことだ。

　なぜ今更そんなことを確かく認にんするのか、俺には分からなかった。

「お前には随ずい分ぶんとヒドい目に遭あわされた。は、裸はだかを見られたり……」

「……それが？」

「い、いや、今のはナシだ。そんなことを言いに来たんじゃない」

「……？」

「神仙雷火」

　ブリュンヒルデはふと真剣な表情で俺を見た。

　真まっ直すぐな瞳ひとみで、そのままに。

「私はお前のことが好きだ」

　澱よどみのない口調で、そう告げた。








Another ─Apollon─









　──時は遡さかのぼる。




　雷らい火か対ケツァルコアトルの決着直後。

　俺──アポロンはひと仕事を終え、また東寮りように戻もどってきた。

「ふぅ……疲つかれたな」

　いくら太陽神とはいえ、他神話の太陽を受け止めるのは重労働だった。

　雷火が早々にケツァルコアトルを斃たおしてくれたから、何とかなったが……。

「……」

　これで残った神格適合者は俺たちだけだ。

　明日は日曜日だから……明後日あさつてには全すべてが終わる。

　正直、嫌いやだ。

「運動会とか文化祭ってのもやってみたかったな……」

　もちろん、アイツらと。

　全部聞きかじりの知識だけど。

　友達となら、きっと楽しい。

「雷火……」

　俺とアイツは、まだ友達でいられるだろうか……。

　結果的に、俺はアイツのことを騙だましていた。

　まさかアイツが神格適合者に選ばれるなんて思わなかったから。

　ゼウス様から話を聞いた時は動どう揺ようした。

「はあ……」

　直接俺にアイツを殺やれと命令されなかったのはよかったけど。

　それでも後味が悪いのには変わりない。

「……」

　明日が日曜日でよかった。

　まだ、最後にアイツと話す時間がある。

　全ての戦いが終わったら、俺はゼウス様に雷火たちの蘇そ生せいを頼たのむつもりだ。

　あの方も気き紛まぐれだけど、神話代理戦争が終わったあとなら頼みを聞いてくれるかもしれない。

　いや、絶対に叶かなえてもらうんだ。

　そのために今日も指示に従った。

　東寮の生徒たちを見殺しにした。

　ゼウス様の機き嫌げんを損そこねないために……。

「……」

　俺は寮の中に入って、階段をのぼる。

　逃にげた生徒たちがまだ戻っていないのか、とても静かだった。

　たまに、逃げられなかった生徒の姿も見かける。

　彼らは倒たおれ伏ふしたまま、もう二度と動くことはない。

　一いつ瞬しゆん、心が揺ゆらぐ。

　雷火たち同様、彼らの蘇生も頼めないかと。

　考えて、すぐに頭かぶりを振る。

　何のために機嫌を損ねないよう努めたんだ。

　雷火たちのコトですら、はたして叶えてもらえるか分からないのに。

　ヘタに欲よく張ばれば、全てを台無しにしかねない。

　そんなリスクは冒おかすべきじゃない。

　……

　……

「あ～、ネガティブなんて俺らしくない」

　悪い考えばかり頭に浮うかぶ。

　こういう時は、一度頭をリセットしよう。

　まずはゼウス様に先さき程ほどの戦いの顚てん末まつを報告だ。

　そのあとは帰って寝ねる。

　そして、まずは明日。

　雷火と、話をする。

　俺たちが、アイツが生き返ったあとも、友達でいられるように。

　まあ、あとできればマリアちゃんのことも。

「それはさすがに無理かな」

　俺は自分で自分にツッコミを入れて、少し気分を入れ替かえる。

　そうこうしている内に、ゼウス様の部屋の前に着いた。

「ゼウス様。戻りました」

　俺は部屋に入る。

「あ、お帰りアポロン」

　ゼウス様はいつもの調子で俺を出で迎むかえる。

「ケツァルコアトルですが……」

「あー、うん。見てた見てた。勝ったんでしょ」

「あ、はい」

　報告する前に先を越こされ、俺は続く言葉を失う。

「～♪」

「……？」

　何だろう。

　ゼウス様が妙みように浮かれている気がする。

　ギリシャ神話の勝利が決まったことが、そんなに嬉うれしいのだろうか。

「どうかしたんですか、ゼウス様？」

「んー、別にー」

　ゼウス様は可か憐れんに微笑ほほえみ。

「ただそろそろさー……神話の締しめの準備に入ろうかと思って」

　彼女はその人ひと懐なつっこい目をスッ……と細めた。

　そして、突とつ然ぜんこの部屋が異界と化す。

　ゼウス様の手によって外げ界かいから切り離はなされたのだ。

「……ゼウス様？」

　真意が分からず、俺は戸と惑まどう。

　そんな俺をよそに、ゼウス様はさらに嗤わらう。

　その姿が変化する。

　制服が消え。

　神しん威いを纏まとう。

　彼女の放つ紫し電でんが異界に満ちる。

　その佇たたずまいは、まさに天地を統すべる神々の王。

　人間どころか神ですら畏い敬けいの念を覚えずにはいられない御お姿すがただが……。

「今までご苦労様、アポロン」

　そう言って、彼女は『雷霆ケラウノス』を俺へと向けた。





─了─
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　──読者の皆みな様さま、この度たびも『いづれ神話の放ラ課グ後ナ戦ロ争ク』第５巻を手に取っていただき、誠まことにありがとうございます。

　──今回は５巻と同時期にコミックス１巻も発売されます。

　──マンガならではの『いづれ』の世界も皆さん是ぜ非ひ味わっていただければと……

（雷らい火か：以降『雷』）「……」

　──あれ？　どうかしましたか？

（雷）「主人公を辞やめたい」

　──はい？

（シャルロッテ：以降『シャ』）「いきなりどうしたの雷火くん!?」

（涙るい々るい：以降『涙』）「急にネガティブねー」

（天てん華か：以降『天』）「大だい丈じよう夫ぶー？」

　──なぜ急にそんなことを？

（雷）「いい加減この物語の主人公を続けるのが辛つらい」

（シャ）「あ……」

（涙）「死んだ魚の目をしてるわねー」

（天）「切実だねー」

（雷）「本当に何も起こらない日常系のモブになりたい」

　──重傷ですね。

（雷）「主にキサマの所せ為いだ」

　──まあ、プロット切ってるのは私ですが……

　──…………

　──よし、分かりました。

（雷）「……？」

　──確かに私も常々、自分で作ったキャラクターによくここまで外げ道どうな真ま似ねができるな、私は鬼き畜ちくか、と思っていました。

　──なので、次巻からは人死にナシでいきましょう。

（雷）「ほ、本当か？」

　──ええもちろん。

　──そして次巻からはハイパーイチャイチャ学園ハーレムラブコメを始めます。

（雷）「は？」

　──キャラ配置はそのままに！　血ち生なま臭ぐさい要素は一いつ切さい排はい除じよ！

　──その代わりあらゆるラブコメイベントが大量発生！

　──もちろん毎巻全ヒロイン必ず一回は脱ぬぐ方向で。

（雷）「おい、ちょっと待て」

（涙）「あら、それって私が有利？」

（天）「えー、ラブコメなら妹キャラのあたしがナンバー１だよ！」

（シャ）「わわわたしだってら雷火くんとラブっラブコメめめめめ」

　──分かりました。それでは今から野球拳けんで次巻のメイン担当ヒロインを決め……

（雷）「だぁー！　分かった！　これからも主人公を続けるからこの茶番を今すぐヤメロォ！」




（エミリー：以降『エ』）「何をやっとるんだアイツらは……」

（エ）「えー、ではいつもの謝辞を」

（エ）「イラストレーターのよう太た様、毎度のことながら素す敵てきなイラストの数々御おん礼れいの言葉もない。担当様に編集長様、デザイナー様に営業様、流通様に書店員様々方、この本が諸もろ人びとの手に届くことにいつもご協力いただき感謝する。そして読者の方々、この度もこのような茶番後書きまで読んでいただき有あり難がとう」

（エ）「またコミカライズを担当しているしのはらしのめ様。素す晴ばらしいマンガを連れん載さいしていただき感謝感激雨あめ霰あられである。コミックス１巻もこの５巻とともに発売と聞いている。余はそちらもとても気になるぞ。読者諸しよ兄けいもそうであろう、のう？」

（エ）「風の噂うわさでは次巻はひとつの大きな山場を迎むかえるそうだ。余の復活にも乞こうご期待だな！」

　──いやあ、それはまだ約束は、

（エ）「キサマいい加減にしろよ作者！　余の活かつ躍やくを望む者たちの」

　──じ、次々巻なら、

（エ）「本当だろうなキサマそろそろ余も堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが」

　──で、では皆様またお会いしましょう！

（エ）「あっ！　逃にげるなキサマ！」


２０１６年10月某ぼう日じつ　なめこ印じるし
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